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セ
ン
タ
ー
長
挨
拶

　

令
和
四
年
度
の
『
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
年
報
』
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
で
第
十
号
と
な
り
、
前
号
よ
り
電
子
媒
体
で
の
配
信
を
主
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
五
年
四
月
よ
り
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
長
兼
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
長
を
大
島
信
生
教
授
よ
り
引
き
継
ぎ
ま
し
た
松
本
と
申
し
ま
す
。
大
島
前
セ
ン
タ
ー
長

は
、
六
年
間
に
亘
り
本
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
尽
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
積
み
重
ね
ら
れ
ま
し
た
成
果
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
べ
く
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

さ
て
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
神
道
研
究
所
・
史
料
編
纂
所
・
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
の
三
附
置
機
関
を
一
元
的
に
運
営
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
二
十
五
年
度
に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
す
。
神
道
研
究
所
で
は
公
開
学
術
講
演
会
・
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
夏
休
み
こ
ど
も
講

座
、
史
料
編
纂
所
で
は
公
開
講
座
・
古
文
書
講
座
、
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
で
は
、
企
画
展
と
常
設
展
示
の
他
、
教
養
講
座
・
夏
休
み
親
子
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
「
恩
賜
金
と
福
祉
事
業
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
推
進
事
業
と
し
て
、
日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
研
費
）
に
関
わ
る
業
務
も
担
当
し
て
お
り
、
研
究
計
画
調
書
の
書
き
方
説
明
会
を

実
施
す
る
な
ど
、
大
学
の
研
究
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
研
究
費
の
不
正
使
用
防
止
、
及
び
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
防
止
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
は
、
皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り
、
神
道
博
物
館
で
は
記
念
展
示
「
皇
學
館
大
学
創
立
140
周
年
・
再
興
60
周

年
記
念　

伊
勢
と
皇
學
館
の
140
年
」
を
開
催
し
、
併
せ
て
教
養
講
座
「
資
料
か
ら
み
る
皇
學
館
史
140
年
の
あ
ゆ
み
」
も
対
面
と
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
併
用
の
形
式
で
開
催

し
ま
し
た
。
令
和
五
年
度
は
、
新
発
見
の
伊
勢
御
師
資
料
に
関
す
る
企
画
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
続
く
中
、
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
少
し
ず
つ
従
来
通
り
の
行
事
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に
有
意
義
な

事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
本
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

令
和
五
年
十
二
月

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
長
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凡
　
例

１
．
本
年
報
は
、
令
和
４
年
度
に
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
事
業
の
概
要
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
．
本
年
報
に
掲
載
の
学
外
関
係
者
敬
称
に
つ
い
て
は
「
氏
」、
学
内
関
係
者
は
敬
称
略
で
統
一
し
た
。
但
し
、
寄
贈
者
名
に
つ
い
て
は
、
個
人
名
は
「
様
」、
団
体
名
は
敬
称
略

で
統
一
し
た
。

３
．
尚
、
本
年
報
は
原
則
、
数
量
・
順
番
・
日
付
は
算
用
数
字
と
す
る
が
、
資
料
名
等
固
有
名
詞
を
含
む
場
合
は
個
別
の
表
記
と
す
る
。
ま
た
、
慣
例
に
よ
る
も
の
は
そ
の
様
式

に
従
う
。
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Ⅰ　

概
要

１　

沿
革

は
じ
め
に

　

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
25
年
４
月
、
神
道
研
究
所
・
史
料
編
纂
所
・

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
の
三
機
関
を
一
元
的
に
運
営
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
平
成
26
年
４
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
法

人
直
轄
の
元
で
行
わ
れ
て
い
た
館
史
編
纂
業
務
も
、
当
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ

こ
で
は
、
こ
れ
ら
四
機
関
の
沿
革
を
述
べ
た
上
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
概
要
と
そ
の
使
命
に
つ
い
て
、

述
べ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

神
道
研
究
所

　

神
道
研
究
所
は
昭
和
48
年
、
皇
學
館
大
学
文
学
部
附
属
の
研
究
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
、
５
年

後
の
昭
和
53
年
、
大
学
全
体
の
附
置
研
究
機
関
と
な
っ
た
。

　

皇
學
館
大
学
は
、
神
道
を
建
学
の
精
神
と
す
る
大
学
で
あ
り
、
ま
た
伊
勢
の
地
は
、
日
本
国
及

び
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
る
天
皇
の
祖
神
と
し
て
の
天
照
大
神
を
祀
る
伊
勢
神
宮
の
鎮
座
地

で
あ
る
。
こ
の
地
に
は
、
各
時
代
の
神
官
祠
官
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
長
い
学
問
の
伝
統
が

あ
る
。
皇
學
館
大
学
は
、
そ
う
し
た
学
問
の
伝
統
を
継
承
し
て
創
立
さ
れ
た
。
よ
っ
て
本
学
で
は
、

神
道
研
究
を
重
要
な
使
命
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、
以
下
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
当
研
究
所
を

設
置
し
た
の
で
あ
る
。

　

１
．
神
道
に
関
す
る
高
度
の
学
術
研
究
を
行
い
、
斯
界
の
発
展
に
貢
献
す
る
。

　

２
．
神
道
研
究
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
図
書
資
料
の
充
実
を
は
か
り
、
研
究
活
動
の
進
展

に
寄
与
す
る
。

　

３
．
神
道
研
究
者
の
育
成
に
努
め
る
。

　

こ
の
う
ち
の
１
と
し
て
掲
げ
た
当
研
究
所
の
研
究
は
、
所
員
全
員
が
参
加
す
る
「
総
合
研
究
」

と
、
研
究
テ
ー
マ
ご
と
に
特
定
の
所
員
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
む
「
部
門
別
研
究
」
と
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
「
総
合
研
究
」
と
し
て
、
当
研
究
所
で
は
永
ら
く
「
大
嘗
祭
の
総

合
的
研
究
」
と
「
神
宮
の
総
合
的
研
究
」
と
い
う
二
つ
の
研
究
課
題
を
掲
げ
て
き
た
。

　

大
嘗
祭
と
は
、
即
位
さ
れ
た
天
皇
が
親
祭
さ
れ
る
一
代
一
度
の
国
家
祭
祀
で
あ
る
。
当
研
究
所

で
は
学
内
外
の
協
力
を
得
て
、
所
内
に
大
嘗
祭
研
究
会
を
設
け
、
研
究
所
設
立
３
年
目
に
あ
た
る

昭
和
50
年
に
第
１
回
の
大
嘗
祭
研
究
会
を
開
催
し
て
以
来
、
平
成
23
年
ま
で
の
37
年
間
に
、
259

回
に
も
上
る
研
究
会
を
開
催
し
て
き
た
。
当
初
の
研
究
会
は
、
所
員
に
よ
る
研
究
発
表
を
中
心
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
次
第
に
大
嘗
祭
に
関
す
る
史
料
の
講
読
へ
と
進
み
、
昭
和
59
年

よ
り
、『
儀
式
』
践
祚
大
嘗
祭
儀
の
訓
読
・
注
釈
作
業
を
始
め
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
平
成
24
年
、

実
に
足
か
け
29
年
の
歳
月
を
か
け
、
大
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
学
術
研
究
の

一
環
と
し
て
、
同
書
の
訓
読
・
注
釈
作
業
を
集
大
成
し
た
『
訓
讀
註
釋
儀
式　

踐
祚
大
嘗
祭
儀
』

（
思
文
閣
出
版
）
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
方
「
神
宮
の
総
合
的
研
究
」
で
は
、
神
宮
祠
官
等
に
よ
っ
て
形
成
・
蓄
積
さ
れ
た
神
宮
学
の

伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
式
年
遷
宮
・
祭
祀
を
中
心
と
し
て
、
各
分
野
か
ら
の
神
宮
研
究
を
推
進
し
、

同
じ
く
平
成
24
年
に
は
、
大
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
学
術
研
究
の
一
環
と
し

て
、『
伊
勢
神
宮
研
究
文
献
目
録
』
と
『
大
神
宮
故
事
類
纂
総
目
録
』、
そ
し
て
研
究
論
文
集
『
皇

學
館
大
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念　

神
宮
と
日
本
文
化
』（
い
ず
れ
も
皇
學
館

大
学
編
集
・
発
行
）
を
世
に
問
う
こ
と
が
出
来
た
。
現
在
、「
延
暦
儀
式
帳
」
の
訓
読
・
注
釈
作

業
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
当
研
究
所
で
は
下
記
の
５
部
門
ご
と
に
特
定
の
個
別
及
び
共
同
研
究
テ
ー
マ
に
よ
る

研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

第
一
部
門　

神
道
思
想

　

第
二
部
門　

祭
祀

　

第
三
部
門　

神
道
史
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第
四
部
門　

宗
教
・
民
俗

　

第
五
部
門　

文
学
・
芸
術

史
料
編
纂
所

　

史
料
編
纂
所
は
昭
和
50
年
、
皇
學
館
大
学
文
学
部
国
史
学
科
附
設
の
研
究
機
関
と
し
て
発
足
し
、

３
年
後
の
昭
和
53
年
、
神
道
研
究
所
と
と
も
に
大
学
全
体
の
附
置
研
究
機
関
と
な
っ
た
。

　

皇
學
館
大
学
は
、
わ
が
国
の
歴
史
と
伝
統
に
根
ざ
し
た
学
問
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
学
問

的
使
命
と
し
て
き
た
。
そ
こ
で
本
学
で
は
、
特
に
わ
が
国
の
歴
史
と
文
化
を
正
し
く
究
明
す
る

た
め
、
こ
れ
に
必
要
な
史
料
の
蒐
集
・
研
究
及
び
編
纂
を
行
い
、
学
界
の
発
展
興
隆
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
編
纂
所
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
目
的
は
左
記
の
と

お
り
。

　

１
．
史
料
の
蒐
集
・
編
纂

　

２
．
研
究
成
果
の
発
表
及
び
刊
行

　

３
．
研
究
会
・
公
開
講
座
・
講
演
会
・
史
料
展
示
会
の
開
催

　

４
．
内
外
の
研
究
機
関
と
の
交
流
、
及
び
研
究
生
の
受
け
入
れ

　

こ
の
う
ち
の
１
と
し
て
掲
げ
た
史
料
の
蒐
集
・
編
纂
と
し
て
当
編
纂
所
で
は
、「
神
宮
史
料
」

「
明
治
史
料
」「
考
古
資
料
」
な
ど
、
様
々
な
史
料
の
編
纂
に
取
り
組
ん
で
き
た
わ
け
だ
が
、
と
り

わ
け
創
設
以
来
、
一
貫
し
て
そ
の
中
心
的
事
業
と
さ
れ
て
き
た
の
は
「
六
国
史
編
年
史
料
」
の
編

纂
・
刊
行
で
あ
る
。

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
編
纂
・
刊
行
し
て
い
る
『
大
日
本
史
料
』
は
、
正
史
で
あ
る
六
国
史

の
あ
と
を
う
け
た
編
年
史
料
集
と
し
て
、
学
界
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以

前
、
す
な
わ
ち
六
国
史
に
記
さ
れ
た
時
代
に
つ
い
て
、
他
の
記
録
文
書
や
年
代
記
の
類
を
網
羅
的

に
蒐
集
し
た
編
年
史
料
集
は
、
そ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
い
ま
だ
か
つ
て
編
纂
さ
れ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
当
編
纂
所
で
は
昭
和
62
年
、
創
設
10
周
年
を
前
に
、『
続
日
本
紀
』

係
年
期
間
の
全
史
料
を
編
年
体
で
収
集
し
た
『
続
日
本
紀
史
料
』
の
第
一
巻
を
刊
行
し
、
爾
来
鋭

意
そ
の
編
纂
・
刊
行
を
継
続
し
て
き
た
。
そ
し
て
平
成
24
年
、
本
学
が
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興

五
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
同
書
の
完
結
が
周
年
記
念
学
術
研
究
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
平
成
26
年
、
つ
い
に
同
書
全
二
十
巻
の
完
結
を
実
現
し
た
。
現
在
、
そ
の
次
の
六
国
史
編

年
史
料
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

な
お
「
六
国
史
編
年
史
料
」
を
含
め
、
当
編
纂
所
で
は
下
記
の
４
部
門
が
活
動
し
て
い
る
。

　

第
一
部
門　

六
国
史
編
年
史
料

　

第
二
部
門　

神
宮
史
料

　

第
三
部
門　

明
治
史
料

　

第
四
部
門　

考
古
資
料

佐
川
記
念
神
道
博
物
館

　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
は
、
昭
和
52
年
以
降
鋭
意
収
集
が
進
め
ら
れ
て
き
た
神
道
祭
祀
関
係
資

料
や
全
国
の
有
名
神
社
の
特
殊
神
饌
の
模
型
な
ど
の
保
存
・
公
開
施
設
の
必
要
性
、
及
び
昭
和
61

年
に
取
り
交
わ
さ
れ
た
「
千
束
屋
資
料
の
寄
託
並
び
に
寄
贈
に
関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
き
寄
託
さ

れ
た
同
資
料
の
保
管
の
た
め
、
大
学
附
置
の
博
物
館
施
設
建
設
の
構
想
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

佐
川
グ
ル
ー
プ
佐
川
清
氏
の
援
助
、
な
ら
び
に
神
宮
司
庁
か
ら
の
建
設
用
地
の
長
期
借
用
を
得
て
、

昭
和
63
年
に
竣
工
、
平
成
元
年
に
設
置
さ
れ
、
同
４
年
に
開
館
し
た
。
開
館
に
際
し
て
公
表
さ
れ

た
当
館
の
基
本
構
想
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

１
．
皇
學
館
大
学
建
学
の
精
神
に
則
り
、
日
本
文
化
の
核
と
し
て
、
そ
れ
を
生
み
、
か
つ
支
え

て
き
た
神
道
を
基
盤
と
し
て
歴
史
・
伝
統
・
文
化
を
正
し
く
理
解
し
、
そ
の
発
展
と
継
承

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

２
．
日
本
文
化
の
源
泉
た
る
べ
き
神
宮
を
中
心
と
し
た
伊
勢
地
域
の
歴
史
と
文
化
に
関
す
る
郷

土
資
料
に
つ
い
て
も
紹
介
し
、
神
都
伊
勢
と
そ
の
周
辺
部
の
伝
統
文
化
と
共
に
皇
學
館
と

そ
の
学
問
の
普
及
に
つ
と
め
る
。

　

３
．
前
記
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
神
道
資
料
、
郷
土
資
料
及
び
わ
が
国
の
歴
史
と
文
化
に
関
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す
る
資
料
、
皇
學
館
関
係
資
料
を
体
系
的
に
収
集
保
管
・
調
査
研
究
・
公
開
展
示
し
、
あ

わ
せ
て
資
料
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
す
る
。

　

４
．
大
学
附
属
の
博
物
館
（
研
究
機
関
）
と
し
て
の
特
殊
性
よ
り
、
学
生
の
教
育
や
教
職
員
の

研
究
に
役
立
つ
活
動
を
行
う
。

　

５
．
同
時
に
神
社
神
道
の
一
般
へ
の
啓
蒙
普
及
の
場
と
し
て
広
く
開
放
さ
れ
た
日
本
の
歴
史
や

伝
統
・
文
化
を
学
ぶ
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の
博
物
館
を
目
指
す
。

　

以
上
５
つ
の
基
本
構
想
を
具
現
化
す
る
た
め
、
当
館
で
は
資
料
の
蒐
集
・
保
存
を
は
じ
め
、
常

設
展
・
特
別
展
・
企
画
展
・
教
養
講
座
・
夏
休
み
親
子
教
室
な
ど
と
い
っ
た
諸
事
業
を
展
開
し
て

き
た
。
中
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
３
回
の
特
別
展
は
特
筆
す
べ
き
も
の
と
言
え
る
。
そ
の

第
１
回
目
は
平
成
20
年
か
ら
21
年
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
特
別
展
『
伊
勢
の
歌
舞
伎
と
千
束
屋

―
神
都
に
伝
わ
る
伊
勢
人
の
こ
ゝ
ろ
―
』
で
あ
り
、
第
２
回
目
は
平
成
24
年
度
に
開
催
さ
れ
た
皇

學
館
大
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
特
別
展
『
神
社
名
宝
展
―
参
り
・
祈
り
・
奉

る
―
』、
第
３
回
目
は
令
和
元
年
度
に
開
催
さ
れ
た
特
別
展
、
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
『
即
位
礼

と
大
嘗
祭
』
前
期
展
「
即
位
の
御
儀　

―
皇
位
継
承
の
す
が
た
―
」・
後
期
展
「
大
嘗
祭　

―
今

に
伝
わ
る
古
（
い
に
し
え
）
の
祭
儀
―
」
で
あ
る
。
第
１
回
目
は
昭
和
63
年
、
千
束
屋
当
主
山
田

幸
輝
氏
よ
り
寄
託
さ
れ
た
伊
勢
千
束
屋
資
料
が
、
調
査
・
分
類
・
保
存
等
の
手
順
を
経
て
平
成
19

年
、
全
て
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
特
別
展
で
あ
る
。
ま
た
第
２
回

目
は
、
皇
學
館
大
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
特
別
展
で

あ
り
、
神
宮
お
よ
び
太
宰
府
天
満
宮
か
ら
多
度
大
社
に
至
る
11
の
神
社
よ
り
貴
重
な
宝
物
類
を

ご
出
品
い
た
だ
い
て
開
催
し
た
。
こ
の
特
別
展
に
は
、
三
笠
宮
彬
子
女
王
殿
下
を
は
じ
め
、
都
合

三
、二
二
六
名
に
も
上
る
来
館
者
に
お
出
で
頂
き
、「
神
社
名
宝
展
」
と
し
て
「
後
代
に
名
の
残
る

展
示
会
」
と
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
第
３
回
目
は
、
天
皇
陛
下
御
即
位
を
記
念

し
て
開
催
さ
れ
た
特
別
展
で
あ
る
。
平
成
31
年
４
月
30
日
に
今
上
陛
下
（
上
皇
陛
下
）
が
御
譲
位

を
さ
れ
、
翌
５
月
１
日
に
皇
太
子
殿
下
（
天
皇
陛
下
）
が
御
践
祚
（
即
位
）
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
い
く
つ
も
の
重
要
な
皇
位
継
承
儀
礼
に
は
、
国
民
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
国
か
ら
も
大
き
な

関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
改
め
て
皇
室
と
皇
位
継
承
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
に
ご
理
解
い
た

だ
き
た
く
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
た
令
和
４
年
に
は
、
皇
學
館
大
学
創
立
140
周
年
・
再
興
60
周
年
を
記
念
し
た
展
覧
会
「
伊
勢

と
皇
學
館
の
140
年
」
を
開
催
。
皇
學
館
の
創
設
と
神
宮
皇
學
館
へ
の
発
展
、
さ
ら
に
大
学
へ
の
昇

格
に
至
っ
た
戦
前
期
の
歩
み
と
、
敗
戦
後
の
廃
学
か
ら
再
興
に
至
る
経
緯
、
そ
し
て
現
在
も
続
く

大
学
教
育
や
研
究
の
拡
充
・
施
設
整
備
な
ど
を
振
り
返
っ
た
展
覧
会
で
あ
る
。
本
展
の
た
め
、
長

期
に
わ
た
っ
て
館
史
編
纂
が
収
集
・
保
存
し
て
き
た
貴
重
資
料
を
数
多
く
展
示
し
た
。

館
史
編
纂

　

館
史
編
纂
室
は
、
平
成
24
年
に
皇
學
館
大
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
創
立
以
来
の
皇
學
館
の
歴
史
を
編
纂
刊
行
す
る
目
的
で
皇
學
館
史
編
纂
委
員
会
が
平
成

15
年
４
月
に
発
足
し
、
そ
の
必
要
業
務
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。

　

本
学
で
は
こ
れ
ま
で
に
、『
神
宮
皇
學
館
五
十
年
史
』（
昭
和
７
年
）・『
神
宮
皇
學
館
創
立
六
十

周
年
記
念
誌
』（
昭
和
17
年
）・『
創
立
九
十
年
・
再
興
十
年　

皇
學
館
大
學
史
』（
昭
和
47
年
）・

『
皇
學
館
大
學
百
年
小
史
』（
昭
和
57
年
）・『
皇
學
館
高
校
三
十
周
年
記
念
誌
』（
平
成
５
年
）・

『
皇
學
館
中
学
校
二
十
年
記
念
誌
』（
平
成
10
年
）・『
皇
學
館
百
二
十
周
年
記
念
誌
』（
平
成
14
年
）

と
い
っ
た
史
誌
が
編
ま
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
書
き
継
ぎ
、
よ
り
詳
細

か
つ
広
範
な
大
学
史
・
学
園
史
が
期
待
さ
れ
た
。
組
織
と
し
て
も
、
百
周
年
に
際
し
て
史
料
編
纂

所
に
大
学
史
編
纂
室
、
ま
た
百
二
十
周
年
の
際
に
は
法
人
本
部
に
記
念
誌
編
纂
室
が
設
置
さ
れ

た
が
、
い
ず
れ
も
専
任
室
員
は
置
か
れ
ず
、
平
成
16
年
４
月
か
ら
館
史
編
纂
室
に
専
任
１
名
が

配
置
さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

平
成
15
年
５
月
の
館
史
編
纂
開
始
以
来
、
関
係
史
資
料
の
蒐
集
整
理
を
進
め
、
平
成
17
年
度
か

ら
は
そ
の
中
間
報
告
の
意
味
で
毎
秋
年
１
回
資
料
展
を
開
催
（
平
成
23
年
ま
で
）。
ま
た
、
皇
學

館
史
資
料
の
復
刻
な
ど
も
行
っ
た
。
我
が
国
に
お
け
る
大
学
史
・
学
校
史
の
編
纂
刊
行
の
実
態
、

内
容
と
水
準
を
知
る
た
め
、
他
大
学
の
年
史
・
記
念
誌
の
蒐
集
に
も
つ
と
め
た
。
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平
成
24
年
４
月
、
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
式
典
に
あ
わ
せ
、『
皇
學
館
大
學

百
三
十
年
史
』
の
第
一
冊
目
と
な
る
「
総
説
篇
」
を
刊
行
。
続
い
て
同
年
度
末
に
は
「
資
料
篇
一
」、

翌
25
年
度
末
に
は
「
資
料
篇
二
」「
資
料
篇
三
」
を
刊
行
し
た
。

　

た
だ
し
、
当
初
は
「
総
説
篇
」「
各
説
篇
」「
資
料
篇
」「
年
表
篇
」「
写
真
篇
」
の
五
部
構
成

を
計
画
し
た
が
、
周
年
事
業
の
期
間
内
（
平
成
25
年
度
ま
で
）
に
「
各
説
篇
」「
年
表
篇
」「
写

真
篇
」
は
刊
行
に
至
ら
ず
、「
各
説
篇
」
は
刊
行
を
断
念
。
館
史
編
纂
室
は
平
成
25
年
度
末
を

も
っ
て
廃
止
と
な
り
、
26
年
４
月
よ
り
館
史
関
係
資
料
は
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の
所
管
と
し

た
。
館
史
編
纂
委
員
会
は
存
続
し
て
引
き
続
き
「
年
表
篇
・
写
真
篇
」
刊
行
の
準
備
を
進
め
、
平

成
26
年
12
月
に
刊
行
し
全
５
冊
完
結
。
こ
れ
を
も
っ
て
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
の
館
史
編
纂
事
業
は
終
了
し
た
。

　

平
成
26
年
度
以
降
は
資
料
収
集
と
調
査
を
継
続
し
、
目
録
の
電
子
化
を
進
め
た
。

　

ま
た
、『
皇
學
館
大
学
百
四
十
周
年
記
念
誌　

飛
躍
と
発
展
の
十
年
』
を
、
令
和
４
年
３
月
に

刊
行
し
た
。

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

以
上
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
こ
れ
ら
四
機
関
は
、
い
ず
れ
も
大
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興

五
十
周
年
記
念
事
業
に
お
い
て
、
一
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
本
学
で
は
、
次

の
周
年
事
業
に
向
け
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
も
と
、
取
り
組
む
べ
き
研
究
分
野
に
研
究
資
源
を
集

中
さ
せ
る
べ
く
、
全
学
的
な
観
点
か
ら
、
附
置
研
究
機
関
等
の
新
た
な
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
ま
ず
神
道
研
究
所
・
史
料
編
纂
所
そ
し
て
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
の
三
機
関
が
担
っ

て
き
た
研
究
機
能
を
集
約
す
る
必
要
性
が
要
請
さ
れ
、
冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
25
年
、
当

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
規
程
第
６
条
に
、「
神
道
研
究
所
は
、
神
道
に
関
す
る

高
度
の
研
究
を
行
い
、
後
進
研
究
者
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
研
究
成
果
を
も
っ
て
斯
界
の

発
展
興
隆
に
寄
与
す
る
」
と
謳
わ
れ
、
同
第
７
条
に
、「
史
料
編
纂
所
は
、
わ
が
国
の
歴
史
と
文

化
を
究
明
す
る
た
め
、
こ
れ
に
必
要
な
史
料
の
蒐
集
、
研
究
及
び
編
纂
を
行
い
、
も
っ
て
斯
学
の

発
展
興
隆
に
寄
与
す
る
」
と
あ
り
、
同
第
８
条
に
「
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
は
、
神
道
に
関
す
る

資
料
を
主
体
と
し
、
併
せ
て
伊
勢
を
中
心
と
す
る
郷
土
資
料
の
調
査
研
究
、
収
集
、
保
管
、
展
示
、

公
開
等
を
行
う
」と
謳
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
セ
ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ
た
と
は
言
え
、
こ
れ
ら
三
機

関
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
従
来
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
18
歳
人
口
の
減
少
等
に
起
因
す
る
大

学
経
営
環
境
の
危
機
は
、
本
学
に
と
っ
て
も
決
し
て
無
縁
と
は
言
え
ず
、
科
研
費
を
は
じ
め
と
す

る
外
部
資
金
の
導
入
は
、
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
と
言
え
る
。
ま
た
本
学
も
、
文
学
部
の
み
の
単
科

大
学
で
あ
っ
た
時
代
と
異
な
り
、
新
た
に
教
育
学
部
・
現
代
日
本
社
会
学
部
が
設
置
さ
れ
、
文
学
部

内
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
が
増
設
さ
れ
て
学
問
領
域
が
広
が
り
、「
神
道
」
や
「
史
料
」

な
ど
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
み
で
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
組
織
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

　

そ
こ
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
如
上
三
機
関
の
研
究
機
能
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、
従
来
の
大
学

研
究
委
員
会
機
能
を
も
継
承
つ
つ
、
科
研
費
を
は
じ
め
と
す
競
争
的
外
部
資
金
の
獲
得
を
組
織
的

に
支
援
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
学
問
領
域
に
亘
る
本
学
教
員
の
研
究
開
発
推
進
を
実
現
す
る
こ
と

と
し
た
。
そ
し
て
更
に
平
成
26
年
４
月
、
館
史
関
係
業
務
も
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と

し
て
集
約
さ
れ
た
。
以
上
が
当
セ
ン
タ
ー
設
置
の
経
緯
で
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
使
命
で
あ
る
。

２　

機
関
年
表

昭
和
48
年
４
月　

皇
學
館
大
學
文
学
部
附
属
研
究
機
関
と
し
て
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
を
設
立

（
本
館
〈
一
号
館
〉
二
階
）。
西
山
徳
教
授
、
初
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

昭
和
50
年
４
月　

久
保
田
収
教
授
、二
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。
神
道
研
究
所
共
同
研
究
と
し

て
「
大
嘗
祭
」を
取
り
上
げ
る
。
神
道
研
究
所
、短
大
校
舎（
現
二
号
館
）一
階
に
移
転
。

皇
學
館
大
學
文
学
部
国
史
学
科
附
設
史
料
編
纂
室
を
発
足
。

　
　
　
　

７
月　
『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
』
創
刊
（
平
成
26
年
第
八
六
号
終
刊
）。

昭
和
51
年
１
月　

久
保
田
収
教
授
逝
去
の
た
め
、
西
山
徳
教
授
、
三
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。
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昭
和
52
年
４
月　

岡
田
重
精
教
授
、
四
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　

11
月　

第
一
回
神
道
研
究
所
公
開
学
術
講
演
会
開
催
（
以
後
毎
年
開
催
）。

　
　
　
　
　
　
　

岡
田
米
夫
氏
所
蔵
資
料
が
寄
贈
さ
れ
る
。

昭
和
53
年
４
月　

神
道
研
究
所
論
文
集
『
大
嘗
祭
の
研
究
』
刊
行
（
本
学
出
版
部
）。

　
　
　
　
　
　
　

神
道
研
究
所
、
本
学
附
置
研
究
機
関
に
昇
格
。
神
道
研
究
所
に
第
一
部
門
神
道

思
想
、
第
二
部
門
祭
祀
・
制
度
、
第
三
部
門
政
教
、
第
四
部
門
宗
教
・
民
俗
、

第
五
部
門
文
芸
の
５
部
門
を
立
て
、
専
任
所
員
を
置
く
。
神
道
研
究
所
、
祭
式

道
場
内
に
移
転
。

　
　
　
　
　
　
　

皇
學
館
大
學
附
置
研
究
所
と
し
て
皇
學
館
大
學
史
料
編
纂
所
を
設
立
。
７
部

門
構
成
。

　
　
　
　
　
　
　

田
中
卓
教
授
、
初
代
史
料
編
纂
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　

６
月　
『
皇
學
館
大
學
史
料
編
纂
所
所
報　

史
料
』
創
刊
。

昭
和
54
年
３
月　
『
岡
田
米
夫
氏
寄
贈
図
書
資
料
目
録
』
刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

谷
省
吾
教
授
、
五
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

西
川
順
土
教
授
、
二
代
史
料
編
纂
所
所
長
に
就
任
。

昭
和
55
年
６
月　
『
資
料
叢
書
』
第
一
輯
（『
神
宮
御
師
資
料
』
内
宮
篇
）
刊
行
。

昭
和
56
年
３
月　
『
神
道
書
目
叢
刊
』
創
刊
。

　
　
　
　

４
月　

神
道
研
究
所
、
研
究
生
受
入
れ
開
始
。

昭
和
57
年
４
月　

史
料
編
纂
所
、
三
号
館
（
研
究
室
棟
）
四
階
に
所
長
室
・
研
究
室
・
事
務
室
・

書
庫
の
４
室
が
認
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

史
料
編
纂
所
、
香
川
敬
三
伯
爵
関
係
文
書
（
未
公
開
文
書
、
約
一
万
三
千
点
）

を
借
用
（
平
成
30
年
に
返
却
）
。

　
　
　
　
　
　
　
『
資
料
叢
書
』
第
二
輯
（『
神
宮
御
師
資
料
』
外
宮
篇
一
）
刊
行
。

昭
和
58
年
４
月　

史
料
編
纂
所
３
部
門
構
成
に
再
整
備
。

　
　
　
　
　
　
　

神
道
研
究
所
、
三
号
館
四
階
に
移
転
。

昭
和
59
年
２
月　
『
資
料
叢
書
』
第
三
輯
（『
神
宮
御
師
資
料
』
外
宮
篇
二
）
刊
行
。

　
　
　
　

９
月　

史
料
編
纂
所
に
皇
學
館
大
學
大
学
史
編
纂
室
が
併
設
。

昭
和
60
年
３
月　
『
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
紀
要
』
を
創
刊
（
平
成
26
年
第
三
〇
輯
終
刊
）。

　
　
　
　

12
月　
『
資
料
叢
書
』
第
四
輯
（『
神
宮
御
師
資
料
』
外
宮
篇
三
）
刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

西
宮
一
民
教
授
、
六
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

史
料
編
纂
所
に
鈴
木
敏
雄
氏
遺
稿
資
料
が
一
括
寄
贈
さ
れ
る
。

昭
和
61
年
３
月　
『
資
料
叢
書
』
第
五
輯
（『
神
宮
御
師
資
料
』
外
宮
篇
四
）
刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
『
東
大
寺
要
録
編
年
索
引
』
刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

西
山
徳
教
授
、
三
代
史
料
編
纂
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

史
料
編
纂
所
に
第
四
部
門「
考
古
資
料
」増
設
さ
れ
、現
在
の
４
部
門
制
が
確
立
。

　
　
　
　

７
月　

神
道
博
物
館
「
千
束
屋
資
料
の
寄
託
並
び
に
寄
贈
に
関
す
る
覚
書
」
に
よ
り
千

束
屋
資
料
が
寄
託
さ
れ
る
。

昭
和
62
年
３
月　

史
料
編
纂
所
か
ら
皇
學
館
大
學
大
学
史
編
纂
室
が
外
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
一
巻　

刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

真
弓
常
忠
教
授
、
七
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

藤
本
利
治
教
授
、
四
代
史
料
編
纂
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　

５
月　

神
宮
司
庁
よ
り
皇
學
館
大
學
神
道
博
物
館
建
設
地
借
用
を
許
可
さ
れ
る
。

　
　
　
　

７
月　

皇
學
館
大
學
神
道
博
物
館
建
設
地
地
鎮
祭
を
斎
行
。

昭
和
63
年
３
月　
『
神
道
資
料
叢
刊
』
創
刊
。

　
　
　
　
　
　
　
『
資
料
叢
書
』
第
六
輯
（『
神
宮
御
師
資
料
』
六
）
刊
行
。

　
　
　
　

６
月　

大
学
附
属
資
料
館
発
足
準
備
委
員
会
を
結
成
。

　
　
　
　

７
月　

皇
學
館
大
學
神
道
博
物
館
建
設
竣
工
祭
を
斎
行
。

　
　
　
　

10
月　

神
道
研
究
所
、
神
道
博
物
館
内
に
移
転
。

　
　
　
　

11
月　

柳
家
所
蔵
図
書
寄
贈
。『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
』
第
三
四
号
に
「
柳

家
寄
贈
図
書
分
類
目
録｣

を
掲
載
。



－ 11 －

平
成
元
年
２
月　

史
料
編
纂
所
に
研
究
室
・
資
料
整
理
室
・
書
庫
が
増
室
。

　
　
　
　

３
月　
『
創
設
十
周
年
記
念
皇
學
館
大
學
史
料
編
纂
所
論
集
』
刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

粕
谷
興
紀
教
授
、
八
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

皇
學
館
大
學
神
道
博
物
館
設
立
。

　
　
　
　
　
　
　

谷
省
吾
学
長
、
皇
學
館
大
學
神
道
博
物
館
初
代
館
長
に
就
任
。

　
　
　
　

６
月　

神
道
研
究
所
論
文
集
『
続
大
嘗
祭
の
研
究
』
刊
行
（
本
学
出
版
部
）。

　
　
　
　

12
月　
『
皇
學
館
大
學
神
道
博
物
館
館
報
』
を
創
刊
（
平
成
26
年
第
二
四
号
終
刊
）。

平
成
２
年
３
月　
『
公
卿
補
任
年
紀
編
年
索
引
』
刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
『
千
束
屋
資
料
調
査
報
』
刊
行
（
平
成
８
年
終
刊
）。

　
　
　
　

４
月　

皇
學
館
大
學
神
道
博
物
館
改
修
工
事
を
実
施
す
る
。

平
成
３
年
３
月　
『
鈴
木
敏
雄
氏
遺
稿
旧
蔵
資
料
目
録　

正
編
』
刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

岡
田
重
精
教
授
、
九
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

稲
垣
晋
也
教
授
、
五
代
史
料
編
纂
所
所
長
に
就
任
。

平
成
４
年
３
月　
『
史
料
』
一
～
一
〇
〇
号
復
刻
版
を
刊
行
。

　
　
　
　

10
月　

皇
學
館
大
學
創
立
百
十
周
年
・
再
興
三
十
周
年
記
念
事
業
皇
學
館
大
學
神
道
博

物
館
開
館
式
典
を
開
催
。

　
　
　
　

11
月　

皇
學
館
大
學
神
道
博
物
館
一
般
公
開
が
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　

原
田
敏
明
氏
旧
蔵
図
書
・
資
料
が
寄
贈
さ
れ
る
。

平
成
５
年
４
月　

伴
五
十
嗣
郎
教
授
、
十
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
寛
教
授
、
六
代
史
料
編
纂
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

史
料
編
纂
所
公
開
講
演
会
が
始
ま
る
（
以
後
不
定
期
に
開
催
）。

　
　
　
　

５
月　

神
道
博
物
館
教
養
講
座
を
開
催
（
以
後
毎
年
、
年
４
回
開
催
）。

　
　
　
　

７
月　

史
料
編
纂
所
公
開
講
座
が
始
ま
る
（
以
後
毎
年
開
催
）。

平
成
６
年
３
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
二
巻　

刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
『
鈴
木
敏
雄
氏
遺
稿
旧
蔵
資
料
目
録　

続
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
ガ
ラ
ス
乾
板
目
録
・
正
続
索
引
―
』
刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

奥
野
純
一
教
授
、
十
一
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

第
一
回
史
料
編
纂
所
、
史
料
展
を
開
催
。

平
成
７
年
３
月　

第
一
回
神
道
研
究
所
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
（
以
後
毎
年
開
催
）。

　
　
　
　
　
　
　
『
神
宮
皇
學
館
及
び
神
宮
皇
學
館
大
學
発
行
雑
誌
類
所
収
の
学
術
論
文
目
録
』

刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

櫻
井
治
男
教
授
、
十
二
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

宗
林
正
人
教
授
、
二
代
神
道
博
物
館
館
長
に
就
任
。

　
　
　
　

６
月　

神
道
博
物
館
に
て
、
第
一
回
春
季
特
別
陳
列
「
本
居
宣
長
と
そ
の
門
流
」
開
催
。

　
　
　
　

７
月　

神
道
博
物
館
夏
休
み
親
子
教
室
を
開
催
（
以
後
毎
年
、
年
２
回
開
催
）。

平
成
８
年
３
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
三
巻　

刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

惠
良
宏
教
授
、
七
代
史
料
編
纂
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　

10
月　

神
道
博
物
館
に
て
、
第
二
回
秋
季
特
別
陳
列
「
中
世
古
文
書
の
世
界
」
開
催
。

平
成
９
年
４
月　

清
水
潔
教
授
、
十
三
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

伴
五
十
嗣
郎
教
授
、
三
代
神
道
博
物
館
館
長
に
就
任
。

　
　
　
　

７
月　

夏
休
み
親
子
教
室
が
神
宮
徴
古
館
農
業
館
と
共
催
と
な
る
。

　
　
　
　

９
月　
『
原
田
敏
明
先
生
旧
蔵
毎
文
社
文
庫
目
録
』
刊
行
。

　
　
　
　

10
月　

神
道
博
物
館
に
て
、
第
三
回
秋
季
特
別
陳
列
「
澤
瀉
久
孝
文
庫
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　

―
萬
葉
研
究
の
軌
跡
―
」
開
催
。

平
成
10
年
２
月　
『
資
料
叢
書
』
第
七
輯
（『
神
宮
御
師
資
料
』
福
嶋
御
塩
焼
大
夫
文
書
）
刊
行
。

　
　
　
　

７
月　
『
史
料
』
一
〇
一
～
一
五
〇
号
復
刻
版　

刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
『
史
料
』
増
大
号　

刊
行
。

　
　
　
　

12
月　

神
道
研
究
所
、
中
国
浙
江
大
学
日
本
文
化
研
究
所
と
学
術
交
流
協
議
書
を
締
結

（
平
成
15
年
３
月
迄
）。

平
成
11
年
４
月　

島
原
泰
雄
教
授
、
八
代
史
料
編
纂
所
所
長
に
就
任
。
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史
料
編
纂
所
、
中
国
政
法
大
学
法
律
戸
籍
整
理
研
究
所
と
の
共
同
研
究
『
日
中

律
令
制
の
比
較
研
究
』
開
始
。
北
京
に
て
開
催
さ
れ
た
同
大
学
同
研
究
所｢

内

外
学
者
交
流
座
談
会｣

に
て
研
究
発
表
を
行
う
。

鈴
木
敏
雄
氏
旧
蔵
資
料
中
、「
桑
名
郡
多
度
町
柚
井
遺
跡
出
土　

木
簡
」
が
三

重
県
指
定
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）
に
指
定
さ
れ
る
。

平
成
12
年
６
月　

神
道
博
物
館
に
て
、
第
四
回
春
季
特
別
陳
列
「
神
道
の
典
籍
と
古
文
書
」
開
催
。

　
　
　
　

10
月　

史
料
編
纂
所
に
、
中
国
政
法
大
学
法
律
戸
籍
整
理
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
５
名
を

迎
え
、
日
中
法
制
史
を
テ
ー
マ
に
第
一
回
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
（
平
成

16
年
度
ま
で
両
研
究
機
関
に
て
交
互
に
開
催
）。

　
　
　
　
　
　
　

史
料
編
纂
所
「
古
文
書
を
読
も
う
！
」
が
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　

史
料
編
纂
所
公
開
講
演
会
「
考
古
学
こ
の
一
年
」
が
始
ま
る
（
平
成
16
年
ま
で
開
催
）。

　
　
　
　
　
　
　

神
道
博
物
館
に
て
、
第
五
回
秋
季
特
別
陳
列
「
澤
瀉
久
孝
文
庫
展
―
萬
葉
集
研

究
の
軌
跡
―
」
開
催
。

平
成
13
年
３
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
四
巻　

刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

井
後
政
晏
教
授
、
十
四
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

深
津
睦
夫
教
授
、
四
代
神
道
博
物
館
館
長
に
就
任
。

平
成
14
年
１
月　

史
料
編
纂
所
、
敷
田
年
治
翁
百
年
祭
式
典
・
記
念
講
演
「
敷
田
年
治
―
そ
の
人

と
学
問
―
」
開
催
。

　
　
　
　
　
　
　
『
増
補
桃
垣
葉
』
刊
行
。

　
　
　
　

３
月　

史
料
編
纂
所
、
御
師
廃
絶
百
三
十
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
伊
勢
の
町
と
御
師

―
伊
勢
参
宮
を
支
え
た
力
―
」
（
本
学
・
伊
勢
市
・
伊
勢
市
教
育
委
員
会
共

催
）
開
催
。

　
　
　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
集
『
伊
勢
の
町
と
御
師
―
伊
勢
参
宮
を
支
え
た
力
―
』

刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　

神
道
博
物
館
に
て
、
第
六
回
特
別
陳
列
「
御
師
と
伊
勢
講
―
伊
勢
参
宮
の
諸

相
―
」
開
催
。

　
　
　
　

４
月　

京
都
女
子
大
学
教
授
稲
本
紀
昭
氏
を
史
料
編
纂
所
研
究
員
と
し
て
受
入
れ
。

　
　
　
　

10
月　

神
道
博
物
館
に
て
、
第
七
回
特
別
陳
列
「
皇
學
館
大
学
の
名
品
―
開
学
百
二
十

周
年
記
念
特
別
陳
列
―
」
開
催
。

平
成
15
年
４
月　

清
水
潔
教
授
、
九
代
史
料
編
纂
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

皇
學
館
大
學
神
道
博
物
館
よ
り
皇
學
館
大
学 

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
改
名
。

　
　
　
　
　
　
　

法
人
本
部
に
皇
學
館
史
料
編
纂
委
員
会
を
設
置
。

　
　
　
　

５
月　

渡
辺
寛
教
授
、
館
史
編
纂
委
員
長
に
就
任
。

　
　
　
　

11
月　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
、
第
八
回
特
別
陳
列
「
千
束
屋
の
歌
舞
伎
衣
裳
と

そ
の
意
匠
Ⅰ　

―
女
方
衣
裳
に
織
り
込
ま
れ
た
美
意
識
―
」
開
催
。

　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
学
舎
図
書
館
内
に
館
史
編
纂
室
を
開
設
（
組
織
と
し
て
は
４
月
発
足
）。

　
　
　
　
　
　
　

吉
﨑
久
図
書
課
長
、
館
史
編
纂
室
室
長
に
就
任
。

平
成
16
年
３
月　
『
原
田
敏
明
毎
文
社
文
庫
蔵
書
目
録
』
刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
五
巻　

刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

渡
辺
寛
教
授
（
館
史
編
纂
委
員
長
）、
館
史
編
纂
室
室
長
に
就
任
。
ま
た
、
館

史
編
纂
室
に
専
任
室
員
を
置
く
。

　
　
　
　

６
月　
『
原
田
敏
明
毎
文
社
文
庫
写
真
目
録
』
刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
』
第
六
七
号
に
「
原
田
敏
明
毎
文
社
文
庫
研

究
調
査
資
料
目
録
」
を
掲
載
。

　
　
　
　

11
月　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
、
第
九
回
特
別
陳
列
「
千
束
屋
の
歌
舞
伎
衣
裳
と

そ
の
意
匠
Ⅱ　

―
立
役
衣
裳
に
織
り
込
ま
れ
た
伊
達
と
粋
―
」
開
催
。

　
　
　
　

12
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
六
巻　

刊
行
。

平
成
17
年
３
月　
『
皇
學
館
大
学
所
蔵
大
学
史
目
録
』
刊
行
。（
平
成
19
年
３
月
、
増
訂
版
刊
行
。）

　
　
　
　

４
月　

安
江
和
宣
教
授
、
十
五
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

上
野
秀
治
教
授
、
十
代
史
料
編
纂
所
所
長
に
就
任
。



－ 13 －

　
　
　
　
　
　
　

島
原
泰
雄
教
授
、
五
代
神
道
博
物
館
館
長
に
就
任
。

　
　
　
　

10
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
七
巻　

刊
行
。

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
、
博
物
館
学
芸
員
課
程
４
回
生
卒
業
展
示
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
、
史
料
編
纂
所
特
別
展
示
会
「
香
川
敬
三
関
係
資
料

の
世
界
―
明
治
皇
族
と
元
勲
の
筆
蹟
―
」
開
催
。

　
　
　
　
　
　
　

館
史
編
纂
室
、
第
一
回
資
料
展
を
開
催
。（
以
後
、
平
成
23
年
ま
で
年
１
回
開
催
。

開
催
に
合
わ
せ
て
資
料
集
を
刊
行
。）

平
成
18
年
３
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
八
巻　

刊
行
。

平
成
19
年
３
月　
『
原
田
敏
明
毎
文
社
文
庫
写
真
資
料
目
録
』
刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
九
（
上
）
巻　

刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
千
束
屋
資
料
が
寄
贈
さ
れ
る
。

　
　
　
　

12
月　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
、
史
料
編
纂
所
資
料
展
示
「
福
富
家
文
書
展
」
開
催
。

　
　
　
　
　
　
　

図
録
『
福
富
家
文
書
』
刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　

皇
學
館
大
学
史
學
會
共
催
公
開
講
座
を
開
催
。

　
　
　
　
　
　
　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
九
（
下
）
巻　

刊
行
。

平
成
20
年
８
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
十
（
上
）
巻　

刊
行
。

　
　
　
　

12
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
十
（
下
）
巻　

刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
、
特
別
展
「
伊
勢
の
歌
舞
伎
と
千
束
屋
」
開
催
。

　
　
　
　
　
　
　

特
別
展
図
録
『
伊
勢
の
歌
舞
伎
と
千
束
屋
』
刊
行
。

平
成
21
年
４
月　

白
山
芳
太
郎
教
授
、
十
六
代
神
道
研
究
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

岡
田
登
教
授
、
十
一
代
史
料
編
纂
所
所
長
に
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

岡
野
友
彦
教
授
、
六
代
神
道
博
物
館
館
長
に
就
任
。

　
　
　
　

５
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
十
一
巻　

刊
行
。

　
　
　
　

９
月　
『
神
路
』
第
一
号
～
第
十
五
号
（
復
刻
版
）
刊
行
。

　
　
　
　

11
月　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
、
平
成
21
年
度
全
国
大
学
博
物
館
学
講
座
協
議
会

西
日
本
部
会
が
開
催
さ
れ
る
。

平
成
22
年
１
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
十
二
巻　

刊
行
。

　
　
　
　

３
月　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
小
原
家
文
庫
資
料
が
寄
贈
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
『
小
原
家
文
庫
資
料
目
録
』
刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
『
皇
學
館
大
学
所
蔵
学
校
史
誌
目
録
』刊
行
。（
平
成
26
年
２
月
、増
訂
版
刊
行
。）

　
　
　
　

５
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
十
三
巻　

刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　

日
本
博
物
館
協
会
近
畿
支
部
支
部
長
館
と
し
て
総
会
を
開
催
す
る
。

平
成
23
年
３
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
十
四
巻　

刊
行
。

　
　
　
　

９
月　

日
本
博
物
館
協
会
近
畿
支
部
幹
事
館
と
し
て
役
員
会
及
び
研
修
会
を
開
催
す
る
。

　
　
　
　

10
月　
『
増
補　

朝
彦
親
王
景
仰
録
』
刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　

本
学
に
て
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
二
〇
一
一
年
度
総
会
な
ら
び
に
全
国
研
究

会
が
開
催
さ
れ
る
。

平
成
24
年
３
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
十
五
巻　

刊
行
。

　
　
　
　

４
月　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
皇
學
館
大
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年

記
念
特
別
展
「
神
社
名
宝
展
―
参
り
・
祈
り
・
奉
る
―
」
開
催
。

　
　
　
　
　
　
　

皇
學
館
大
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
特
別
展
図
録
『
神
社
名

宝
展
―
参
り
・
祈
り
・
奉
る
―
』
刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史
』
総
説
篇　

刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　

皇
學
館
大
學
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
展
示
「
神
宮
皇
學
館
・

神
宮
皇
學
館
大
學
・
皇
學
館
大
学
の
軌
跡
―
明
治
十
五
年
～
平
成
二
十
四

年
―
」
開
催
。

　
　
　
　

６
月　

本
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
の
記
念
学
術
研
究
『
訓
讀
註
釋　

儀

式　

踐
祚
大
嘗
祭
儀
』
刊
行
（
思
文
閣
出
版
）。

　
　
　
　

７
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
十
六
巻　

刊
行
。

平
成
25
年
１
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
十
七
巻　

刊
行
。
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３
月　
『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史
』
資
料
篇
一　

刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

岡
野
友
彦
教
授
、
初
代
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
。

　
　
　
　

７
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
十
八
巻　

刊
行
。

　
　
　
　

10
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
十
九
巻　

刊
行
。

　
　
　
　

12
月　
『
久
邇
親
王
行
実
』
刊
行
。

平
成
26
年
３
月　
『
続
日
本
紀
史
料
』
第
二
十
巻　

刊
行
（
全
巻
完
結
）。

　
　
　
　
　
　
　
『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史
』
資
料
篇
二
・
三　

刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　

館
史
編
纂
室
廃
止
。

　
　
　
　

12
月　
『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史
』
年
表
篇
・
写
真
篇　

刊
行
（
全
５
冊
完
結
）。

　
　
　
　
　
　
　

館
史
編
纂
委
員
会
廃
止
。
館
史
編
纂
業
務
は
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
継
承
。

平
成
29
年
３
月　
『
資
料
叢
書
』
第
八
輯
（『
神
宮
御
師
資
料
』
八
幡
朝
見
神
社
所
蔵
福
嶋
御
塩
焼

大
夫
文
書
）
刊
行
。

　
　
　
　

４
月　

大
島
信
生
教
授
、
二
代
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
長
・
七
代
神
道
博
物
館
館
長

に
就
任
。

平
成
30
年
３
月　
『
資
料
叢
書
』
第
二
輯
（『
神
宮
御
師
資
料
』
外
宮
篇
一
）
改
版
刊
行
。

令
和
元
年
５
月　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
、
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
特
別
展
「
即
位
礼
と
大

嘗
祭
」
開
催
。

　
　
　
　
　
　
　

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
特
別
展
図
録
『
即
位
礼
と
大
嘗
祭
』
刊
行
。

令
和
２
年
５
月　
『
資
料
叢
書
』
第
九
輯
（『
神
宮
御
師
資
料
』
福
島
信
悟
家
所
蔵
文
書
）
刊
行
。

令
和
４
年
３
月　
『
皇
學
館
大
学
百
四
十
周
年
記
念
誌　

飛
躍
と
発
展
の
十
年
』
刊
行
。

令
和
４
年
４
月　
『
皇
學
館
大
学
創
立
140
周
年
・
再
興
60
周
年
記
念　

伊
勢
と
皇
學
館
の
140
年
』

刊
行
。

令
和
４
年
５
月　

皇
學
館
大
学
創
立
140
周
年
・
再
興
60
周
年
記
念
展
示
「
伊
勢
と
皇
學
館
の

百
四
十
年
』
開
催
。

３　

組
織
・
施
設

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の
目
的
と
運
用

　

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来
皇
學
館
大
学
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
、
三
附
置
機
関
で
あ

る
神
道
研
究
所
・
史
料
編
纂
所
・
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
を
一
元
的
に
運
営
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。
本
セ
ン
タ
ー
は
附
置
研
究
機
関
等

に
お
け
る
全
学
的
な
研
究
計
画
を
立
案
、
推
進
し
、
研
究
展
開
及
び
成
果
の
発
信
を
行
う
。

　

ま
た
、
社
会
か
ら
本
学
に
期
待
さ
れ
て
い
る
新
た
な
研
究
教
育
機
能
を
果
た
し
、
同
時
に
本
学

の
建
学
の
精
神
を
闡
明
・
具
現
化
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
強
固
な
も
の
に
す
る
責
務
を
負
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
活
動
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
教
学
運
営
会
議
及
び
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
部
門
調
整
会

議
の
議
決
に
基
づ
き
、
資
料
収
集
・
整
理
保
管
・
調
査
研
究
・
教
育
普
及
・
学
内
研
究
活
動
推
進

事
業
な
ど
の
各
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
館
蔵
資
料
の
展
示
公
開
に
つ
い
て
は
、
佐
川
記
念
神
道

博
物
館
に
て
開
催
す
る
。
な
お
、
資
料
の
寄
贈
・
購
入
・
寄
託
等
に
際
し
て
は
各
担
当
者
及
び
共

同
研
究
者
他
に
よ
り
検
討
す
る
。

組
織

　

本
セ
ン
タ
ー
に
は
神
道
研
究
所
・
史
料
編
纂
所
・
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
部
門
の
４
部
門
を
設
置
し
、
其
々
研
究
教
育
上
の
推
進
を
分
担
し
て
い
る
。
全
体
を
統
括
す
る

セ
ン
タ
ー
長
の
も
と
に
は
、
各
部
門
の
運
営
を
担
う
専
任
教
員
、
共
同
研
究
員
、
客
員
研
究
員
他

（
特
別
招
聘
教
授
、
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
、
研
究
補
助
員
、
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）、
事
務
担

当
で
組
織
し
、各
部
門
が
個
別
に
立
案
し
た
研
究
事
業
、教
育
普
及
他
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
の
展
示
に
つ
い
て
は
担
当
学
芸
員
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
セ

ン
タ
ー
の
事
務
に
つ
い
て
は
大
学
総
務
部
の
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
担
当
が
所
管
し
て
い
る
。



－ 15 －

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
施
設

　

専
用
施
設
と
し
て
は
、
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
全
館
及
び
本
学
３
号
館
４
階
史
料
編
纂
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
１
階
九
七
〇
・
〇
五
㎡
（
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
長
室　

四
三
・
〇
㎡
、
事
務
室　

五
九
・
〇
㎡
、
閲
覧
室　

四
三
・
〇
㎡
、
書
庫

六
八
・
〇
㎡
、
共
同
研
究
室　

四
三
・
〇
㎡
、
個
人
研
究
室
１　

一
九
・
〇
㎡
、
個
人
研
究
室
２

一
九
・
〇
㎡
、
個
人
研
究
室
３　

一
九
・
〇
㎡
、
個
人
研
究
室
４　

一
九
・
〇
㎡
、
会
議
室

五
三
・
〇
㎡
、
講
義
室　

八
五
・
〇
㎡
、
荷
解
室　

二
三
・
〇
㎡
、
電
気
室　

二
二
・
〇
㎡
、

貴
賓
室　
七
二
・
〇
㎡
、
湯
沸
室　

八
・
〇
㎡
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
他　
三
六
五
・
〇
五
㎡
、

そ
の
他　

一
〇
・
〇
㎡
）、
２
階
八
四
八
・
七
二
㎡
（
ロ
ビ
ー
展
示
室　

一
七
〇
・
〇
㎡
、
第

一
展
示
室　

一
七
〇
・
〇
㎡
、
第
二
展
示
室　

八
五
・
〇
㎡
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
及
び
廊
下  

一
四
五
・
〇
㎡
、
第
一
収
蔵
庫　

八
五
・
〇
㎡
、
第
二
収
蔵
庫　

六
二
・
〇
㎡
、
第
三
収
蔵
庫

（
本
収
蔵
庫
）　

一
二
八
・
〇
㎡
、
そ
の
他　

三
・
七
二
㎡
）、
３
号
館
４
階
史
料
編
纂
所
（
史

料
編
纂
所
事
務
室　

四
〇
・
〇
㎡
、
史
料
編
纂
所
書
庫
１　

四
〇
・
〇
㎡
、
史
料
編
纂
所
書
庫

２　

四
〇
・
〇
㎡
、
史
料
編
纂
所
整
理
室　

二
〇
・
〇
㎡
、
個
人
研
究
室
１　

二
〇
・
〇
㎡
、

個
人
研
究
室
２　

二
〇
・
〇
㎡
）
な
ど
が
あ
る
。
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人
員
構
成
（
令
和
４
年
度
）

　
セ
ン
タ
ー
教
職
員
名
簿

セ
ン
タ
ー
長 
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
島　

信
生
（
教
授
）

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
長

副
セ
ン
タ
ー
長　
　
　
　
　
　

佐
野　

真
人
（
准
教
授
）

神
道
研
究
所
担
当
教
員　
　
　

佐
野　

真
人
（
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
川　

哲
朗
（
助
教
）

史
料
編
纂
所
担
当
教
員　
　
　

荊
木　

美
行
（
教
授
）

佐
川
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
野　

綾
子
（
助
教
）

神
道
博
物
館
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

郁　

（
助
教
）

事
務
担
当　

事
務
長　
　
　
　

浅
井　

誠
司

　
　
　
　
　

事　

務　
　
　
　

大
谷　

千
帆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

明
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
森　

麻
衣

研
究
員
名
簿

《
神
道
研
究
所
》

　

第
一
部
門　

松
本　

丘　
　

（
教
授
）

　
　
　
　
　
　

松
下　

道
信　

（
教
授
）

　
　
　
　
　
　

新
田　

惠
三　

（
助
手
）

　

第
二
部
門　

加
茂　

正
典　

（
教
授
）

　
　
　
　
　
　

佐
野　

真
人　

（
准
教
授
）
※
専
任

　
　
　
　
　
　

塩
川　

哲
朗　

（
助
教
）
※
専
任

　
　
　
　
　
　

窪
寺　

恭
秀　

（
神
宮
主
事
）

　
　
　
　
　
　

西
本　

俊
一
朗
（
神
宮
宮
掌
）

山
口　

武
徳　

（
神
宮
宮
掌
）

堀
川　

秀
徳　

（
神
宮
宮
掌
）

𠮷
川　

竜
実　

（
神
宮
禰
宜
）

芝
本　

行
亮　

（
神
宮
宮
掌
）

山
田　

恭
大　

（
主
事
補
）

音
羽　

悟　
　

（
神
宮
主
事
）

神
田　

直
久　

（
出
雲
神
社
禰
宜
・
元
神
宮
宮
掌
）

　

第
三
部
門　

新
田　

均　
　

（
教
授
）

富
永　

健　
　

（
教
授
）

髙
野　

裕
基　

（
助
教
）

　

第
四
部
門　

中
山　

郁　
　

（
教
授
）

橋
本　

雅
之　

（
教
授
）

板
井　

正
斉　

（
教
授
）

　

第
五
部
門　

大
島　

信
生　

（
教
授
）

深
津　

睦
夫　

（
教
授
）

齋
藤　

平　
　

（
教
授
）

田
中　

康
二　

（
教
授
）

《
史
料
編
纂
所
》

　

第
一
部
門　

荊
木　

美
行　

（
教
授
）
※
専
任

堀
越　

光
信

毛
利　

正
守　

（
本
学
元
教
授
）

　

第
二
部
門　

岡
野　

友
彦　

（
教
授
）

多
田　

實
道　

（
教
授
）

谷
戸　

佑
紀　

（
助
教
）

窪
寺　

恭
秀　

（
神
宮
主
事
）
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加
﨑　

千
恵　

（
本
学
元
職
員
）

小
林　

秀　
　

（
三
重
県
総
合
博
物
館
主
幹
兼
課
長
代
理
）

　

第
三
部
門　

田
浦　

雅
徳　

（
教
授
）

谷
口　

裕
信　

（
准
教
授
）

中
條　

敦
仁　

（
教
授
）

長
谷
川　

怜　

（
助
教
）

上
野　

秀
治　

（
本
学
名
誉
教
授
）

　

第
四
部
門　

荊
木　

美
行　

（
教
授
）
※
専
任

西
山　

祐
実　

（
あ
さ
け
プ
ラ
ザ
図
書
館
司
書
）

《
神
道
博
物
館
》浦

野　

綾
子　

（
助
教
）
※
専
任

小
林　

郁　
　

（
助
教
）
※
専
任

岡
田　

芳
幸　

（
本
学
元
教
授
）

部
門
調
整
員
名
簿大

島　

信
生　

（
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）

佐
野　

真
人　

（
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
）

荊
木　

美
行　

（
教
授
）

加
茂　

正
典　

（
教
授
）

河
野　

訓　
　

（
教
授
）

多
田　

實
道　

（
教
授
）

中
山　

郁　
　

（
教
授
）

新
田　

均　
　

（
教
授
）

松
本　

丘　
　

（
教
授
）

谷
口　

裕
信　

（
准
教
授
）

浦
野　

綾
子　

（
助
教
）

塩
川　

哲
朗　

（
助
教
）

小
林　

郁　
　

（
助
教
）

浅
井　

誠
司　

（
事
務
長
）

大
谷　

千
帆　

（
事
務
）

山
口　

明
美　

（
事
務
）
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２階
第１収蔵庫

第２収蔵庫
兼工作室

第３収蔵庫

ロビー
展示室

１階へ

EV

EV

中庭上部

第１展示室 第２展示室

１階
講義室

男 子
トイレ

女 子
トイレ 会議室

階段

多目的
トイレ

エントランスホール

神道研究所・
神道博物館

書　庫

研究室
佐　野

研究室
塩　川

研究室
小　林

研究室
浦　野

共　同
研究室

研究開発
推進センター

事務室

研究開発
推進センター
長室

閲覧室

貴賓室前室

湯沸室

トイレ

中　庭

資
料
室

佐川記念神道博物館（研究開発推進センター・神道研究所・神道博物館・館史担当）

３号館（史料編纂所）

学　生
部長室

史料編纂所
書庫（2）

神道学科
研 究 室
新田（惠）

コピー室E V男
子
ト
イ
レ

湯沸室

女
子
ト
イ
レ

文　学
部長室

大学院
研究室
（神）

＜341＞
大学院
演習室

研究室
（401）
板　井

研究室
（402）
河　野

史料編纂所
事　務　室

史　料
編纂所
研究室
（3）
荊　木

学　事
顧問室

史　料
編纂所
研究室
（1）

名　誉
教授室

史　料
編纂所
整理室

史料編纂所
書庫（１）

４階

3 号 館
外階段
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Ⅱ　

令
和
４
年
度
事
業
報
告

１　

研
究
推
進
事
業

（
１
）
活
動
報
告

　

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
究
倫
理
教
育
の
実
施
や
研
究
不
正
防
止
に
係
る
体
制

の
整
備
、
不
正
防
止
計
画
の
策
定
を
行
う
ほ
か
、
外
部
研
究
資
金
獲
得
に
向
け
た
研
究
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

Ａ　

研
究
倫
理
教
育
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育

　

当
年
度
着
任
教
員
及
び
大
学
院
入
学
生
に
は
、
年
度
始
め
に
本
学
作
成
の
研
究
倫
理
教
育

資
料
の
配
付
や
日
本
学
術
振
興
会
「
研
究
倫
理
ｅ

−

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
受
講
案
内
を
行
な
い
、

研
究
不
正
行
為
の
内
容
や
そ
の
防
止
に
つ
い
て
理
解
を
促
し
、
学
部
入
学
生
に
は
、
研
究
倫

理
教
育
資
料
を
配
付
し
、
本
学
に
お
け
る
研
究
活
動
上
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
公
的
研
究
費
の
使
用
に
係
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
等
の
実
施
計
画
や
不
正
防
止

計
画
を
策
定
し
、
教
授
会
に
お
い
て
教
員
及
び
公
的
研
究
費
の
運
営
・
管
理
に
係
る
事
務
職

員
に
周
知
し
た
。

①
大
学
院
入
学
生
を
対
象
と
し
た
修
学
指
導
に
お
い
て
研
究
活
動
の
不
正
防
止
に
つ
い
て
説

明
し
、
研
究
倫
理
教
育
ｅ

−
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
受
講
を
案
内
。（
４
月
５
日
）

②
当
年
度
着
任
教
職
員
を
対
象
と
し
た
初
任
者
研
修
に
お
い
て
研
究
支
援
と
研
究
不
正
の
防

止
に
つ
い
て
説
明
し
、
研
究
倫
理
教
育
ｅ

−

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
受
講
を
案
内
。（
４
月
８
日
）

③
令
和
４
年
度
研
究
不
正
防
止
計
画
及
び
公
的
研
究
費
の
使
用
に
係
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

教
育
・
研
究
倫
理
教
育
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
教
授
会
で
説
明
。（
７
月
13
日
）

④
研
究
不
正
に
係
る
取
組
み
（
管
理
責
任
体
制
、
研
究
倫
理
教
育
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
内
容
、

公
益
通
報
等
）
に
つ
い
て
、
教
授
会
で
説
明
。（
７
月
13
日
）

Ｂ　

研
究
支
援

　

外
部
研
究
資
金
獲
得
の
一
環
と
し
て
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
以
下
、「
科
研
費
」
と

い
う
。）
の
申
請
件
数
及
び
採
択
件
数
の
増
加
を
目
指
し
研
究
支
援
活
動
を
行
っ
た
。
学
内

の
科
研
費
採
択
経
験
教
員
に
よ
る
「
研
究
計
画
調
書
」
書
き
方
説
明
会
の
ほ
か
、
外
部
講
師

に
よ
る
申
請
書
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
採
択
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
受
託
研
究
・
共
同
研
究
を
推
進
す
る
た
め
、
研
究
シ
ー
ズ
を
作
成
し
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
等
、
外
部
団
体
へ
の
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

①
「
外
部
研
究
資
金
使
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
～
科
学
研
究
費
助
成
事
業
～
」
に
基
づ
く
、
公
的

研
究
費
使
用
説
明
会
を
実
施
。（
４
月
27
日　

欠
席
者
に
は
別
途
開
催
）

②
令
和
５
年
度
科
研
費
申
請
の
学
内
締
切
に
つ
い
て
説
明
。（
５
月
11
日
）

③
科
研
費
「
研
究
計
画
調
書
」
書
き
方
説
明
会
（
説
明
担
当
者
：
鵜
沼
憲
晴
教
授
・
川
村

一
代
准
教
授
・
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
担
当
者
）
を
実
施
。（
７
月
13
日
）

⑤
令
和
５
年
度
科
研
費
（
８
月
以
降
に
公
募
開
始
の
研
究
種
目
）
の
応
募
手
続
き
、
公
募
に

お
け
る
主
な
変
更
点
、
研
究
計
画
書
作
成
上
の
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
説
明
。

（
９
月
２
日
）

（
２
）
研
究
課
題

　

令
和
４
年
度
科
研
費
は
新
規
採
択
数
が
６
件
（
申
請
件
数
21
件
中
）
と
な
り
、
交
付
さ
れ

た
研
究
課
題
件
数
は
12
件
（
新
規
＋
継
続
）、
配
分
総
額
は
一
，一
三
一
万
円
で
あ
っ
た
。
な

お
、
令
和
５
年
度
科
研
費
の
申
請
件
数
は
15
件
で
あ
る
。

　

受
託
研
究
は
玉
城
町
よ
り
１
件
、
宿
田
曽
地
域
活
性
化
協
議
会
よ
り
１
件
受
け
、
学
内
研

究
費
は
特
別
研
究
費
が
３
件
、
特
別
研
究
設
備
費
が
１
件
、
出
版
助
成
金
が
２
件
採
択
さ

れ
た
。
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　 種  目 研究課題 研究代表者

新　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

規

令和 4 年度科研費
基盤研究（C）

古典籍の蒐集と書写を通してみた澤瀉久孝
「万葉学」形成過程の基礎的研究

文学部　教授
橋本　雅之

令和 4 年度科研費
基盤研究（C）

昭和十年代における「国学的なるもの」の
興隆と衰亡

文学部　教授
田中　康二

令和 4 年度科研費
基盤研究（C）

初級英語学習者の「対話能力」の評価　－
「面接型」テストと「対話型」テストの比
較－

文学部　准教授
川村　一代

令和 4 年度科研費
基盤研究（C）

後見支援員を活用した公的後見システムの
構築―意思決定権の保障に向けて―

現代日本社会学部
教授　鵜沼　憲晴

令和 4 年度科研費
若手研究

宴歌を対象とした平安期における社交詠の
研究

文学部　助教
吉井　祥

令和 4 年度科研費
研究活動スタート支援

昭和期における徳冨蘆花文学の受容と再創
造に関する研究

文学部　助教
平石　岳

継　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

続

平成 31 年度科研費
基盤研究（C）

神宮御師資料の新たな発見に伴う信仰の地
“伊勢”の総合的調査研究

研究開発推進センター
助教　小林　郁

令和 2 年度科研費
基盤研究（C）

中国近世期における道教内丹道の書誌学的
研究

文学部　教授
松下　道信

令和 3 年度科研費
基盤研究（C）

視線入力を活用した重度身体障害児者の遠
隔eSports参加による自己肯定感の向上

教育学部　教授
大杉　成喜

令和 3 年度科研費
基盤研究（C）

思春期の子どもの親に対する自己開示に関
する研究

教育学部　教授
渡邉　賢二

令和 3 年度科研費
基盤研究（C）

臨床判断能力を培うシュミレーション教育
の遠隔授業プログラムの構築

教育学部　准教授
小川　真由子

令和 3 年度科研費
基盤研究（C）

古代伊勢神宮に関する未公刊史料を活用し
た基礎的研究

研究開発推進センター
准教授　佐野　真人

Ａ　

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
／
科
学
研
究
費
補
助
金
）
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Ｂ　

受
託
研
究
・
共
同
研
究

Ｃ　

学
内
研
究
費
（
特
別
研
究
費
・
出
版
助
成
金
）

種  目 研究課題 研究代表者

継　
　
　
　

続

受託研究
＜契約先：宿田曽地域活性化協議会＞
地域活性化対策（住民向け活動計画策定）
支援業務

教育開発センター
准教授　池山　敦

受託研究
＜契約先：玉城町＞
玉城町明るい未来づくりに関する調査研究
業務

教育開発センター
准教授　池山　敦

種  目 研究課題 研究代表者

新　
　
　
　
　
　
　
　
　

規

特別研究費
生物のDNAに組み込まれたウイルス由来
の遺伝子発現を実感できる実験教材の開発

教育学部　教授
中松　豊

特別研究費
多変数量子パンルヴェ系の構築とタウ関数
の量子化

教育学部　助教
上野　祐一

特別研究費
高等学校生物基礎における免疫実験の教材
化

教育学部　助教
澤　友美

特別研究設備費
戦後における読書会の研究
―読書サークル・貸本屋・読書普及運動―

文学部　准教授
岡野　裕行

種  目 図書名　　（　）内は発行所 採択者

出版助成金
（単著）

『日本憲法の基本理念』
（嵯峨野書院）

現代日本社会学部
教授　富永　健

出版助成金
（単著）

『日本書紀の成立と史料性』
（燃焼社）

研究開発推進センター
教授　荊木　美行
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（
３
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
部
門

　

大
学
全
体
と
し
て
取
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
国
内
４
件
、
海
外
２
件
、
計
６
件
の

研
究
を
進
め
て
い
る
。

・
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
と
の
交
流
協
定
に
基
づ
く
共
同
研
究
（
東
ア
ジ
ア
の
宗
教

と
伝
統
文
化
研
究
）
に
つ
い
て
は
、
本
学
で
日
中
人
文
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
日
中
の
伝
統
文
化

と
相
互
交
流
」
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
令
和
５
年
度
に
延
期
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
英
国
ケ
ン
ト
大
学
と
の
共
同
研
究
（
日
英
文
化
比
較
共
同
研
究
）
に
つ
い
て
は
、
神
楽
、

祝
詞
、
法
楽
和
歌
、
伊
勢
新
名
所
絵
歌
合
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
劇
な
ど

に
関
す
る
内
容
を
学
際
的
に
考
え
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
令
和
４
年
10
月
23
～
25

日
に
行
っ
た
。

（
４
）
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

　
　

申
請
な
し
。

２　

神
道
研
究
所

（
１
）
研
究
報
告
・
研
究
会
報
告

Ａ　

総
合
研
究

①
神
宮
祭
祀
の
研
究
（
延
暦
儀
式
帳
の
研
究
）

・
延
暦
儀
式
帳
研
究
会
を
第
57
回
４
月
27
日
、
第
58
回
５
月
25
日
、
第
59
回
６
月
29
日
、
第

60
回
７
月
27
日
、
第
61
回
９
月
28
日
、
第
62
回
10
月
26
日
、
第
63
回
11
月
30
日
、
第
64
回

12
月
21
日
、
第
65
回
１
月
18
日
、
第
66
回
３
月
22
日
に
開
催
し
、
本
文
確
定
・
訓
読
文
・

注
解
の
草
稿
原
稿
作
成
を
進
め
た
。

・
整
理
し
た
第
62
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
記
録
写
真
を
も
と
に
、「
皇
太
神
宮
儀
式
帳
」
と
の
比

較
検
討
を
行
っ
た
（
注
解
の
草
稿
原
稿
に
反
映
し
た
）。

・
研
究
会
に
お
い
て
検
討
終
了
分
の
注
解
原
稿
の
補
訂
作
業
を
行
っ
た
。

・
「
延
暦
儀
式
帳
」
及
び
関
連
注
釈
書
に
つ
い
て
調
査
・
蒐
集
を
行
っ
た
。

・
「
延
暦
儀
式
帳
」
関
連
注
釈
書
の
翻
刻
・
刊
行
を
行
っ
た
。

〔
論
文
〕

・
佐
野
真
人
・
塩
川
哲
朗
『
伊
勢
神
宮
未
公
刊
資
料
集
（
文
献
篇
）』（
皇
學
館
大
学
佐
野
真

人
研
究
室
、
令
和
５
年
２
月
）

・
佐
野
真
人
「「
延
暦
儀
式
帳
講
案
」
覚
書
―
戦
前
期
の
儀
式
帳
研
究
の
一
断
片
」（『
皇
學

館
大
学
研
究
開
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
９
号
、
令
和
５
年
３
月
）

〔
口
頭
発
表
〕

・
佐
野
真
人
「『
延
暦
儀
式
帳
』
研
究
の
現
状
と
課
題
」（
第
68
回
神
道
史
学
会
大
会
、
令
和

４
年
６
月
）

・
塩
川
哲
朗
「
伊
勢
と
出
雲
の
祭
祀
構
造
」（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
「
出
雲
と
伊

勢
」
第
５
回
検
討
会
、
令
和
４
年
10
月
）

②
神
宮
祭
祀
の
研
究
（
伊
勢
神
宮
の
総
合
的
研
究
）

・
整
理
し
た
神
宮
式
年
遷
宮
の
諸
祭
・
行
事
の
写
真
を
も
と
に
儀
式
帳
と
の
相
違
点
を
比
較

し
た
。

・
神
宮
・
遷
宮
関
係
画
像
資
料
を
収
集
し
た
。

・
共
同
研
究
員
に
よ
る
関
連
研
究
を
推
進
し
た
。

〔
論
文
〕

・
芝
本
行
亮
「
伊
勢
神
宮
古
神
宝
の
扱
い
」（『
皇
學
館
大
学
研
究
開
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』

第
９
号
、
令
和
５
年
３
月
）

・
堀
川
秀
徳
「
薗
田
守
良
の
正
遷
宮
研
究
―
文
永
三
年
内
宮
正
遷
宮
を
衷
心
に
―
」（『
皇
學

館
大
学
研
究
開
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
９
号
、
令
和
５
年
３
月
）

③
皇
室
祭
祀
の
研
究
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・
皇
室
祭
祀
関
係
資
料
・
文
献
を
蒐
集
し
た
。
譲
位
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

・
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
文
庫
（
旧
池
田
侯
爵
家
旧
蔵
）
所
蔵
の
大
嘗
祭
関
係
史
料
の

調
書
を
実
施
し
た
。

〔
論
文
・
そ
の
他
〕

・
塩
川
哲
朗
「
大
嘗
祭
の
基
本
構
造
と
そ
の
形
成
・
成
立
」（『
日
本
書
紀
研
究
』
34
、
令
和

４
年
５
月
）

・
塩
川
哲
朗
「
木
村
大
樹
著
『
古
代
天
皇
祭
祀
の
研
究
』」（『
神
道
宗
教
』
269
、
令
和
５
年

１
月
）

Ｂ　

研
究
会
活
動

①
「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」
研
究
会

・
令
和
４
年
度
は
本
文
の
輪
読
会
を
４
月
27
日
、
５
月
25
日
、
６
月
29
日
、
７
月
27
日
、
９

月
28
日
、
10
月
26
日
、
11
月
30
日
、
12
月
21
日
、
１
月
18
日
、
３
月
22
日
に
開
催
し
た

（
総
合
研
究
欄
参
照
）。

Ｃ　

部
門
別
研
究

【
第
一
部
門　

神
道
思
想
】

①
神
道
・
国
学
思
想
及
び
そ
の
周
辺
思
想
の
調
査
研
究

・
吉
田
神
道
、
垂
加
神
道
・
国
学
の
思
想
、
及
び
そ
れ
ら
の
周
辺
を
構
成
す
る
儒
教
・
道

教
・
仏
教
な
ど
の
外
来
思
想
に
つ
い
て
、
専
門
領
域
ご
と
に
分
担
し
な
が
ら
、
総
合
的
に

調
査
研
究
を
行
っ
た
。

〔
著
書
〕

・
松
本
丘
『
幕
末
勤
王
志
士
と
神
葬
』（
共
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
令
和
４
年
10
月
）

〔
論
文
〕

・
松
下
道
信
「
中
世
神
道
の
道
教
受
容
―
吉
田
神
道
所
伝
『
太
上
説
北
斗
元
霊
経
』
版
本
再

論
―
」『
日
本
漢
籍
受
容
史
―
日
本
文
化
の
基
層
―
』（
髙
田
宗
平
編
、
八
木
書
店
、
令
和

４
年
11
月
）

〔
資
料
紹
介
〕

・
新
田
惠
三
「
吉
田
神
道
資
料
―
清
原
宣
賢
筆
草
稿
本
『
行
事
秘
』
―
」（『
皇
學
館
大
学
研

究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
９
号
、
令
和
５
年
３
月
）

〔
口
頭
発
表
〕

・
松
下
道
信
「
徐
道
齢
『
北
斗
経
注
』
と
旧
本
『
北
斗
経
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（
道
教

文
化
研
究
会
、
令
和
４
年
４
月
）

・
松
下
道
信
「
吉
田
神
道
所
伝
『
太
上
説
北
斗
元
霊
本
命
延
生
妙
経
』
の
版
本
に
つ
い
て
」

（
第
68
回
神
道
史
学
会
大
会
、
令
和
４
年
６
月
）

・
新
田
惠
三
「
神
道
史
学
会
に
お
け
る
吉
田
神
道
研
究
の
回
顧
と
展
望
」（
第
68
回
神
道
史

学
会
大
会
、
令
和
４
年
６
月
）

②
神
道
家
・
国
学
者
の
事
跡
研
究

・
京
都
・
近
江
地
方
の
神
道
家
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
た
。

・
明
治
期
の
神
道
家
三
輪
田
高
房
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

〔
論
文
〕

・
新
田
惠
三
「
三
輪
田
高
房
が
鎮
魂
行
事
の
目
的
と
し
て
論
じ
た
「
治
心
」」（『
神
社
本
庁

総
合
研
究
所
紀
要
』
27
、
令
和
４
年
６
月
）

・
新
田
惠
三
「
三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
論
と
「
日
文
」」（『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
第
61
輯
、
令

和
５
年
３
月
）

〔
口
頭
発
表
〕

・
新
田
惠
三
「
神
社
神
道
で
行
わ
れ
る
神
道
行
法
の
構
成
要
素
―
鎮
魂
行
事
次
第
の
分
析
を

中
心
と
し
て
―
」（
令
和
４
年
度
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所
公

開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
令
和
４
年
12
月
）

③
『
神
道
資
料
叢
刊
』『
神
道
書
目
叢
刊
』
刊
行
準
備
の
た
め
の
調
査
研
究

・
次
回
の
神
道
資
料
叢
刊
刊
行
へ
向
け
て
準
備
を
進
め
た
。

〔
口
頭
発
表
〕
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・
新
田
惠
三
「
吉
田
兼
原
に
よ
る
『
神
壇
大
義
』
の
述
作
―
事
相
解
釈
の
変
容
を
め
ぐ
っ

て
―
」（
日
本
宗
教
学
会
第
81
回
学
術
大
会
、
令
和
４
年
９
月
）

【
第
二
部
門　

祭
祀
】

①
『
延
暦
儀
式
帳
』
の
研
究

・
総
合
研
究
と
連
携
し
て
延
暦
儀
式
帳
研
究
会
を
第
57
回
４
月
27
日
、
第
58
回
５
月
25
日
、

第
59
回
６
月
29
日
、
第
60
回
７
月
27
日
、
第
61
回
９
月
28
日
、
第
62
回
10
月
26
日
、
第
63

回
11
月
30
日
、
第
64
回
12
月
21
日
、
第
65
回
１
月
18
日
、
第
66
回
３
月
22
日
に
開
催
し
、

本
文
確
定
・
訓
読
文
・
注
解
の
草
稿
原
稿
作
成
を
進
め
た
。

・
整
理
し
た
第
62
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
記
録
写
真
を
も
と
に
、「
皇
太
神
宮
儀
式
帳
」
と
の
比

較
検
討
を
行
っ
た
（
注
解
の
草
稿
原
稿
に
反
映
し
た
）。

・
研
究
会
に
お
い
て
検
討
終
了
分
の
注
解
原
稿
の
補
訂
作
業
を
行
っ
た
。

・
「
延
暦
儀
式
帳
」
及
び
関
連
注
釈
書
に
つ
い
て
調
査
・
蒐
集
を
行
っ
た
。

・
「
延
暦
儀
式
帳
」
関
連
注
釈
書
の
翻
刻
・
刊
行
を
行
っ
た
。

〔
著
書
〕

・
佐
野
真
人
・
塩
川
哲
朗
『
伊
勢
神
宮
未
公
刊
資
料
集
（
文
献
篇
）』（
皇
學
館
大
学
佐
野
真

人
研
究
室
、
令
和
５
年
２
月
）

〔
論
文
〕

・
芝
本
行
亮「
伊
勢
神
宮
古
神
宝
の
扱
い
」（『
皇
學
館
大
学
研
究
開
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第

９
号
、
令
和
５
年
３
月
）

・
堀
川
秀
徳
「
薗
田
守
良
の
正
遷
宮
研
究
―
文
永
三
年
内
宮
正
遷
宮
を
衷
心
に
―
」（『
皇
學

館
大
学
研
究
開
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
９
号
、
令
和
５
年
３
月
）

・
佐
野
真
人
「「
延
暦
儀
式
帳
講
案
」
覚
書
―
戦
前
期
の
儀
式
帳
研
究
の
一
断
片
」（『
皇
學

館
大
学
研
究
開
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
９
号
、
令
和
５
年
３
月
）

〔
口
頭
発
表
〕

　

・
佐
野
真
人
「『
延
暦
儀
式
帳
』
研
究
の
現
状
と
課
題
」（
第
68
回
神
道
史
学
会
大
会
、
令

和
４
年
６
月
）

・
塩
川
哲
朗
「
伊
勢
と
出
雲
の
祭
祀
構
造
」（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
「
出
雲
と
伊

勢
」
第
５
回
検
討
会
、
令
和
４
年
10
月
）

②
大
瀧
家
所
蔵
鈴
木
重
胤
資
料
の
調
査
・
研
究
、
鈴
鹿
家
資
料
の
調
査
・
研
究

・
「
羽
前
大
瀧
家
伝
来
鈴
木
重
胤
先
生
関
係
資
料
」
の
内
、
和
本
28
冊
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を

行
っ
た
。

・
鈴
鹿
家
一
次
資
料
目
録
を
基
に
、
分
類
作
業
を
進
捗
さ
せ
た
。
ま
た
、
鈴
鹿
家
資
料
の
写

真
デ
ー
タ
を
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
に
移
管
し
た
。

③
神
道
資
料
叢
刊
17
『
櫟
陰
記　

中
』
の
編
集
・
刊
行

・
神
道
資
料
叢
刊
17
『
櫟
陰
記　

中
』
を
刊
行
し
た
。

・
令
和
６
年
度
に
刊
行
す
る
神
道
資
料
叢
刊
17
『
櫟
陰
記　

下
』
の
原
稿
作
成
を
す
す
め
た

（
令
和
６
年
度
の
上
半
期
に
入
稿
予
定
）

〔
著
書
〕

・
加
茂
正
典
監
修
、
𠮷
川
竜
実
・
音
羽
悟
・
窪
寺
恭
秀
・
山
田
恭
大
・
神
田
直
久
編　

神
道

資
料
叢
刊
17
『
櫟
陰
記　

中
』（
神
道
研
究
所
、
令
和
５
年
３
月
）

【
第
三
部
門　

神
道
史
】

①
近
代
政
教
関
係
の
研
究

・
近
代
の
神
道
や
皇
室
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
を
継
続
し
た
。

〔
論
文
〕

・
新
田
均
「「
国
家
神
道
」
研
究
史
の
論
文
化
と
独
自
の
時
代
区
分
の
提
示
（
一
）」（『
皇
學

館
論
叢
』
55－

３
、
令
和
４
年
10
月
）

・
新
田
均
「「
国
家
神
道
」
研
究
史
の
論
文
化
と
独
自
の
時
代
区
分
の
提
示
（
二
）」（『
皇
學

館
論
叢
』
55－

４
、
令
和
５
年
１
月
）

②
近
代
政
教
関
係
の
研
究

・
戦
前
の
公
法
学
者
の
政
教
関
係
に
係
わ
る
著
作
（
著
書
・
論
文
・
講
演
等
）
つ
い
て
、
調
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査
お
よ
び
資
料
収
集
を
継
続
し
た
。

③
近
代
政
教
関
係
の
研
究

・
近
代
宗
教
制
度
史
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
た
。

【
第
四
部
門　

宗
教
・
民
俗
】

①
神
道
に
お
け
る
「
行
法
」
の
研
究

・
評
価
目
標
と
し
て
は
⑴
参
加
者
50
名
以
上
（
含
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
）、
⑵
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
終
了
後
に
学
内
外
有
志
に
よ
る
研
究
グ
ル
ー
プ
（
仮
称
「
行
法
研
究
会
」）
の
結
成
、

と
し
て
い
た
。
⑴
に
つ
い
て
は
全
参
加
者
50
名
を
越
え
、
⑵
に
つ
い
て
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
始
前
に
学
内
教
員
に
よ
り
「
行
法
研
究
会
」
を
結
成
し
、
令
和
４
年
度
に
３
回
の
研
究

会
を
実
施
し
た
。
よ
っ
て
、
達
成
度
は
100
％
と
す
る
。

〔
口
頭
発
表
〕

・
中
山
郁
「
修
行
論
再
考
―
研
究
方
法
と
視
座
を
め
ぐ
っ
て
」（
神
道
宗
教
学
会
第
76
回
学

術
大
会
）

②
神
道
教
育
に
関
わ
る
映
像
教
材
作
成

・
評
価
指
標
と
し
て
は
⑴
学
生
、
教
員
に
よ
る
事
前
研
究
会
の
開
催
（『
儀
式
』
祈
年
祭
儀

講
読
）
を
３
回
以
上
、
⑵
映
像
教
材
の
撮
影
終
了
、
⑶
令
和
５
年
度
か
ら
の
授
業
へ
の
供

用
準
備
完
了
、
で
あ
っ
た
。
研
究
会
は
５
回
行
っ
た
う
え
、『
延
喜
式
』
の
班
幣
儀
礼
に

関
す
る
再
現
映
像
を
完
成
さ
せ
、
令
和
５
年
度
の
授
業
で
提
供
す
る
準
備
が
整
っ
た
こ
と

か
ら
100
％
達
成
と
す
る
。

〔
そ
の
他
〕

・
佐
野
真
人
、
新
田
惠
三
、
本
田
菜
々
子
、
國
本
華
代
、
中
川
準
、
永
尾
凛
、
中
山
郁
他

「『
儀
式
』
祈
年
祭
班
幣
」（
30
分
作
品
）

【
第
五
部
門　

文
学
・
藝
術
】

①
皇
室
文
学
の
研
究

・
皇
室
に
関
わ
る
文
学
に
つ
い
て
の
研
究
を
実
施
し
た
。
特
に
『
勅
撰
和
歌
十
三
代
集
研
究

文
献
目
録
』（
昭
和
58
年
）
刊
行
以
後
の
研
究
資
料
整
備
の
充
実
を
目
的
と
し
て
、
同
書

の
増
補
改
訂
作
業
を
進
め
た
。
ま
た
各
自
の
専
門
分
野
に
応
じ
て
研
究
を
行
っ
た
。

〔
口
頭
発
表
〕

・
深
津
睦
夫
「
藤
原
俊
成
の
歌
神
観
」（
中
世
文
学
会
秋
季
大
会
公
開
講
演
会
、
令
和
４
年

10
月
）

・
大
島
信
生
「
万
葉
集
の
戯
書
」（
美
夫
君
志
会
例
会
、
令
和
５
年
１
月
）

②
五
葉
蔭
文
庫
の
研
究

・
五
葉
蔭
文
庫
の
典
籍
目
録
・
文
書
目
録
作
成
に
向
け
て
調
査
・
研
究
を
進
め
た
。

〔
論
文
〕

・
浦
野
綾
子
「
長
野
義
言
の
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
伊
勢
の
堀
内
広
城
と
の
交
流
を
中
心

に
―
」（『
古
典
と
歴
史
』
第
11
号
、
令
和
４
年
11
月
）

・
浦
野
綾
子「
長
野
義
言
が
見
た
即
位
礼
―
義
言『
長
月
日
並
乃
記
』か
ら
み
る
即
位
礼
拝
観

と
文
化
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
―
」（『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
第
61
輯
、
令
和
５
年
３
月
）

３　

史
料
編
纂
所

（
１
）
研
究
報
告
・
研
究
会
報
告

【
第
一
部
門　

六
国
史
編
年
部
門
】

主
任
：
荊
木
美
行

①
日
本
後
紀
編
年
史
料
の
作
成

　

桓
武
天
皇
朝
の
延
暦
11
年
（
七
九
二
）
か
ら
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
、
日
本
後
紀
の
記
事
を
機
軸
と
し
つ
つ
、
関
係
史
料
を
網
羅
す
る
編
年
史
料
集
の
作

成
を
継
続
。
編
年
史
料
集
編
纂
の
基
礎
史
料
と
な
る
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
校
訂
を
進
め
、

「
日
本
後
紀
史
料
（
稿
）
番
外
編
」
と
し
て
、
巻
十
一
～
二
十
ま
で
の
分
を
『
皇
學
館
大

学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
９
号
に
掲
載
し
た
。



－ 27 －

②
日
本
書
紀
史
料
作
成
の
準
備

　

日
本
書
紀
を
中
心
と
し
た
七
世
紀
以
前
の
編
年
史
料
集
作
成
の
可
能
性
を
探
る
一
環
と

し
て
、『
日
本
書
紀
』
諸
本
や
『
日
本
書
紀
』
研
究
史
の
調
査
・
研
究
を
実
施
し
た
。
成

果
と
し
て
、
荊
木
美
行
「『
日
本
書
紀
』
註
釈
の
歴
史
」（『
神
社
本
廳
総
合
研
究
所
紀

要
』
27
）・
同
「〝
日
本
書
紀
〟
と
は
な
に
か
―
『
続
日
本
紀
』
の
撰
上
記
事
の
再
検

討
」（『
古
代
史
の
海
』
107
）
を
発
表
し
た
。

【
第
二
部
門　

神
宮
史
料
】

主
任
：
多
田
實
道

①
福
島
大
夫
関
係
文
書
の
翻
刻

　

来
年
度
刊
行
予
定
の
『
神
宮
御
師
資
料
』
11
の
原
稿
作
成
の
た
め
、
神
宮
文
庫
に
所
蔵

さ
れ
る
福
島
大
夫
関
係
文
書
の
確
認
・
翻
刻
作
業
を
進
め
た
。

【
第
三
部
門　

明
治
史
料
】

主
任
：
谷
口
裕
信

①
香
川
敬
三
関
係
文
書
に
関
す
る
共
同
研
究

　

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
学
習
院
大
学
史
料
館
と
の
共
同
研

究
を
再
開
し
本
格
化
さ
せ
る
た
め
、
同
史
料
館
に
出
張
し
て
文
書
移
管
後
の
収
蔵
状
況
を

確
認
し
、
本
格
的
な
研
究
活
用
に
向
け
た
方
策
を
協
議
し
た
。
ま
た
史
料
翻
刻
に
つ
い
て

は
継
続
し
て
進
め
た
。

②
原
川
魁
輔
関
係
文
書
の
研
究

　

画
像
デ
ー
タ
を
も
と
に
目
録
作
成
、
翻
刻
を
進
め
つ
つ
あ
る
が
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
紀
要
で
の
成
果
公
表
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

③
旧
御
師
岩
井
田
家
資
料
の
研
究

　

明
治
43
年
大
水
害
に
お
い
て
、
内
宮
方
旧
御
師
岩
井
田
家
と
旧
檀
家
と
が
や
り
と
り
し

た
書
簡
な
ど
を
も
と
に
、
両
者
の
関
係
性
を
分
析
し
た
論
文
と
、
外
宮
方
旧
御
師
橋
村
家

の
参
宮
人
帳
を
も
と
に
、
幕
末
維
新
期
の
参
宮
人
の
動
向
を
分
析
し
た
論
文
を
公
表
し
た
。

　

成
果
と
し
て
は
、
谷
口
裕
信
「
明
治
維
新
期
の
伊
勢
参
宮
─
橋
村
主
計
家
の
参
宮
人
帳

を
事
例
と
し
て
─
」（『
地
方
史
研
究
』
72−

４
）、
同
「
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
合
流
地
域

（
北
埼
玉
郡
）
の
被
災
情
報
―
旧
伊
勢
御
師
宛
書
簡
を
手
が
か
り
に
―
」（
土
田
宏
成
・

吉
田
律
人
・
西
村
健
編
著
『
関
東
大
水
害
―
忘
れ
ら
れ
た

1910
年
の
大
水
害
』、
日
本
経
済

評
論
社
）
を
発
表
し
た
。

【
第
四
部
門　

考
古
資
料
】

鈴
木
敏
雄
氏
遺
稿
旧
蔵
資
料
の
整
理
編
纂

主
任
：
荊
木
美
行

　

鈴
木
資
料
の
う
ち
、
伊
勢
参
宮
に
か
か
わ
る
史
料
の
翻
刻
を
継
続
し
た
。

　

鈴
木
資
料
の
悉
皆
点
検
を
実
施
し
、
破
損
や
劣
化
が
な
い
か
の
確
認
を
進
め
、
保
存
状

態
の
よ
く
な
い
①
整
理
番
号
〔
乙
〕
Ｂ−

16−

1226
伊
坂
出
士
銅
鐸
拓
本
１
軸
、
②
整
理
番
号

〔
乙
〕
Ｂ−

27−

2142
安
濃
郡
神
戸
村
字
木
ノ
根
出
土
銅
鐸
拓
本
１
軸
、
③
整
理
番
号
〔
乙
〕

Ｂ−

27−

2145
野
田
銅
鐸
拓
本
１
軸
、
④
整
理
番
号
〔
未
〕
Ａ−

156
壱
岐
守
宛
古
文
書
１
軸
の
修

復
を
行
っ
た
。

４　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

（
１
）
活
動
報
告

Ａ　

総
務
事
業

①
収
蔵
資
料
を
中
心
に
写
真
業
者
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
撮
影
及
び
フ
ォ
ト
Ｃ
Ｄ
へ
の
焼
付
。

②
博
物
館
収
蔵
資
料
の
被
覆
燻
蒸
を
実
施
。

③
虫
害
モ
ニ
タ
ー
を
実
施
。

④
博
物
館
外
周
な
ら
び
に
水
周
り
に
お
け
る
害
虫
駆
除
を
実
施
。

⑤
展
示
室
・
収
蔵
庫
の
温
湿
度
管
理
を
実
施
。

⑥
購
入
・
寄
贈
の
図
書
や
雑
誌
等
の
整
理
を
実
施
。
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⑦
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
お
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
お
う
ち
で
神
道
博
物
館
」
を
更
新
。
コ
ン
テ
ン
ツ

を
充
実
さ
せ
た
。

Ｂ　

展
示

（
企
画
展
）

①
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
企
画
展
を
実
施
。

　

展
覧
会
名　
　

「
伊
勢
と
皇
學
館
の
140
年
」

　

会　
　

期　
　

令
和
４
年
５
月
２
日
～
８
月
31
日

（
常
設
展
示
）

②
企
画
展
開
催
に
と
も
な
い
、
第
２
展
示
室
の
入
れ
替
え
を
行
う
と
と
も
に
、
千
束
屋
資
料

の
展
示
替
を
実
施
。

Ｃ　

学
芸
事
業

①
本
学
収
蔵
資
料
の
調
査
及
び
整
理
を
実
施
。

②
小
田
文
雄
氏
寄
贈
鑑
鏡
類
の
調
査
・
整
理
を
実
施
。（
三
重
県
総
合
博
物
館
と
の
共
同
研
究
）

③
「
伊
勢
御
師
橋
村
家
関
係
資
料
」・
橋
村
家
墓
石
の
調
査
・
研
究
を
実
施
。

④
収
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
及
び
皇
學
館
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
上
で
の
公
開
を
実
施
。

⑤
そ
の
他
、
新
収
蔵
資
料
を
中
心
に
、
調
査
・
整
理
を
実
施
。

（
２
）
館
史
編
纂

・
館
史
資
料
の
目
録
作
成

・
寄
贈
資
料
の
受
入
れ
と
整
理

・
学
内
に
お
け
る
館
史
資
料
の
捜
索
、
他
部
署
か
ら
の
移
管
と
整
理

・
皇
學
館
大
学
創
立
140
年
・
再
興
60
年
記
念
展
示
「
伊
勢
と
皇
學
館
の
140
年
」
に
向
け
た
資

料
の
調
査
、
図
録
と
展
示
解
説
を
作
成

・
皇
學
館
大
学
百
四
十
周
年
記
念
誌
『
飛
躍
と
発
展
の
十
年
』
の
作
成

・
朝
彦
親
王
百
三
十
年
祭
に
合
わ
せ
、
図
書
館
に
お
い
て
ミ
ニ
展
示
「
皇
學
館
と
朝
彦
親

王
」
を
開
催

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
対
応
を
逐
次
実
施
。

・
本
学
借
用
岩
井
田
家
資
料
の
う
ち
皇
學
館
関
係
資
料
の
撮
影
を
写
真
業
者
に
よ
り
行
っ
た
。

（
３
）
博
物
館
学
芸
員
課
程
学
生
の
博
物
館
実
習

Ａ　

本
年
度
の
博
物
館
実
習
の
内
容
と
構
成

　

本
学
に
お
け
る
令
和
４
年
度
の
博
物
館
実
習
内
容
及
び
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ａ　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
お
け
る
実
習

○
基
礎
実
習
（
３
年
次
生　

毎
週
）

　

当
館
講
義
室
ほ
か　
　

浦
野
綾
子
助
教
指
導

　

基
礎
実
習
は
博
物
館
に
お
け
る
基
礎
的
な
技
術
の
習
得
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
、
資
料

の
劣
化
因
子
と
そ
の
対
策
、
各
種
資
料
の
取
り
扱
い
方
法
と
そ
の
実
習
（
和
装
本
・
巻
子

本
・
掛
幅
他
）、
資
料
調
書
の
作
成
、
展
示
資
料
の
撤
収
・
陳
列
そ
の
他
を
実
施
し
た
。

○
展
示
案
内
実
習
（
３
年
次
・
４
年
次
生　

各
学
年
１
日
ず
つ
合
計
２
日
間
）

　

当
館
展
示
室　

浦
野
綾
子
助
教
・
小
林
郁
助
教
指
導

　

学
生
が
当
館
常
設
展
示
室
の
陳
列
品
を
来
館
者
に
対
し
解
説
案
内
す
る
。
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
実
施
さ
れ
た
。
当
実
習
で
は
事
前
に
試
験
を
実
施
し
合
格
す
る
こ
と
が

条
件
と
な
っ
て
い
る
。

○
梱
包
実
習
（
３
年
次
生
〈
初
級
＝
６
月
19
日
実
施
〉・
４
年
次
生
〈
上
級
＝
７
月
17
日
実
施
〉）

　
　

当
館
講
義
室　

日
本
通
運
株
式
会
社
津
支
店
美
術
品
係
員
３
名
指
導

　

日
本
通
運
株
式
会
社
美
術
品
係
員
に
よ
る
梱
包
材
料
の
解
説
並
び
に
梱
包
技
術
の
指
導

と
実
習
を
行
っ
た
。
３
年
次
生
は
初
級
（
基
礎
編
）
と
し
て
、
美
術
品
梱
包
の
心
得
、
綿

布
団
の
作
り
方
か
ら
陶
磁
器
類
の
梱
包
方
法
と
そ
の
実
際
、
保
存
箱
等
の
紐
の
取
り
扱
い

や
掛
け
方
、
紐
掛
け
方
法
等
を
実
習
し
た
。
４
年
次
生
は
上
級
（
応
用
編
）
で
、
大
型
埴
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輪
等
の
梱
包
方
法
、
掛
幅
・
巻
子
の
取
り
扱
い
方
法
等
を
実
習
し
た
。

○
採
拓
実
習
（
３
年
次
生　

６
月
26
日
実
施
）

　
　

当
館
講
義
室　

野
村
辰
美
氏
指
導

　

湿
拓
、
乾
拓
の
意
義
や
方
法
を
講
義
の
後
、
当
館
資
料
を
実
際
に
用
い
採
拓
し
た
。
学

生
各
自
に
資
料
１
点
ず
つ
を
配
し
湿
・
乾
両
方
の
採
拓
を
行
い
、
そ
の
後
資
料
を
交
換
し

状
況
の
異
な
る
資
料
２
～
３
点
の
拓
本
を
採
取
し
た
。

○
実
測
実
習
（
３
年
次
生　

11
月
13
日
実
施
）

　

当
館
講
義
室　

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
竹
田
憲
治
氏
指
導

　

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
資
料
を
使
用
し
考
古
資
料
の
実
測
の
意
義
や
方
法
、
実

際
の
実
測
等
を
実
習
し
た
。

○
刀
剣
実
習
（
４
年
次
生　

11
月
６
日
実
施
）

　

当
館
講
義
室　

三
重
県
総
合
博
物
館
学
芸
員　

小
林
秀
氏

　
　
　
　
　
　
　

尼
崎
市
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員　

服
部
早
希
氏
指
導

　

神
道
博
物
館
所
蔵
の
刀
剣
を
使
用
し
、
刀
剣
の
取
り
扱
い
や
手
入
れ
方
法
を
実
習
し
た
。

○
学
外
館
務
実
習
の
事
前
指
導
・
事
後
指
導
（
３
年
次
・
４
年
次
生
）

　

学
外
館
務
実
習
の
事
前
指
導
と
し
て
実
習
に
臨
む
心
が
け
や
諸
注
意
事
項
等
の
指
導
を

行
い
、
実
習
後
の
学
内
に
お
け
る
通
常
の
実
習
時
間
に
実
習
生
各
自
が
館
務
実
習
館
や
実

習
内
容
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
演
習
形
式
で
討
論
す
る
こ
と
に
よ
り
、
博
物
館
の
現
状

と
課
題
、
実
習
館
や
実
習
に
お
け
る
学
生
の
反
省
点
、
意
識
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
つ
い
て
研
究
・
討
議
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ｂ　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
以
外
に
お
け
る
実
習

○
実
務
実
習
（
３
年
次
生　

９
月
15
日
実
施
）

　

三
重
県
総
合
博
物
館　

三
重
県
総
合
博
物
館
学
芸
員
指
導

　

三
重
県
総
合
博
物
館
に
て
学
芸
補
助
業
務
を
行
っ
た
。

○
神
宮
徴
古
館
実
習
（
３
年
次
生　

５
月
21
日
～
５
月
22
日
実
施
）

　

神
宮
徴
古
館
農
業
館
学
芸
員
並
び
に
職
員
指
導

　

神
社
博
物
館
の
代
表
館
と
し
て
の
神
宮
徴
古
館
農
業
館
で
神
社
博
物
館
の
実
際
の
業
務

を
３
日
間
に
わ
た
り
実
習
し
た
。

○
熱
田
神
宮
宝
物
館
見
学
実
習
（
３
年
次
・
４
年
次
生　

10
月
８
日
実
施
）

　

熱
田
神
宮
宝
物
館
学
芸
員
・
同
文
化
研
究
員
並
び
に
職
員
指
導

　

熱
田
神
宮
宝
物
館
を
訪
れ
神
社
宝
物
館
の
業
務
に
つ
い
て
の
講
義
や
資
料
取
り
扱
い
方

法
（
刀
剣
類
他
）
等
を
実
習
し
た
。

○
学
外
館
務
実
習
（
４
年
次
生　

原
則
夏
季
休
業
期
間
）

　

４
年
次
生
が
自
ら
受
け
入
れ
交
渉
を
行
っ
た
主
と
し
て
出
身
地
に
設
置
さ
れ
た
博
物
館

施
設
に
お
け
る
館
務
実
習
で
、
各
館
お
お
む
ね
１
週
間
程
度
の
期
間
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
実
施
し
て
い
る
。
学
生
に
と
っ
て
は
大
学
附
属
博
物
館
に
お
け
る
実
習
と
は
異
な
り
、

新
た
な
緊
張
感
の
も
と
実
習
に
臨
む
こ
と
が
で
き
、
極
め
て
大
き
な
教
育
効
果
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
の
受
け
入
れ
館
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
実
習
生
総
計
15
名
）

１　

熱
田
神
宮
宝
物
館
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）　
　
　
　
　

実
習
生　

５
名

２　

岐
阜
市
歴
史
博
物
館
（
岐
阜
県
大
宮
市
）　
　
　
　
　

実
習
生　

３
名

３　

中
山
道
広
道
美
術
館
（
岐
阜
県
恵
那
市
）　
　
　
　
　

実
習
生　

１
名

４　

四
日
市
市
市
立
博
物
館
（
三
重
県
四
日
市
市
）　
　
　

実
習
生　

１
名

５　

斎
宮
歴
史
博
物
館
（
三
重
県
明
和
町
）　
　
　
　
　
　

実
習
生　

２
名

６　

三
重
県
総
合
博
物
館
（
三
重
県
津
市
）　
　
　
　
　
　

実
習
生　

２
名

７　

倉
吉
博
物
館
（
鳥
取
県
倉
吉
市
）　
　
　
　
　
　
　
　

実
習
生　

１
名

（
４
）
記
念
展
示

○
展
覧
会
名

　

皇
學
館
大
学
創
立
140
周
年
・
再
興
60
周
年
記
念
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「
伊
勢
と
皇
學
館
の
140
年
」

○
会
期

　

令
和
４
年
５
月
２
日
～
８
月
31
日

○
展
覧
会
場

　

当
館
第
２
展
示
室
ほ
か

○
展
覧
会
の
概
要

【
開
催
趣
旨
】

　

皇
學
館
大
学
の
起
原
は
、
140
年
前
の
明
治
15
年
（
１
８
８
２
年
）、
林
崎
文
庫
内
に
創
設

さ
れ
た
皇
學
館
に
遡
り
ま
す
。
そ
の
後
、
内
務
省
管
轄
の
神
宮
皇
學
館
に
発
展
し
、
さ
ら
に

文
部
省
管
轄
の
神
宮
皇
學
館
大
學
へ
と
昇
格
し
ま
し
た
。
敗
戦
後
、
神
道
指
令
に
よ
り
廃
学

と
な
り
ま
す
が
、
館
友
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
昭
和
37
年
（
１
９
６
２

年
）、
私
立
大
学
と
し
て
再
興
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
「
わ
が
国
の
歴
史
に
根
差
し
た
道
義
と
学
問
と
を
学
び
、
実
際
の
社
会
の
中
で
実
践
し
て
、

文
明
の
発
展
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
本
学
の
理
念
は
140
年
間
に
わ
た
り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、

毎
年
有
為
の
人
材
を
社
会
へ
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
前
半
で
は
、
近
代
の
宗
教
行
政
の
展
開
と
皇
學
館
の
創
設
、
内
務
省
所
管
の
官
立
専

門
学
校
と
し
て
の
発
展
、
倉
田
山
へ
の
学
舎
移
転
、
文
部
省
が
管
轄
す
る
大
学
へ
の
昇
格
な

ど
戦
前
期
に
お
け
る
歩
み
を
様
々
な
テ
ー
マ
で
紹
介
し
ま
し
た
。
後
半
で
は
、
廃
学
後
か
ら

再
興
に
至
っ
た
経
緯
、
再
興
後
の
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
環
境
の
拡
充
と
施
設
整
備
や

学
生
生
活
の
様
子
な
ど
を
扱
い
、
長
き
に
わ
た
っ
て
収
集
・
保
存
さ
れ
て
き
た
数
々
の
資
料

を
展
観
し
ま
し
た
。

【
刊
行
物
】

　

図
録
「
皇
學
館
大
学
創
立
140
周
年
・
再
興
60
周
年
記
念　

伊
勢
と
皇
學
館
の
140
年
」

　

発
行
：
学
校
法
人　

皇
學
館

　

記
念
誌
「
皇
學
館
大
学
百
四
十
周
年
記
念
誌　

飛
躍
と
発
展
の
十
年
」

　

発
行
：
学
校
法
人　

皇
學
館

【
展
示
品
一
覧
】

　

※
展
示
品
一
覧
表
は
次
頁
に
掲
載
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章 資　　料　　名 出　　　　　典 年代 所蔵先・提供者等　＊敬称略

1章
内宮周辺図 「伊勢参宮案内」（若杉雪） 明治 42 年 個人蔵
神宮教本院神殿及大教殿 改築見込之図 − 明治期 館史編纂
神宮司庁 絵葉書 大正期 個人蔵

2章

校舎遠景と歴代館長 神宮皇學館創立三十年記念絵葉書 明治 45 年 館史編纂
有栖川宮熾仁親王による「皇學館」扁額 神宮皇學館創立三十年記念絵葉書 明治 45 年 館史編纂
神宮皇學館全図 − 明治 29 年 皇學館大学附属図書館
小串重威卒業証書 − 明治 33 年 個人蔵
金蘭薄 明治 25 ～ 30 年 個人蔵
賀陽宮邦憲王令旨 − 明治 33 年 皇學館大学総務部
大正４年卒業記念写真 館史編纂
神苑図誌 明治 43 年 皇學館大学図書館
伊勢参宮名所図絵

『皇后陛下行啓記念写真帖』（神宮皇學館） − 大正 11 年 館史編纂
『神路』（神道学会） − 昭和期 館史編纂
『史學會會報』第 1 号（神宮皇學館史學會） − 大正 11 年 館史編纂
『皇學』／『神道研究』 昭和期 館史編纂
神宮皇學館徽章・ボタンなど − 昭和期 館史編纂
佐藤馨から佐藤梅野宛絵葉書 絵葉書 明治 42 年 館史編纂

3章

倉田山空中写真（空から見た神宮皇學館） 「精華寮記念祭絵葉書」 昭和 3 年 館史編纂
中野与吉郎から平田貫一宛書簡 − 昭和 14 年 館史編纂

「惟神道場二関スル綴」 − 昭和 15 年～ 19 年 館史編纂
大学昇格 創立六十周年記念品 − 昭和 15 年 館史編纂
神宮皇學館大學制帽 − 昭和期 館史編纂

『大日本青年』（毎日新聞社） − 昭和 15 年 皇學館大学附属図書館
出征時の日章旗 − 昭和 18 年 館史編纂

4章
廃学後の残務整理事務員 昭和 21 年カ 館史編纂
伊勢専門学館関係文書 昭和 21 年～ 22 年 館史編纂
地鎮祭記念文鎮 − 昭和 36 年 館史編纂

5章

皇学館大学開学式 昭和 37 年 館史編纂
開校式招待状 「宮司関係綴」 昭和 37 年 橿原神宮
昭和 37 年大学案内 − 昭和 37 年 館史編纂
初期の学生募集ポスター − 昭和 30 ～ 40 年代 皇學館大学附属図書館
大学案内 昭和 30 年代～ 60 年代 皇學館大学学生支援部 蔵
第 2 回大学祭ポスター − 昭和 38 年 皇學館大学附属図書館
皇学館短期大学募集ポスター − 昭和 40 年代 館史編纂
記念映画「皇學館大學」フィルム（複製） 毎日映画社、昭和 47 年製作 昭和 47 年製作
炎上する講堂 昭和 41 年 館史編纂 蔵
講堂の鴟尾と隅棟鬼飾り
講堂の瓦・タイル 令和 3 年～ 4 年発掘 館史編纂 蔵
大学附属資料館竣功予定図 − 昭和 63 年 館史編纂
創立百周年記念祭総合プログラム − 昭和 57 年 個人蔵
創立百周年記念ポスター − 昭和 57 年 館史編纂

「学生便覧」 − 昭和 41 年 館史編纂
校舎等竣功予定図 昭和末～平成 館史編纂 蔵
昭和 58 年度学生募集ポスター − 昭和 60 年 皇學館大学学生支援部
伊勢学舎鳥瞰図 社会福祉学部案内 平成 13 年 館史編纂
精華寮自治記念祭（絵葉書） 明治 45 年 館史編纂 蔵
清明寮 「皇學館絵葉書」 昭和期 館史編纂 蔵
精華寮北寮の竣功予定図 昭和 60 年 館史編纂 蔵
ソノシート（校歌・精華寮寮歌） 昭和期 館史編纂 蔵
昭和 57 年度学生寮案内 昭和 57 年 館史編纂 蔵

6章

社会福祉学部案内（認可申請中） − 平成 9 年カ 館史編纂
名張学舎の第 2 回大学祭ポスター 平成 11 年 皇學館大学附属図書館 蔵
神宮皇學館大學から皇學館大学へ 社会福祉学部案内 平成 9 年 館史編纂
名張学舎模型 − 令和 4 年撮影 館史編纂撮影
神明宮の瑞垣の部材 平成期 個人蔵
フクちゃん・ブンちゃんグッズ 平成期 個人蔵
新校舎建設計画図（当初案） − 平成 23 年 三輪晃久写真研究所提供
9 号館建設時の土質標本 − 平成 22 年 −
旧 1 号館と新教育研究棟 平成 23 年 三輪晃久写真研究所提供
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チラシ（表）

【記念品 しおり（表）】

チラシ（裏）

【記念品 しおり（裏）】
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【記念品 絵葉書１】
皇學館大学本館〈１号館〉昭和 56 年度大学案内より

【記念品 絵葉書２】
神宮皇學館講堂（昭和３年）
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【記念品 絵葉書３】
「伊勢参宮名所図絵」伊勢土産物商組合（大正 13 年）

【記念品 絵葉書４】
「飛行機より見たる神宮皇學館」（昭和 4 年）
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【記念品】
オリジナルペーパークラフト
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令和４年度　記念展入館者数
開催期間：令和４年５月２日～令和４年８月31日　

（令和４年４月30日　記念式典含む）　

月 日 曜日 天　気 一　般 学　生 合　計 累　計 備　　　考

４ 30 土 晴 40 15 55 55 創立記念日
創立140周年・再興60周年記念式典

５

2 月 晴 2 33 35 90
記念展開催初日
皇學館大学創立140周年・再興60周年記念展示
「伊勢と皇學館の140年」（５/２～８/31）

3 火 雨 12 15 27 117 憲法記念日（授業実施）
博物館開館

4 水 晴 8 19 27 144
みどりの日（授業実施）
博物館開館
・博物館見学（長谷川先生と学生10名）

5 木 晴 2 13 15 159 こどもの日（授業実施）
博物館開館

6 金 晴 2 29 31 190 ・博物館見学（長谷川先生と学生７名）

7 土 曇 1 1 2 192

8 日 0 192 休館日

9 月 曇のち雨 0 22 22 214

10 火 曇り時々晴 4 15 19 233

11 水 曇 3 25 28 261 ・初年次ゼミ（長谷川先生と学生10名）

12 木 雨 2 26 28 289 ・初年次ゼミ（川村先生、玉田先生と学生16名）

13 金 雨 0 8 8 297

14 土 雨のち晴 18 1 19 316 ・博物館見学（萼の会15名）

15 日 0 316 休館日

16 月 曇 4 15 19 335

17 火 曇 8 13 21 356

18 水 晴 0 14 14 370 ・博物館見学（大島先生と学生９名）

19 木 晴 18 30 48 418 ・初年次ゼミ（豊住先生、メイヨー先生と学生15名）
・博物館見学（館友２期生16名）

20 金 曇 4 14 18 436

21 土 雨 1 2 3 439

22 日 0 439 休館日

23 月 晴 1 9 10 449 ・博物館見学（荘内神社　石原権禰宜）

24 火 晴 3 1 4 453

25 水 晴 1 22 23 476 ・初年次ゼミ（多田先生、堀内先生と学生20名）

26 木 雨 2 12 14 490 ・博物館見学（近代史研究部会の学生８名）
・博物館見学（名誉教授　上野秀治先生）

27 金 雨のち晴 1 3 4 494
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月 日 曜日 天　気 一　般 学　生 合　計 累　計 備　　　考

５

28 土 晴 4 3 7 501 神道博物館　教養講座①

29 日 0 501 休館日

30 月 晴 27 13 40 541 ・博物館見学（天理教幅下大教会より25名）

31 火 雨のち晴 3 3 6 547

６

1 水 晴 2 61 63 610

・初年次ゼミ（松浦光修先生、岡野友彦先生と学生19名）
・初年次ゼミ（鵜沼憲晴先生、大井智香子先生、
　　　　　　　瓜田理子先生と学生24名）
・初年次ゼミ（高橋摩衣子先生の学生７名）

2 木 晴 89 3 92 702 ・博物館見学（志摩市立磯部中学校より89名）

3 金 晴 1 3 4 706

4 土 晴 4 4 8 714

5 日 0 714 休館日

6 月 雨 2 6 8 722

7 火 晴 4 5 9 731

8 水 晴 3 52 55 786
・初年次ゼミ（遠藤慶太先生、谷口裕信先生と学生21名）
・初年次ゼミ（関根薫先生、村上政俊先生と学生17名）
・初年次ゼミ（中野一茂先生と学生9名）

9 木 曇 3 6 9 795

10 金 曇 1 2 3 798

11 土 曇一時雨 24 0 24 822 史料編纂所　古文書講座：古代①

12 日 晴 94 3 97 919 オープンキャンパス
・キャンパスツアー45名

13 月 晴 1 7 8 927

14 火 雨 3 5 8 935

15 水 雨 0 4 4 939

16 木 曇 2 5 7 946

17 金 曇 1 2 3 949

18 土 雨 1 2 3 952

19 日 0 952

20 月 晴 3 4 7 959

21 火 雨 3 7 10 969

22 水 曇 7 18 25 994 ・初年次ゼミ（谷戸佑紀先生と学生11名）
・博物館見学（株式会社伊勢福３名）

23 木 晴 1 1 2 996

24 金 晴 2 2 4 1000

25 土 晴時々雷雨 1 38 39 1039 神道博物館　教養講座②

26 日 0 1039

27 月 晴 10 12 22 1061
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月 日 曜日 天　気 一　般 学　生 合　計 累　計 備　　　考

６

28 火 晴 6 2 8 1069

29 水 晴 6 12 18 1087

30 木 晴 3 6 9 1096

７

1 金 晴 3 3 6 1102

2 土 晴 3 4 7 1109

3 日 0 1109 休館日

4 月 雨 4 1 5 1114

5 火 雨 1 3 4 1118

6 水 晴 9 14 23 1141

7 木 曇 4 24 28 1169
・初年次ゼミ
　（芳賀康朗先生、栗野理恵子先生と学生16名）
・博物館見学（神研学術講演会講師：桐原健真氏）

8 金 晴 1 219 220 1389 ・博物館見学（教育学科１年生の学生217名）

9 土 曇時々雨 3 0 3 1392

10 日 晴時々曇 79 0 79 1471 オープンキャンパス
・キャンパスツアー45名

11 月 曇時々晴 2 3 5 1476

12 火 曇のち雨 2 7 9 1485

13 水 晴 1 0 1 1486

14 木 曇のち雨 2 7 9 1495

15 金 雨 8 15 23 1518

16 土 雨 15 0 15 1533 史料編纂所　古文書講座：古代②

17 日 0 1533 休館日

18 月 晴のち雨 4 2 6 1539 海の日（授業実施）

19 火 雨 0 8 8 1547

20 水 晴 5 2 7 1554

21 木 晴のち曇 3 1 4 1558

22 金 晴 3 0 3 1561

23 土 晴 4 3 7 1568

24 日 0 1568 休館日

25 月 晴 0 2 2 1570

26 火 曇時々雨 1 1 2 1572

27 水 晴 2 0 2 1574

28 木 雨のち晴 6 0 6 1580

29 金 雨のち晴 1 1 2 1582

30 土 雨のち晴 4 0 4 1586

31 日 晴 69 12 81 1667 神道博物館　夏休み親子教室①
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月 日 曜日 天　気 一　般 学　生 合　計 累　計 備　　　考

８

1 月 晴 4 1 5 1672

2 火 晴 4 6 10 1682 ・博物館見学（高田高校キャンパスツアー53名）

3 水 晴 2 1 3 1685 ・初年次ゼミ（教育：渡邉毅先生と学生10名）

4 木 晴のち曇 0 0 0 1685

5 金 曇時々雨 12 5 17 1702 神道研究所　夏休み子ども講座

6 土 曇時々雨 69 1 70 1772 オープンキャンパス

7 日 晴 53 0 53 1825 オープンキャンパス

8 月 晴時々雷雨 66 0 66 1891 神道博物館　夏休み親子教室②

9 火 晴 8 1 9 1900

10 水 晴 1 1 2 1902

11 木 0 1902 山の日
休館日

12 金 0 1902

学校閉鎖（16日まで）

13 土 0 1902

14 日 0 1902

15 月 0 1902

16 火 0 1902

17 水 曇 11 1 12 1914

18 木 雨のち晴 8 0 8 1922

19 金 晴 6 0 6 1928

20 土 0 1928 休館日

21 日 0 1928 休館日

22 月 雨 7 0 7 1935

23 火 曇 5 3 8 1943

24 水 晴 10 0 10 1953

25 木 曇時々雨 7 0 7 1960

26 金 曇 6 5 11 1971

27 土 晴 52 0 52 2023 ・博物館見学（萼の会49名）

28 日 0 2023 休館日

29 月 曇 11 0 11 2034

30 火 雨 12 7 19 2053

31 水 晴 13 23 36 2089

合　　　計 1054 1035 2089
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皇學館大学 創立140周年・再興60周年記念展示アンケート
期間：4/30～8/31　
来館者数　2089名　

アンケート回答数　 561件　
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皇學館大学 創立140周年・再興60周年記念展示アンケート感想

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
又、改めてじっくりと拝観させて頂きます。
ありがとうございました。

70代 男性 教員 館友 伊勢市内
大系的にコンパクトによくまとまっている。
特に図録は大変すばらしい。

30代 男性 会社員 一般 県外 京都府 歴史的な人物の生の史料がみられてよかったです。

60代 男性 教員 一般 県外 兵庫県
丁寧に大学の歴史を展示されており、たいへん興味深かったです。
貴学の各々の発展を祈念しております。

60代 男性 神職 館友 県外 富山県 導線、動線を指示した方がよい

70代 男性 神職 館友 県外 － ご苦労さま

60代 男性 教員 一般 県外 －
しっかりと史料を保存されていて素晴らしいと思います。
ご発展をお祈りします。

30代 男性 教員 館友 伊勢市内 大学の歴史を知ることができ、大変勉強になりました。

60代 男性 会社員 一般 県外 東京都
展示スペースの関係もあると思いますが、準備も大変であったとも思います。
もう少しスペースが欲しかった。

60代 男性 神主 館友 県外 愛知県 テレビは良かったけど、もう少し場所があれば何人か見れたと思った。

70代 男性 その他 館友 伊勢市内 コンパクトにまとめられて大変よかったと思います。

20代 男性 神職 館友 県外 愛知県 多くの本があり、ゆっくり見に来たいと思いました。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内

普段は展示されていない映像展示が興味深かった。
カラー映像のため、白黒映像よりも動画内の人々に親近感がわいた。
また、動画の音楽やナレーションの声が展示を 1回周っている時にも聞こえてき
て居心地が良かった。
今後も、音の展示があるとより楽しめると感じた。
また、映像展示の椅子が胡床だったのが、神社らしさがあって座っていて面白かった。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
絵はがきが状態の良いまま見ることができ、見ていて楽しかったです。
ボタンが可愛かったので、今もアレンジしたら使えそうだなと思いました。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
史料が現代にもあんなに鮮明に残っていることに驚いた。
パネルも読みやすく、見やすい展示だった。
皇學館の長い長い歴史を知ることができ、愛着、尊敬することができた。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 大学の歴史を知ることができた。制服があったことを初めて知りました

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
自分の通っている大学の歴史を知ることができて良かった。
普段は見られないものも見れて良かったです。

20代 男性 大学生・院生 館友 伊勢市内 年表のタペストリーやパネルなどよく作りこまれていてよかった。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
神道に関する展示物はこのような所でしか詳しく見られないと思うので大変楽しく
見ることができました。
神道で使われる道具を初めて直接見て、少し感動を覚えました。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
再興後の貴重な映像や、パンフレットなどの貴重な資料を見ることができ大変よ
かった。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
皇學館大学の歴史について改めて知ることができとても良い展示だったと感じま
した。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
皇學館大学の歴史がよく知れた。
ふつうでは見ることのできない神社の中やお供え物が模型で分かり勉強になった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
皇學館大学の歴史について面白い展示がいくつもあったのでとても楽しんで見るこ
とが出来ました。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 神宮皇學館時代の展示は、今は見ることのないものばかりで面白かった。

20代 男性 大学生・院生 在学生 県外 愛知県 映像資料とかで昔の皇學館がどういったふうだったのかを知れてよかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 名張校舎の幻の図案は自分が見つけてきたものです。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
・皇學館の表規が、元は皇学館ということに印象が残りました。
・学生寮の歴史に一番興味をもちました。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 館史を学ぶうえで、貴重な資料を見ることが出来てよかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 皇學館大学とそれにまつわる神道の歴史について、日頃の学習以上に理解が深まった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 皇學館大学の歴史が分かりやすく展示されていて面白かった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
非常に興味深いものばかりで面白かった。
皇學館の歴史について、じっくりたっぷり知れた。
ビデオもあり、とても面白かった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
長谷川先生、学芸員の方々、最高に面白かったです。
皇學館の歴史についてよく学べました。
皇學館の深くて長い歴史を分かりやすく知ることができました。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 身近に博物館があると思っていなかったので授業の一環とはいえ楽しむことができた。

70代 女性 自営業 一般 伊勢市以外の三重県内
初めて拝見致しました。
とても良かったです。ありがとうございました。

年齢 性別 職業 皇學館との
関係 住まい 感　　　　　想
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70代 男性 その他 一般 伊勢市以外の三重県内 玉串が神社によって向きが違う事を知った。

10代 男性 大学生・院生 在学生 県外 高知県 大学の伝統及び神社についての知識を得る事ができた。

10代 男性 大学生・院生 在学生 県外 高知県
実際に色々な資料を見ることができて面白かったです。
特にビデオに惹かれました。

40代 男性 会社員 館友 伊勢市内 大学の歴史が分かりやすく展示されていたと思いました。

40代 男性 教員 館友 伊勢市以外の三重県内 本企画に関わられた人の熱意を感じました。

60代 男性 会社員 一般 県外 千葉県 長い歴史がよくわかりました。

50代 女性 会社員 一般 県外 千葉県
エントランス正面の展示品は庶民の生活を知るのにとても良いと思った。
楽しそうで、見ているこちらも楽しい気持ちになれました。
ありがとうございました。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
フィルム映画が大変よかった。
山室山参拝が、当時も行われていたことを知れてよかったです。

50代 女性 その他 一般 伊勢市内 皇學館の事がわかって良かったです。

50代 男性 会社員 一般 伊勢市内
貴重な展示品を拝見できてよかったです。
ありがとうございました。

40代 女性 その他 館友 伊勢市内
改めて母校の歴史をたどることができ、嬉しいです。
この展示に尽力された全ての皆様に敬意を表したいと思います。
ありがとうございました。

50代 女性 自営業 一般 伊勢市内 皇学館の様子を通して明治大正昭和の伊勢、神宮が知れた

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
絵葉書等たくさんの写真が展示されており、
当時の大学の様子が分かり面白かったです。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
元精華寮生なので、寮の歴史を取り扱ってくれたのが嬉しかった。
より、皇学生としての自覚を持てるような良い展示であったと思う。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
フクちゃんブンちゃんの展示がとても良かったです。
フクちゃんブンちゃんの展示を増やしてほしいです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 興味のある事が知れてとても有意義でした。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内

とても興味深かった。
展示品の説明されているパネルが大学のマークだったり、学生服 (男子 ) から当時
の人はとても小さいのだなと時代を感じさせられた。
また「お手を触れないで下さい」という注意書きでは、キャラクターが描かれてお
り、しかも今回の企画展に登場するキャラクターだったことが面白かった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
神宮と皇學館の歴史について深堀されていて勉強になった。
模型などもあって分かりやすかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 皇學館の歴史だけでなく神宮の歴史について知ることができてよかったです。

60代 男性 教員 一般 県外
京都/
滋賀　

充実した内容、ビデオも楽しみました。
ありがとうございます。

60代 女性 教員 一般 県外 滋賀県 歴史の変遷に触れることができました。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
皇學館大学に名張学舎があったことを知ることができた。
ジオラマも本格的だったので見ていて楽しかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
記念映画を拝見しましたが、旧 1号館や生活の様子があり、今と違う点、変わっ
ていない点など気づくことが多くありました。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 ソノシートが今後展示されることが楽しみです

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 皇學館の長い歴史がよくまとめられていて良いと思った。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
体育館とグラウンドの間に存在する石積みの門の正体が、惟神道場の正門だと分
かってよかった。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
展示物はとてもきれいだと思います。
いろいろな展示物を鑑賞した後、歴史と文化の伝承が見られます。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 展示品は美しい

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 かつての校舎の写真を見ると 140 年の歴史を感じられて感慨深い。

20代 男性 大学生・院生 在学生 県外 愛知県

皇學館大学の昔の姿を知る事ができて良かったです。
映画内で父兄会なる、学生からしたら地獄のような制度が導入されていた事に驚き
ました。
シュールなゆるきゃらや社会福祉学部のキャンパスなどは、歴史と離れすぎた為、
失敗したのだと思いました。
倉陵祭が単なる文化祭ではなく、神社的な祭祀を根幹にした行事である事を再認識
しました。
フィルム上映の位置が若干死角にある気がしました（見つけずらい）ただ、全体を
見た後の帰りに見てもらう意図であるなら良いと思いました。

20代 男性 会社員 館友 伊勢市以外の三重県内
皇學館の歴史をよく知れた。
当時の学生生活を知る事の出来るパンフレットの展示は、大変おもしろいもので
あった。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 ブンちゃんよかったです。

年齢 性別 職業 皇學館との
関係 住まい 感　　　　　想
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20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
皇學館大学の歴史について、改めて理解できた。
昔と今の建物の位置が異なっていたり、昔は制服があったりなど、もう今では見る
ことのできない光景を写真などで見ることができて興味深かった。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
皇大の歴史を全学年に知ってもらいたい。
在学している大学を誇りに思いました。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
創立 140 周年・再興 60周年にあたって史料を探してみたが、展示してあるものと
は別のものが見つかったので展示物を見比べてみたい。

30代 男性 公務員 館友 伊勢市以外の三重県内 なつかしかった。そして面白かったです

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 日本の歴史や文化について改めて触れることができ、良かった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 皇學館や伊勢についての資料が展示されており、大変勉強になった

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 昔の大学のことが知れて面白かった

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 戦前の写真が見ることができてよかった

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
お祭りに関する展示物とか、活動の場面を見て素敵だと思っています。
もう一度、神道博物館に来たいです。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
展示物を見ることを通して、神社の文化をより深く理解できた。
本大学の歴史は真実に感じさせ、読書より理解しやすいし、感想も豊かになった。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
昔の制服や使用されていた実物の展示が多く、当時の様子をよく知ることができた。
また、章ごとに分かれた展示でより分かりやすかった。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
大学の歴史を詳しく学ぶことができ、面白かった。
特に、記念映画が興味深く、また見に来たいと思った。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
在学している本学の歴史を授業以外で触れられたので、違う視点から見ることでま
た深く学ぶことが出来たと思いました。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
私は寮で生活しているのですが、昔は別の場所に寮があったり、1日のスケジュー
ルが今と時間が違ったり、いろいろな部分で変わっていることが知れて面白かった
です。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
現在と過去を写真や実物で比較でき、見ていて面白かった。
映像での紹介も、静止画だけでなく動きがあって飽きなかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内

神宮の重要なものや神様に捧げる食べ物など、あまり知らなかった細かいものまで
展示されていて、良い勉強になりました。
また、これから 4年間通うことになる皇學館の歴史を知ることができて良かった
です。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
数十年前のパンフレットや、当時の制服を見ることができ、皇學館の長い歴史を実
感することができました。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
全国各地の絵馬が飾られているのが素敵で、色々な神社に行ってみたいなと思いま
した。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 昔のことが知れてよかった。伊勢神宮の偉大さが分かった。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
大学のキャンパスの近くにこんなに立派な地元のことをよく知れる博物館があるこ
とを知れてよかったです。

10代 男性 大学生・院生 在学生 県外 静岡県
貴重な展示物も多くあり、とてもよかった。
旧講堂の展示が個人的に面白かった。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 文字資料以外の絵葉書なども多く展示されており、目で楽しむこともできた。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
神社のことが詳しく書かれていて、とても面白かったです。
特に、神様のご飯の配置、食べ物は初めて見たので、とても勉強になりました。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
制服があるのが良いと思った。
松浦先生の展示品、どれかわからなかった。キャラクターが可愛かった。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
ブンちゃんとフクちゃんが可愛かった。
文書の文字がキレイだった。国旗に書かれている名前が格好良かった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 とても美しく、歴史のある展示物ばかりで良かったです。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
寮の歴史が、大学の歴史と共に学べたので面白かった。
現在使っている場所と、昔のその場所との比較ができ、文字のおもみを感じた。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
授業で習った概要に加えて細かな知識が展示されており、学外の方が見ても皇學館
の事を知ってもらえる内容だと感じました。

50代 男性 教員 一般 伊勢市内

学生に紹介するために、まずは自分の目で見ようと参りました。
長谷川先生のセンスが確認できました。ありがとうございました。
本学学生（特に教育学科）は、この博物館に足を運ぼうとしません。
このイベントを契機に周知させたいと思っています。
本学の歴史を学ぶ、大変よい機会だと思っております。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 とても面白かったです。

50代 男性 公務員 一般 県外 愛知県 神道の博物館は珍しく、興味深くよい時間を頂きました。

20代 男性 公務員 一般 伊勢市以外の三重県内

映像展示や、1章から 6章にいたる展示など来館者を飽きさせない構成になってい
てよかった。
キャプション等も、140 周年の記念というのがにじみ出ていて面白かった。
皇學館の知らない多くの事を知れてよかった。
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20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 今の大学との差異をよく知れた。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
聞くだけでは絶対に分からないことがあるので、実際に見る機会があるのは良いこ
とだと思った

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
自分が在学する皇學館大学の、ずっと昔について知ることができてとても良かった
です。
放映されている映像がとても興味深くて見入ってしまいました。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内

皇學館大学に入学して 2年経ち、講義等で皇學館の歴史について学ぶ機会はあり
ましたが、オンライン環境での学習が続き、その歴史を直接見聞する機会は限られ
ていました。
今回、記念展示を拝見したことで、皇學館の歴史をより鮮明に感じることができた
ように思います。
また機会があれば、今回のような記念展示に足を運びたい所存です。

40代 男性 会社員 館友 県外 滋賀県
寄贈品が多く、本物であることに見応えがありました。
貴重な資料が多く、有り難いひと時でした。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
今自分が通っている大学の歴史が知れた。
どんな制服だったか、どんな生活を送っていたのかというのが良く分かった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
2回目の見学でしたが、建物配置の変化など気付かなかった細かな点が多くありま
した。
頭を整理してまた見学したいと思います。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 展示が目線の高さに配置されていてとても見やすかったです。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
前から少しは知っていたことや、それ以外のことも詳しく知ることができたので大
変よい経験になった。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
自分が通う大学が、とても古い歴史をもっていることを再認識しました。
本学の学生であることを誇りに思える展示でした。

40代 男性 その他 館友 県外 東京都 創立からの歴史の流れがよく理解できた。

50代 男性 会社員 一般 県外 愛知県 ありがとうございました。感謝

50代 男性 教員 館友 県外 静岡県 皇學館の歴史をふり返ることができてよかった。

50代 男性 会社員 一般 県外 大阪府 貴重な資料、有難うございます。

50代 女性 自営業 一般 県外 岐阜県 解説を聞いてみたくなりました。いずれもとても美しい展示でした。

40代 男性 会社員 一般 伊勢市以外の三重県内 知らない事が多く学べたので良かったです。

50代 男性 会社員 一般 伊勢市以外の三重県内 もっと校外へもPRしておくべき！（いい施設）

50代 女性 公務員 一般 伊勢市以外の三重県内 とても素敵でした。またゆっくり来て、しっかり見たいです。

50代 女性 その他 一般 県外 －
・衣装の展示を増やして欲しい。
・造花の良い物をせっかくだから使って欲しい。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 授業の範囲から離れたことを学ぶことができた。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 140 周年記念の展示物をみて、皇學館の歴史について知ったのでよかったです。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 展示を見て伊勢の文化や歴史について学ぶことができました。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 聞いたことがあるのが何個か展示されていて、実物を見れてよかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 授業で学んだ内容を復習できて、良かった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 文字が小さい

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
2回目ですが再度大学の歴の長さを感じたのと、展示物一つ一つに魅力を感じるよ
うになりました。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
ロータリーのところに講堂があったことを知らなかったので、今回の展示で初めて
見ることができました。
全焼してしまったのがもったいないくらいで素敵な建物だと思いました。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 説明がシンプルで長すぎず、わかりやすかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 歴史ある展示物がたくさんあって良かった。

10代 その他・非回答 大学生・院生 在学生 伊勢市内 分かりやすく説明された説明文でよくその物について理解できよかったです。

30代 女性 公務員 館友 伊勢市以外の三重県内
久しぶりに来ました。
これからもいろいろな企画展をしてほしいです。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 自分が通う皇學館の歴史を知る良い機会となった。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 知らなかった皇學館の歴史が想像以上に面白かった

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 歴史を知れて面白かった

20代 男性 大学生・院生 在学生 県外 愛知県 面白かったです

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
・皇學館の成り立ちを、授業で紹介されて、展示をぜひ見たいと思い来ました。
・昔の学生たちの生活などについても紹介されていて、とても興味深かったです。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内

・1号館の様子を知ることができてよかった。
・昔の校舎の写真を見るのが楽しかった。
・卒業証書が大きくて驚いた。
・皇學館にキャラクターがいるとは思わなかった。
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20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
在学生なこともあり、この学校の歩んできた歴史を疾駆的に知れ面白かった。
古くからの文書から近代のパンフレット・ゆるキャラまで幅の広さが 140 年続く
皇學館らしかったです。

60代 男性 自営業 一般 伊勢市以外の三重県内 もっと映像を使用した説明があると良い

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 皇學館大学にブンちゃん・フクちゃんというキャラクターがいたことに驚いた。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
授業で聞いた展示品を直接知ることができ、皇學館の歴史を学ぶことができて楽し
かったです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
学内での生活の様子を映画にされているものを、今、現代で見ることができ、とて
も感動しました。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
知らないことがたくさんあって、とても面白かった。
写真が多くあったので、当時の様子が分かりやすかった。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 大学のキャラクターグッズが思っていたより結構あり、興味深く感じられた

50代 男性 公務員 館友 伊勢市以外の三重県内 六角講堂が今も残っていればと思うと残念です。

40代 女性 公務員 館友 伊勢市以外の三重県内 卒業証書が立派で、重みを感じます。

60代 男性 その他 館友 伊勢市以外の三重県内 大変よかった。未だまだ勉強です

30代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 静かで見やすかったです。

80代以上 女性 その他 一般 県外 神奈川県
日本人である事に誇りを持ちたいと思いました。
皆で日本の事を考えたいと思います。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 神宮皇學館時代からの貴重な史資料が見れて良かった。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 学生便覧で当時の皇大生の生活が知れたのが印象深かった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 館町時代の皇學館の全体像を知れてよかった

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 模型が沢山あって楽しかったです！

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 とても良かったです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 焼けた屋根の一部が生々しかった。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
今回で三回目ですが、何度行っても新しい発見があっておもしろいです。
神道にゆかりのある神宮道場の移動や、他のくずし字を見て、本文と交互に見なが
ら、勉強しましたがくずし字は難しいですね。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
今回、印象に残ったのは学徒出陣時の国旗の書付です。
学徒出陣時の背景、それを見送る学生たちの心情を感じました。

80代以上 男性 その他 一般 伊勢市内 大変良かったです

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
皇學館の歴史について知ることができた。
パネルや展示物が多く、分かりやすかった。
ムービーは、昔の様子について知ることができた。

10代 その他・非回答 大学生・院生 在学生 伊勢市内 テープが見れたのが良かったです。また来ます。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内

まだ博物館の自分なりのまわり方をみつけていないため、分からないながらもじっ
くり見ました。
時代ごとに整理されており、見やすかったです。
柵がない場所が少し危ないと思いました。

60代 女性 その他 一般 伊勢市以外の三重県内
S47 の皇學館大紹介映画が興味深かった。
廃学と復興の話に興味をひかれました。

10代 男性 中学生以下 一般 伊勢市以外の三重県内 皇學館の良さを知れた。

10代 男性 中学生以下 一般 伊勢市以外の三重県内 皇學館の良さを知れた。また来たいです。

10代 女性 中学生以下 一般 伊勢市以外の三重県内 模型などが細かくてすごく面白かった。

10代 女性 中学生以下 一般 伊勢市以外の三重県内 昔のことを知れたし、知らなかったこともたくさんあった。

10代 女性 中学生以下 一般 伊勢市以外の三重県内 昔のことが知れて楽しかった。

20代 女性 自営業 館友 伊勢市内
皇學館の歴史が良くわかる展示でした。
オリジナルペーパークラフトが可愛かったです。

20代 女性 大学生・院生 在学生 県外 東京都
楽しく皇學館の歴史について再度学ぶことができました。
視覚的に実際のモノを見ると深く知ることができて、とてもいいなと思いました。
（展示みやすかったです！おつかれさまでした。）

50代 女性 教員 館友 伊勢市以外の三重県内 すばらしい展示をありがとうございました。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 歴史がよく分かりました。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 展示を見て、思ったよりも知らないことが多かったことに気づけた。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 歴史ある展示物が多くて興味深かった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 当時、お供え物として送られていた食べ物等が以外と現代チックでびっくりした。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 神道や、神宮についてだけでなく皇學館大学についても知ることができてよかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 建物の変化に驚いた。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 皇學館の長い歴史をより詳しく知る事が出来ました。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 昔から朝廷に重要視されていると感じた。
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50代 男性 その他 館友 県外 愛知県
創立 140 周年特別展。
学生時代を思い出し、大変懐かしくなりました。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 特になし

70代 女性 自営業 一般 伊勢市内
父・祖父・曾祖父共、皇學館卒なのですいこまれる様な気持ちでよかったです。
有り難うございました。

50代 女性 その他 一般 伊勢市内 すばらし神道の歴史がわかりました

60代 女性 その他 一般 伊勢市内 貴重な展示をみせて頂き有難うございました

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 面白かったです。

50代 女性 会社員 一般 県外 埼玉県 勉強になりました。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 パネルの説明が分かりやすく授業のレポートを作るためのメモとしてとりやすかった。

10代 その他・非回答 大学生・院生 在学生 伊勢市内 ビデオが追加されていたのが良かったです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
自分の大学について詳しく知る機会を持つことができて、よかったです。
展示もどれも面白くて分かりやすかったです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 入口で上映されていた映画で、当時の様子を見ることができて興味深かった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 新しいのがあって面白かった

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
授業で習っていた以外のことをより詳しく学ぶことができました。
映像図解も分かりやすかったです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 寮生なので、昔の寮と現在の寮を比較できて面白かったです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 皇學館の歴史について資料を見ることで深く知る事が出来た。

70代 男性 大学生・院生 一般 伊勢市内 講堂。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
国学入門で聞いていたこの皇學館大学の歴史を実際に目で見ることができて良かっ
たです。
聞くことより目で見る方がより楽しめました。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 今日は 3回目ですが、毎回見るたびに違う感想が出てきて楽しいです。

50代 女性 その他 館友 伊勢市以外の三重県内 卒業生ですが知らないことも多く学びになりました

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
絵葉書に写っていた徴古館の外観が今と少し違ったりと、大学周辺を散策したくな
るきっかけになった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 私が皇學館高校で学んでいたこともあり、とても親しみやすい展示でした。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 いろんな視点で見ると、とても面白いです。

20代 女性 その他 館友 県外 愛知県

キャプションに花菱紋がデザインされている点など、細部までこだわりを感じました。
映像展示も充実しており、特に貞明皇后行啓時のルート撮影方向を載せたパネルが
一緒に展示されていた点がわかりやすくて良かったです。
大変興味深い展示でした。
また、チラシに載せたQRコードを読み取ると音源が視聴できるようにした点も
面白そうで良い取り組みだなと感じました（※拝観した時はまだ準備中だった）
徴古館の絵葉書や鳥瞰図の展示のところに現在の徴古館の写真を添えたら、昔と今
で建物がどう変化したか比較しやすかったと思います。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 感動しました。ありがとうございました。

60代 男性 教員 一般 県外 山口県 大学の歴史に感動致しました。ありがとうございます。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
とても楽しかったです。
自分の大学について学べてとても勉強になりました。

60代 男性 その他 一般 県外 大阪府

皇學館の歴史が理解でき良かったです。
S47のビデオに存じあげている先生方の若き姿があり楽しくもありました。
敗戦で失ったことのひとつも知ることができました。
令和の時代に皇學館大学が建学の使命を時代に則して果たされることを願います。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 皇學館のこれまでの歴史について時代順に詳しく知ることができてよかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 解説がとても分かりやすく展示されていたので、また来たいと思いました。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 皇學館に深い歴史があり、愛されていることがわかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 皇學館の展示がわかりやすくされていて、とても興味深かったです。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 皇學館の歴史に触れられて、とても面白かった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 解説の文字を大きくしてほしい

60代 男性 公務員 一般 伊勢市以外の三重県内 ビデオがよかった

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
この展示を見て、伊勢と皇學館についてとても詳しく知ることができました。
今回は時間がなくて少ししか回れませんでしたが、また時間のあるときに来て、
じっくり見たいと思いました。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 何度か来ていますが、見るたびに皇學館の歴史の長さを感じることができます。

60代 男性 その他 一般 伊勢市内 懐かしい映像が良かった。

60代 女性 その他 一般 伊勢市内
楠部町民ですが、こんなに近くに博物館があるなんて今まで知りませんでした。
展示内容も興味深くまたゆっくり見に来たいと思いました。
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10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
説明パネルと資料の位置が見やすいところにあり内容が頭に入りやすかった。
とくに、映像資料は当時の様子が見ることができて面白いと思った。

70代 男性 その他 一般 伊勢市内

焼失した八角堂の内部で、雨の日にランニング練習をした倉田山中学時代でのクラ
ブ活動の日々を思い出します。
本館玄関 (現記念館 )の、当時のげた箱が目に浮かんできました。
楽しかったです。

70代 男性 その他 一般 伊勢市内
現在、お伊勢さん観光案内人をしています。
大変勉強になりました。

30代 女性 会社員 一般 伊勢市内 近所にある大学なので歴史を知れて良かったです

70代 男性 その他 一般 県外 奈良県 神饌などの勉強になりました。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 皇學館の歴史について深く知れた。

60代 男性 その他 一般 伊勢市内 これまでよく知らなかった皇學館の歴史が良くわかりました。

70代 男性 その他 一般 県外 大阪府
大学の歴史が具体的に分かってよかった。
一般には見ることのできない絵ハガキ等の資料が展示してありよくわかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 昔の皇學館について知れて面白かった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 昔の皇學館大学の貴重な資料を見ることができて良かった

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 今回の企画展を見て、大学の細かい歴史を知ることができた。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 平成初期の大学案内パンフレットが、見ていてとても面白かったです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 皇學館の 140 年の歴史を、実物を見ることによりよく理解できた。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 資料がたくさんあり、見ていてとても楽しかったです。

30代 男性 会社員 一般 伊勢市内 皇學館の歴史がよく解りました。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 映像があって面白かったです。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 落ちついた空間でした

80代以上 男性 その他 一般 伊勢市内

私は学童疎開でこの地にやってきて住みついたものです。
中学高校のころ皇學館大学（そのころは倉田山中学になっていた）キャンパス内で
学びました。
元大学の先生方からも教えていただき、その後いろいろ役立った様々なこと教えて
いただきました。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
展示を見学して、展示品の説明について短い文でとても具体的に書かれていたため、
とても読みやすかったです。
また来たいと思いまいした。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
新たに追加展示されていた貞明皇后と裕仁親王・良子女王両殿下の貴重な映像をフ
ルバージョンで見ることが出来、とても感動した

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 細かな部分ではあるが、新しい展示が追加されていたりしていて大変面白かった。

70代 女性 その他 一般 県外 大阪府

貴重な映像をみました。
できれば音声での説明があれば、さらによく分かり、よかったと思いました。
祖父が神社の神主をしていました。
神詞をどのように考えて書いて読みあげていたのか今になって懐かしく思い出しま
した。
聞いておけばよかったと・・・

70代 女性 自営業 一般 伊勢市内 77年伊勢に住んでますが、展示物が素晴らしく興味深く見せていただきました。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
フィルムや制服など実物を見ることができて、面白かった。
皇學館大学の知らない一面を見ることができてよかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 とてもよかった。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 皇學館大学の歴史・伝統を知ることができ、よかったです。

50代 男性 会社員 一般 伊勢市以外の三重県内
貴重な映像が発見されたとの報道を見て来館しました。
期待どおりの展示でした。

60代 女性 その他 一般 伊勢市以外の三重県内
皇學館の戦後の歴史が良くわかりました。
戦後貴学の貴重な資料も名大に移管されたと、等も

50代 男性 自営業 一般 伊勢市内
近隣の学文施設ながら知らない事が多かったので、一通り (簡単な ) 理解が出来て
良かったです。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 見るたびに新しい発見があり、おもしろいです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
きれいに残っているのがすごいと思いました。
ブンちゃんとフクちゃん♡

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
映像が増えていてすごく良かったです。
でも、映像が見にくかったです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 とっても歴史を知れて、その時代にいたのかと思いました。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 歴史がいっぱいありました。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 歴史を感じました。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 とっても歴史を知れました。
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20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内

伝統や歴史の文化を重んじるという流行は、最早、昨今の現代人には見られないこ
とは多いだろう。
単に「歴史や受け継がれてきた伝統があった」というだけでは、最終的に地元の人
に口惜しまれて終わりを迎えてしまうだろう。
現代を生きる若者に歴史を学ばせて伝えたいと思うものを、その痕跡を、今わかる
ようにわずかでも残すべきであると私は思う。
優しい展示であった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 皇學館の歴史について深く学べることができて良かったです。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 歴史について詳しく知ることができた

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 説明が詳しく書かれており、再現も多くのものがされていた為わかりやすかった。

10代 その他・非回答 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 皇學館について深く知れて面白かった。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
建物の変化や構造がわかりやすく書かれていてよかった。
男子の制服と女子の制服を隣同士に並べたらいいのでは？と思った。

50代 男性 その他 一般 県外 滋賀県 今後も充実され続けられることを念じます

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 神道について知れた

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 すごかったです

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 とても、参考になりました。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 大変興味深いものがたくさんあった。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 沢山昔のことが知れて、とても良かったです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 県外 和歌山県
自分が知らないことがたくさん知れてよかったです。
神社の歴史などを知れてよかったです。

40代 男性 自営業 一般 伊勢市内 吉田茂が総長をしていたのは知らなかった。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
非常に意味深い資料や展示ばかりで見ていて楽しかった。
レポート頑張ります。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 授業で習ったことが沢山あって、より興味が出た。

40代 女性 その他 一般 県外 愛知県 貴重なものが見れて良かったです。

70代 男性 その他 一般 県外 愛知県 学生のことや、神様について知りたかった。

60代 女性 その他 一般 県外 愛知県 展示されたものが丁寧に作られていて実際の様子が分かりやすかった。

60代 男性 - 一般 伊勢市以外の三重県内
祭祀について大変勉強になりました。
また、開学 90周年の映像に高校柔道部の先輩が映っていて懐かしかったです。
ありがとうございました。

70代 男性 会社員 館友 県外 大阪府 すばらしい

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 神饌が本物のように見えて、再現度が高かったです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 展示が興味深かったです。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 展示物を皇学入門を通して見ることができてよかった。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
皇學館大学の歴史が学べた。
本で読むよりここで見たほうが臨場感があった。

80代以上 男性 その他 一般 伊勢市内 色々展示されていてゆっくり見させてもらいました。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 映像に出てきた盆踊りが郡上の徹夜踊りに似ていた。

20代 女性 大学生・院生 在学生 県外 ポーランド

英語があって、とても良いと思います。
神饌の展示が特に面白い。
綺麗なものがいっぱいあって、インスタが好きな方にとって面白くて、神道に興味
がなくても、来たら嬉しいと思う。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 歴史を知れてよかった。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
写真や映像を通じて、自分が知らない皇學館の歴史をより知ることができました。
とても良かったです。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 昔の食について知れた。

60代 男性 その他 一般 県外 大阪府 大学の歴史がよくわかりました。

60代 女性 その他 一般 県外 大阪府 大変おもしろかった。この大学の歴史が特に興味深かった

20代 男性 会社員 館友 県外 大阪府 展示が暗くて見にくい部分があった。

40代 男性 その他 館友 伊勢市以外の三重県内
本学創設の歴史についてよくまとまられており理解しやすいものであった。
次回企画展を期待している。

60代 女性 会社員 館友 伊勢市以外の三重県内 展示物の充実に感心しました。ビデオが懐かしかったです。

70代 女性 その他 一般 伊勢市以外の三重県内 大変興味深かったので良かったです

40代 男性 会社員 一般 県外 静岡県 神宮以外の神社の品もあってよかった（常設？）

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
火災によって建物は崩壊したが、瓦は無事であったことを知り頑丈にできていたこ
とが分かった。
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20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
皇學館の歴史について触れることができる必常に良い経験だと考えられた。
地域のお子様からお年寄りまで文章だけでなく、展示品と合わせて拝見することで
楽しみながら学べるため、居心地の良い空間であると感じた。

50代 男性 会社員 一般 伊勢市内
大学周辺の移り変わりを見ることができて楽しかった。
六角講堂の建物がとても印象的です。

40代 男性 会社員 館友 伊勢市内
すばらしい展示でした。
今後も期待しております。

50代 男性 会社員 一般 県外 滋賀県 戦後の歴史的背景が知れ、日本人が大切にすべきことが伝わってきました

60代 女性 会社員 一般 県外 愛知県 資料が豊富に展示されていてよかったです。

20代 女性 大学生・院生 一般 伊勢市内 日本文化・精神をまもる役割があるところに関心を持ちました。

20代 女性 その他 一般 伊勢市内 今後も本学で業務をするにあたり、大変勉強になりました。

60代 女性 その他 一般 県外 山梨県
・時間を取ってもっとゆっくり見学したかった
・珍しい物が多くとても興味深かったです
・息子が神職についてますので見学に来ました。

20代 女性 会社員 館友 伊勢市内 皇學館の歴史の深さを学ぶことができた。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 歴史を知ることができて、とても興味深かった。

50代 女性 教員 館友 県外 兵庫県

懐かしく、新しくなった校舎や道場など時代の流れを感じました。
再興のこと、神宮皇學館のことなどもっと知りたいもっと学んでおけばよかったと
感じることがたくさんありました。各地神社の絵馬も楽しかったです。
次回の特別展があることを願いまた訪れたいです。

50代 女性 教員 館友 県外 愛知県
懐かしい大学の様子や、神社の説明を拝見して嬉しかったです。
大学の発展もわかり、増々のご発展を祈念します。

50代 男性 教員 館友 県外 北海道
23分のビデオが良かったです。
制服姿の当時の学生と、田中教授が見れて嬉しかったです。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 皇學館の歴史を改めて深く知ることができた。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 新しく発見された映像が、ニュースよりも分かりやすく理解できた。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 以前来たときと比べて少し変わった部分もあり楽しめた。

10代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
貞明皇后と昭和天皇の映像について、解説を増やしてもよいのではないかと感じま
した。

70代 男性 会社員 一般 県外 兵庫県 皇學館大学様の歴史を垣間見ることができました。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 何度見ても大変よかったです。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内
これまでに何度か展示を見てきたが、やはり長い歴史を持つ我が校はすばらしいと
感じた。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内
今回は 2回目だったが、何回来ても楽しく見れる展示だった。
写真や映像が多く、その当時の様子を見ることができたので貴重な体験ができた。

60代 女性 その他 館友 伊勢市以外の三重県内
校舎の写真、なつかしい恩師の姿をフィルムで見られて、改めて大学の歴史にふれ
る機会となりました。

60代 女性 教員 館友 伊勢市以外の三重県内
映像（DVD？）や旧校舎の写真など学生当時を思い出させる資料がたくさんあり
楽しく拝見しました。

40代 女性 自営業 館友 伊勢市内
興味深く拝見しました。
見易く展示されており、子供にも分かり易いと思いました。

10代 女性 高校生 一般 県外 広島県
社家の分家に生まれて幼い頃から展示されているものを見たり触れたりしていた。
でも、なぜそれがあるのか意味を知らなかったけど、知れたのでよかった。
展示品を上から見るなどの工夫もされていてとても面白かった。

50代 女性 公務員 一般 県外 広島県
説明がとてもわかりやすい。
また、展示の仕方が工夫されていて、知りたいと思うところがよく分かった。
再度訪れたいと思った。ありがとうございました。

20代 女性 大学生・院生 一般 県外 千葉県 神事の道具が沢山見れて良かったです。

50代 女性 会社員 一般 県外 千葉県 日本人として神事を詳しく知ることができ、大変勉強になりました。

40代 男性 その他 一般 県外 熊本県 今回、一般の方を連れてきたが、神社の事が少し理解できたと話してました。

50代 女性 自営業 一般 県外 大阪府
貴重なお品を拝見できまして、とても学びになりました。
ありがとうございました。

10代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 フクちゃんとブンちゃんのキャラクターが可愛かったです。

10代 女性 大学生・院生 一般 県外 東京都 とてもわかりやすく展示されていた。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市以外の三重県内 絵葉書や制服、ソノシートなど、当時の貴重な品を見ることができ良かった。

40代 男性 公務員 一般 県外 島根県
長い歩みを多角的に取り上げてあり、視野の広い展示で面白かったです。
倉田山の土地利用・施設配置の今昔図示がとてもわかりやすかったです。

20代 男性 公務員 館友 県外 京都府
皇學館の歴史の概要が良く分かる良い展示だと思う。
特に、神宮皇學館の時に海外旅行に行っていたのは驚いた。

20代 女性 教員 館友 県外 愛知県
皇學館の歴史が感じられる展示でした。
卒業してから今回の展示を見て、あらためて自分はすごい大学で学んでいたんだな
と思い誇りに思うと同時に、自分の自信の一つだなと思います。
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70代 男性 自営業 一般 伊勢市以外の三重県内
所功先生等の大学にゆかりの先生の顔が、懐かしい映像資料から拝見できてとても
良かった。

50代 男性 公務員 一般 伊勢市内

S47年の展示を映画が大変よかったです。
伊勢は 2年目ですが、本校については伊勢にきて初めて知りましたが伝統のある
学校である事を再確認しました。
鳥観図もよかったです。

50代 男性 教員 一般 県外 奈良県
神社に関する展示が面白かったです。
｢140 年｣ を拝見するつもりが、そちらに多いに興味を持ちました。
もちろん ｢140 年｣ の展示も良かったです。今後の益々の発展を祈ります。

20代 男性 会社員 館友 伊勢市内
皇學館のあゆみが良くわかりました。
多種多様な資料は大変見応えがありました。

60代 男性 会社員 一般 県外 愛知県
・神学の知識が乏しいので展示の良し悪しは不明
・今回供物にも各神社で異なっていることが判り勉強になりました

50代 男性 自営業 一般 伊勢市以外の三重県内
建学 140 周年、おめでとうございます。
これからも国民にひらかれた大学として、増々の御発展を祈念致します。
本日はどうも、ありがとうございました。

70代 女性 その他 一般 伊勢市内
旧倉田山中卒業生です。
焼失した講堂をチラシで見て、展示品にその関連のなにかがあれば見たいと思い来
ました。

20代 女性 大学生・院生 一般 県外 愛知県 神さまのごはんの展示と、絵馬の展示がお気に入りです♪

20代 女性 大学生・院生 一般 伊勢市以外の三重県内 全国の絵馬が見られるのが、珍しくて良いと思いました。

20代 女性 大学生・院生 一般 県外 愛知県 ありがとう。

60代 男性 教員 一般 県外 愛媛県
東京の國學院大學の博物館より小規模ですが、立派で分かりやすい展示だと思いま
した。
ありがとうございました。

20代 女性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 皇學館の歴史を資料で見ることができ貴重でした。

70代 女性 その他 一般 伊勢市内 昔の倉田山中学のおもかげを見る事ができ懐かしく思いました。

30代 女性 その他 館友 県外 岐阜県 新しく知ることと、懐かしくおもう事ができました。

50代 男性 自営業 一般 伊勢市以外の三重県内 百年の歴史の重みを痛感致しました。誠に有難う御座いました。

50代 男性 その他 館友 伊勢市内
皇學館大学の歴史がよく分かる展示がされていたと思います。
キャプションも分かり易い説明でした。

40代 男性 自営業 館友 伊勢市内 百四十年の企画展、素晴らしいものと感じました。

40代 男性 その他 館友 県外 京都府 大変勉強になりました。有り難うございました。

70代 男性 その他 一般 伊勢市以外の三重県内
廃校～再興の間の皆さんの思い。
再興に力強い支援者が沢山みえたのが皇學館の力かなと思いました。
乱文で申し訳ありません。

50代 女性 教員 一般 伊勢市以外の三重県内 普段見られない古写真や古地図を興味深く拝見しました。

70代 女性 － 一般 県外 京都府
参考になりました。
ありがとうございました。

60代 女性 その他 一般 伊勢市内

貞明皇后が伊勢に来られたときの映像があるとのことで拝見したいと思い来ました。
貴重なもので当時の様子がわかりました。
皇學館大学のことはよく知らず、知人が卒業生なので当時の学生さん達の中に写っ
ていないかと目を凝らして見ました。
展示もわかりやすいです。

60代 男性 会社員 一般 県外 東京都
充実した資料を拝見できて、とても良かったです。
また皇學館大学の歴史が興味深かったです。
ありがとうございました。

60代 女性 その他 一般 県外 東京都 とても興味をひかれる展示をされていて大変参考になりました。

50代 男性 会社員 一般 伊勢市以外の三重県内 見ごたえがあり、楽しめました。

60代 女性 その他 館友 伊勢市以外の三重県内
初めて博物館に来ました。
すばらしい博物館で感動しました。

50代 女性 公務員 一般 県外 福岡県 大変勉強になりました。

50代 男性 公務員 一般 県外 福岡県 創立から現在までの流れが分かり易く展示されてました。

40代 男性 会社員 一般 伊勢市以外の三重県内 全くわからない分野でしたが新しい発見がありました。

40代 女性 教員 一般 伊勢市以外の三重県内
ゆったり見てまわることができました。
展示も多方面からじっくり見れました。

40代 女性 公務員 一般 県外 岐阜県 貴重なものを拝見させていただきました。

50代 男性 公務員 館友 伊勢市内 企画展を多く開催して欲しい。

70代 男性 その他 館友 伊勢市以外の三重県内 本館をもっとマスコミ等でPRして下さい。

40代 男性 会社員 一般 伊勢市以外の三重県内
伊勢の歴史を資料とともに知れて良かった。
今後も伊勢の歴史をイベントで行ってほしい。

80代以上 男性 その他 - 伊勢市内 神宮に関する色んな物が豊富で、徴古館にない物を見る事が出来た。

年齢 性別 職業 皇學館との
関係 住まい 感　　　　　想
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40代 男性 会社員 一般 伊勢市内
皇學館大学の歴史の映像（授業風景や文庫等）はとても分かりやすく、当時の様子
（昭和 47年）がよく窺えました。

70代 女性 その他 一般 伊勢市内 皇學館大学の歴史を感じました。

40代 女性 自営業 一般 伊勢市内
小さな頃から側にあった皇學館。
今は娘も高校に通わせていただいていますが、展示を見て改めて色々知らなかった
と実感し、興味深く拝見しました。

20代 男性 公務員 一般 伊勢市内

地元にて高校生までその存在を知り乍ら、よく知らない所も多かったので皇學館の
成り立ちや意義、多くの方々の皇學館に對する熱意に触れる事が出来ました。
大変見ていて有意義な時間を得る事が出来ました。
六角講堂良いですね。素晴らしい展示を有難うございました。

50代 女性 その他 館友 伊勢市内

創立 140 周年おめでとうございます。
初めて博物館を訪れることができました。
企画展のおかげです。
もっと新たに資料が見れるとよいと思いました。

40代 女性 会社員 一般 伊勢市以外の三重県内 映像が良かったです。

20代 男性 会社員 館友 伊勢市以外の三重県内 自分の通った大学の歴史を知れて大変おもしろかったです。

20代 男性 会社員 館友 伊勢市以外の三重県内
在学した大学の歴史や貴重な史料を見れてよかったです。
長谷川先生頑張れ～♪

70代 男性 その他 一般 伊勢市内
大学の歴史が少ない。
高・中の歴史も知りたかった。

50代 男性 会社員 一般 伊勢市内
ダイジェスト版のパンフ (P.4 ～ P.6 くらい ) が 100 円程度で販売されていれば尚
良い。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 皇學館大学の歴史を学べて良かったです。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 皇學館について、詳しく知ることができ良かったです。

60代 男性 教員 館友 伊勢市内 皇學館 140 年の歴史の重みを感じました。

70代 男性 その他 一般 伊勢市内 皇學館の歴史に触れ、感動しました。

70代 女性 その他 一般 伊勢市内
昔の歴史を知り感動しました。
初めて見る物もあり良かったです。心に残りました。
70才で色々見せてもらって感謝します。

60代 女性 その他 一般 伊勢市内
貴重な映像が拝見でき、勉強になりました。
たまたま新聞を見ての来館でしたが、とても良いチャンスでした。

20代 男性 大学生・院生 在学生 伊勢市内 授業では口頭での説明ばかりだったので、写真や詳細な資料を閲覧できて良かった。

60代 女性 その他 一般 伊勢市以外の三重県内
とても素晴らしかった。
また、この様な展示を是非楽しみにしております。

年齢 性別 職業 皇學館との
関係 住まい 感　　　　　想
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Ⅲ　

令
和
５
年
度
事
業
計
画

１　

研
究
推
進
事
事
業

（
１
）
外
部
資
金
に
よ
る
研
究

Ａ　

概
要

　

令
和
５
年
度
も
科
研
費
に
代
表
さ
れ
る
競
争
的
資
金
の
申
請
数
及
び
採
択
数
の
増
加
を
目

標
と
す
る
。
ま
た
、
地
域
自
治
体
と
の
受
託
研
究
を
実
施
し
て
い
く
と
共
に
、
企
業
と
の
受

託
研
究
並
び
に
共
同
研
究
も
検
討
し
て
い
く
。

　

そ
の
他
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
と
し
て
選
定
し
て
い
る
研
究
計
画
（（
２
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
研
究
部
門
を
参
照
）
を
実
施
・
推
進
し
て
い
く
。

（
２
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
部
門

　

本
学
で
は
大
学
全
体
と
し
て
学
部
学
科
の
垣
根
を
越
え
て
、
積
極
的
に
外
部
資
金
等
を
獲

得
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
研
究
を
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
と
し
て
位
置
付
け
、
様
々

な
分
野
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
は
、
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
進
め
て
い
く
。

①
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
分
野
横
断
型
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
に
向
け
た
基
礎
的
研
究

②
玉
城
町
明
る
い
未
来
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
研
究
（
玉
城
町
と
の
受
託
研
究
）

③
地
域
活
性
化
対
策
（
住
民
向
け
活
動
計
画
策
定
）
支
援
業
務
（
宿
田
曽
地
域
活
性
化
協
議

会
と
の
受
託
研
究
）

④
神
道
に
関
す
る
学
習
内
容
の
研
究
（
國
學
院
大
學
と
の
共
同
研
究
）

⑤
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
伝
統
文
化
研
究
（
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
と
の
共
同
研
究
）

⑥
文
学
・
歴
史
の
比
較
研
究
（
英
国
ケ
ン
ト
大
学
と
の
共
同
研
究
）

⑦
外
国
人
日
本
研
究
者
育
成
お
よ
び
本
学
教
員
業
績
の
海
外
発
信
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
と
の

共
同
研
究
）

２　

神
道
研
究
所

Ａ　

総
合
研
究

一
、
総
合
研
究

①
皇
室
祭
祀
の
研
究　

担
当
者
：
佐
野
真
人
・
塩
川
哲
朗

・
大
嘗
祭
関
係
資
料
・
文
献
を
収
集
す
る
。

・
「
大
嘗
祭
関
係
研
究
文
献
目
録
」
の
デ
ー
タ
を
随
時
更
新
す
る
。

・
譲
位
・
即
位
・
大
嘗
祭
に
関
す
る
史
資
料
を
収
集
す
る
。

・
譲
位
・
即
位
・
大
嘗
祭
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
得
ら
れ
た
知
見
を
紀
要
等
で
発
表
す
る
。

②
神
宮
祭
祀
の
研
究　

担
当
者
：
佐
野
真
人
・
塩
川
哲
朗

【
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
】

・
「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」
研
究
会
を
開
催
す
る
。

・
「
延
暦
儀
式
帳
」
古
写
本
を
調
査
・
収
集
す
る
。

・
「
延
暦
儀
式
帳
」
注
釈
書
を
調
査
・
収
集
し
、
そ
れ
ら
を
集
成
す
る
。

・
「
延
暦
儀
式
帳
」
関
係
研
究
文
献
を
収
集
し
、「
延
暦
儀
式
帳
関
係
研
究
文
献
目
録
」
補

遺
を
作
成
す
る
。

・
「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
未
公
刊
史
料
を
活
用
し
た
基
礎
的
研
究
（
代
表
：
佐
野
真

人
）」
の
一
環
と
し
て
『
伊
勢
神
宮
関
係
未
公
刊
史
料
集
〈
絵
図
篇
〉』
の
刊
行
を
行
う
。

・
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
の
注
釈
原
稿
を
作
成
す
る
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
『
伊
勢
神
宮
関
係
未
公
刊
史
料
集
』
の
刊
行
を
行
う
。
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【
伊
勢
神
宮
の
総
合
的
研
究
】

・
神
宮
式
年
遷
宮
の
諸
祭
・
行
事
を
調
査
・
研
究
す
る
。

・
神
宮
・
遷
宮
関
係
画
像
資
料
（
写
真
・
絵
葉
書
・
図
面
等
）
を
収
集
す
る
。

・
遷
宮
・
祭
祀
を
柱
と
し
た
、
各
分
野
か
ら
の
神
宮
研
究
を
推
進
す
る
。

・
研
究
員
に
よ
る
関
連
研
究
を
推
進
す
る
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
得
ら
れ
た
知
見
を
紀
要
等
で
発
表
す
る
。

〔
出
張
予
定
〕

・
「
延
暦
儀
式
帳
」
及
び
神
宮
関
連
古
典
籍
の
調
査
を
年
に
数
回
実
施
す
る
。

・
皇
室
祭
祀
関
連
史
料
の
調
査
を
年
に
数
回
実
施
す
る
。

Ｂ　

研
究
会
活
動

・
総
合
研
究
に
お
い
て
「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」
研
究
会
を

継
続
的
に
開
催
す
る
。

Ｃ　

部
門
別
研
究
（
▲
は
部
門
代
表
者
）

・
神
道
思
想
、
祭
祀
、
神
道
史
、
宗
教
・
民
俗
、
文
学
・
芸
術
の
５
つ
の
部
門
主
題
に
則
し
、

研
究
を
実
施
す
る
。

【
第
一
部
門　

神
道
思
想
】
▲
松
本
丘
・
松
下
道
信
・
新
田
惠
三

①
神
道･

国
学
思
想
及
び
そ
の
周
辺
思
想
の
調
査
研
究　

担
当
者
：
松
本
丘
・
松
下
道
信

・
吉
田
神
道
、
垂
加
神
道
、
国
学
の
思
想
、
及
び
そ
れ
ら
の
周
辺
を
構
成
す
る
儒
教･

仏
教･

道
教
な
ど
の
外
来
思
想
、
幕
末･

維
新
の
政
治
思
想
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
領
域
ご
と
に

分
担
し
な
が
ら
、
総
合
的
に
調
査
研
究
を
行
う
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
望
楠
軒
学
派
の
地
方
的
展
開
に
つ
い
て
（
論
文
、
松
本
）、『
神
祇
道
霊
符
印
』
に
つ
い
て

（
論
文
、
松
下
）
神
道
史
学
会
に
お
け
る
吉
田
神
道
研
究
の
回
顧
と
展
望
（
論
文
、
新

田
）、
そ
の
他
得
ら
れ
た
研
究
知
見
を
紀
要
等
に
報
告
。

②
神
道
家
・
国
学
者
の
事
跡
研
究　

担
当
者
：
松
本
丘
・
松
下
道
信
・
新
田
惠
三

・
吉
田
神
道
、
垂
加
神
道
、
国
学
の
思
想
家
を
中
心
に
、
専
門
領
域
ご
と
に
分
担
し
な
が
ら
、

基
礎
的
な
事
跡
研
究
を
進
め
る
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
鈴
木
潤
斎
・
遺
音
父
子
の
研
究
（
論
文
、
松
本
）、
清
原
宣
賢
筆
『
行
事
秘
』
の
形
成
過

程
と
宗
源
妙
行
の
返
し
伝
授
（
論
文
、
新
田
）、
そ
の
他
得
ら
れ
た
研
究
知
見
を
紀
要
等

に
報
告
。

③
『
神
道
資
料
叢
刊
』『
神
道
書
目
叢
刊
』
刊
行
の
た
め
の
調
査
研
究　

担
当
者
：
松
本

丘
・
松
下
道
信
・
新
田
惠
三

・
次
期
の
『
神
道
資
料
叢
刊
』
ま
た
は
『
神
道
書
目
叢
刊
』
の
刊
行
準
備
を
進
め
る
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
吉
田
神
道
所
伝
『
太
上
説
北
斗
元
霊
経
』
校
注
（
校
注
、
松
下
）

〔
出
張
予
定
〕

・
宮
崎
県
宮
崎
市
：
佐
土
原
藩
崎
門
学
関
係
資
料
の
収
集
（
松
本
）

・
天
理
大
学
附
属
図
書
館
：
吉
田
神
道
関
係
資
料
の
調
査
（
松
下
）

・
愛
媛
県
松
山
市
：
浮
嶋
神
社
社
家
相
原
家
所
蔵
の
橘
家
神
道
関
係
資
料
の
調
査
（
新
田
）

【
第
二
部
門　

祭
祀
】
▲
加
茂
正
典
・
佐
野
真
人
・
塩
川
哲
朗
・
𠮷
川
竜
実
・
芝
本
行
亮
・

西
本
俊
一
郎
・
堀
川
秀
徳
・
山
口
武
徳
・
音
羽
悟
・
窪
寺
恭
秀
・
山
田
恭
大
・
神
田
直
久

①
『
延
暦
儀
式
帳
』
の
研
究　

担
当
者
：
第
２
部
門
全
員
参
加
（
実
務
担
当
：
佐
野
真
人
・

塩
川
哲
朗
）

・
「
延
暦
儀
式
帳
」
研
究
会
に
出
席
し
て
、
本
文
確
定
・
訓
読
文
・
注
解
の
草
稿
原
稿
の
作

成
を
進
め
る
。

・
「
延
暦
儀
式
帳
」
の
諸
本
校
訂
作
業
を
行
う
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
得
ら
れ
た
研
究
知
見
を
紀
要
等
に
報
告
。
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②
大
瀧
家
旧
蔵
鈴
木
重
胤
資
料
の
調
査
・
研
究
、
鈴
鹿
家
資
料
の
調
査
・
研
究　

　

担
当
者
：
加
茂
正
典
・
佐
野
真
人
・
塩
川
哲
朗
（
実
務
担
当
：
佐
野
真
人
・
塩
川
哲
朗
）

・
鈴
鹿
家
資
料
分
類
目
録
の
作
成
と
写
真
撮
影
。
同
目
録
を
基
に
、『
鈴
鹿
家
資
料
』（
仮
）

の
編
纂
に
着
手
す
る
。

・
「
羽
前
大
瀧
家
伝
襲
鈴
木
重
胤
先
生
関
係
資
料
」
の
調
査
研
究
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
得
ら
れ
た
研
究
知
見
を
紀
要
等
に
報
告
。

③
神
道
資
料
叢
刊
『
櫟
陰
記
』
の
編
集
・
刊
行

　

担
当
者
：
加
茂
正
典
・
第
２
部
門
学
外
共
同
研
究
員（
編
集
担
当
は
佐
野
真
人
・
塩
川
哲
朗
）

・
神
道
資
料
叢
刊
『
櫟
陰
記　

下
』
の
原
稿
作
成
を
行
う
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
神
道
資
料
叢
刊
『
櫟
陰
記　

下
』
を
刊
行
す
る
（
令
和
６
年
度
）。

〔
出
張
予
定
〕

・
東
京
（
７
月
、
儀
式
帳
写
本
調
査
）

・
東
北
（
８
月
、
儀
式
帳
写
本
調
査
）

・
九
州
（
６
月
、
儀
式
帳
写
本
調
査
）

【
第
三
部
門　

神
道
史
】
▲
新
田
均
・
富
永
健
・
髙
野
裕
基

①
近
代
政
教
関
係
の
研
究　

担
当
者
：
新
田
均

・
近
代
の
神
道
や
皇
室
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
を
継
続
す
る
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
得
ら
れ
た
研
究
知
見
を
紀
要
等
に
報
告
。

②
近
代
政
教
関
係
の
研
究　

担
当
者
：
富
永
健

・
戦
前
の
公
法
学
者
の
政
教
関
係
に
係
わ
る
著
作
（
著
書
・
論
文
・
講
演
等
）
つ
い
て
、
調

査
お
よ
び
資
料
収
集
を
お
こ
な
う
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
得
ら
れ
た
研
究
知
見
を
紀
要
等
に
報
告
。

③
近
代
政
教
関
係
の
研
究　

担
当
者
：
髙
野
裕
基

・
井
上
哲
次
郎
が
神
道
学
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
得
ら
れ
た
研
究
知
見
を
紀
要
等
に
報
告
。

【
第
四
部
門　

宗
教
・
民
俗
】
▲
中
山
郁
・
橋
本
雅
之
・
板
井
正
斉

①
神
道
と
行
法
に
関
す
る
基
礎
的
研
究　

担
当
者
：
中
山
郁

・
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
宗
教
学
の
中
で
長
ら
く
重
要
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
ほ
と

ん
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
宗
教
的
修
行
」
に
つ
い
て
、
主
に
神
道
的
な
事
例
を
中

心
に
し
な
が
ら
修
行
や
祈
祷
の
方
法
で
あ
る
「
行
法
」
に
着
目
し
て
研
究
を
行
う
。
具
体

駅
に
は
こ
れ
ま
で
の
修
行
研
究
が
重
視
し
て
い
た
心
身
相
関
論
的
な
立
場
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
一
旦
保
留
し
、
む
し
ろ
行
法
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
り
構
築
さ
れ
た
り
し
て
き
た

信
仰
や
思
想
、
組
織
の
あ
り
か
た
等
を
中
心
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
令
和

５
年
度
は
、
前
年
度
か
ら
本
格
始
動
し
た
「
行
法
研
究
会
」
を
中
心
に
研
究
を
行
い
、
日

本
宗
教
学
会
等
で
行
法
研
究
に
関
す
る
パ
ネ
ル
発
表
を
行
う
と
と
も
に
、
科
学
研
究
費
助

成
事
業
に
よ
る
研
究
助
成
の
獲
得
を
目
指
し
た
い
。
事
業
の
評
価
指
標
と
し
て
は
、
学
会

で
の
パ
ネ
ル
発
表
実
施
（
40
％
）
行
法
研
究
会
を
４
回
実
施
（
20
％
）
科
学
研
究
費
助
成

事
業
の
獲
得
（
40
％
）
と
し
た
い
。

②
神
道
教
育
に
関
わ
る
映
像
教
材
作
成　

担
当
者
：
中
山
郁
・
佐
野
真
人

・
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
部
学
科
に
対
す
る
神
道
教
育
教
材
の
作
成
を
通
じ
て
本
学
の
教

育
改
革
に
資
す
る
と
と
も
に
、
学
部
学
生
や
若
手
研
究
職
、
院
生
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
大
学

授
業
に
つ
い
て
考
え
る
場
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
令
和
４
年
度
に

行
っ
た
「
儀
式
」
の
映
像
教
材
化
に
引
き
続
き
、
神
道
を
学
ぶ
授
業
で
用
い
る
こ
と
が
可

能
な
映
像
教
材
を
製
作
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
山
の
研
究
部
会
「
映
像
教
材
作
成
部

会
」
を
活
用
し
、
学
部
学
生
の
積
極
的
な
参
与
を
促
し
て
ゆ
く
。
な
お
、
作
成
し
た
映
像
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教
材
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
神
道
学
科
等
で
開
講
さ
れ
る
授
業
で
教
材
と
し
て
供
用
す
る
。

事
業
の
評
価
指
標
と
し
て
は
、
映
像
教
材
作
成
部
会
を
年
６
回
以
上
開
催
（
30
％
）
映
像

教
材
の
完
成
（
50
％
）
映
像
教
材
の
授
業
へ
の
供
用
開
始
（
20
％
）
と
す
る
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
教
材
動
画
（
作
品
名
未
定
）
の
完
成
を
以
て
替
え
る
。

【
第
五
部
門　

文
学
・
藝
術
】
▲
田
中
康
二
・
大
島
信
生
・
齋
藤
平

①
澤
瀉
文
庫
の
研
究　

担
当
者
：
大
島
信
生
・
齋
藤
平
・
田
中
康
二
・
橋
本
雅
之

・
本
学
再
興
時
の
国
文
学
科
教
授
で
あ
り
、
昭
和
期
に
お
け
る
万
葉
集
研
究
の
第
一
人
者
、

澤
瀉
久
孝
博
士
の
蔵
書
は
本
学
附
属
図
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
蔵
書
に
は
万
葉

集
、
日
本
書
紀
な
ど
神
道
古
典
の
貴
重
な
資
料
が
含
ま
れ
る
。
澤
瀉
文
庫
の
調
査
、
資
料

の
研
究
を
通
じ
て
、
澤
瀉
万
葉
学
の
本
質
に
迫
る
。
本
研
究
は
「
古
典
籍
の
蒐
集
と
書

写
を
通
し
て
み
た
澤
瀉
久
孝
「
万
葉
学
」
形
成
過
程
の
基
礎
的
研
究
」（
科
研
基
盤
研
究

（
Ｃ
）
令
和
４
～
６
年
度
、
橋
本
雅
之
研
究
代
表
）
と
も
連
動
す
る
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
令
和
５
年
度
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
予
定

（
令
和
５
年
12
月
16
日
）。

②
五
葉
蔭
文
庫
の
研
究　

担
当
者
：
大
島
信
生
・
齋
藤
平
・
田
中
康
二
・
浦
野
綾
子

・
引
き
続
き
五
葉
蔭
文
庫
の
研
究
を
行
う
。
同
文
庫
に
は
簡
素
な
受
入
台
帳
は
あ
る
が
、
五

葉
蔭
文
庫
の
価
値
を
学
界
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
も
、
早
急
に
典
籍
目
録
・
文
書
目
録
を

作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
五
葉
蔭
文
庫
に
の
み
存
在
が
確
認
で
き
る
稀
覯
本
の
研

究
と
紹
介
も
必
須
で
あ
る
。
令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
三
〇
〇
〇
点
の
蔵
書
に
つ
い
て
、

天
下
の
孤
本
・
稀
覯
本
・
普
通
本
に
仕
分
け
す
る
作
業
を
す
る
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
典
籍
目
録
・
文
書
目
録
作
成
を
目
標
と
す
る
（
時
期
は
未
定
）。

③
神
道
古
典
の
研
究　

担
当
者
：
大
島
信
生
・
齋
藤
平
・
田
中
康
二

・
神
道
古
典
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
作
品
を
中
心
に
、
各
自
の
視
点
で
幅
広
く
研
究
を
行
う
。

〔
発
表
予
定
等
〕

・
得
ら
れ
た
研
究
知
見
を
紀
要
等
に
報
告
。

〔
出
張
予
定
〕

・
三
郷
町
立
図
書
館
：
①
の
関
連
で
石
井
庄
司
ゆ
か
り
の
桐
蔭
文
庫
の
調
査
。

３　

史
料
編
纂
所

【
第
一
部
門　

六
国
史
編
年
部
門
】

①
日
本
後
紀
編
年
史
料
の
作
成

　

桓
武
天
皇
朝
の
延
暦
11
年
（
七
九
二
）
か
ら
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
、『
日
本
後
紀
』
の
記
事
を
機
軸
と
し
つ
つ
、
関
係
史
料
を
網
羅
す
る
編
年
史
料
集

の
作
成
を
継
続
。
延
暦
20
年
（
七
九
七
）
以
降
の
稿
本
を
ま
と
め
、
綱
文
・
補
注
を
作
成

す
る
。
今
年
度
は
「
日
本
後
紀
史
料
（
稿
）
番
外
編
」
と
し
て
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
校
訂

本
の
巻
二
十
一
か
ら
三
十
ま
で
の
分
（
逸
文
を
含
む
）
を
『
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
10
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
日
本
書
紀
史
料
作
成
の
準
備

　
『
日
本
書
紀
』
を
中
心
と
し
た
七
世
紀
以
前
の
編
年
史
料
集
作
成
の
可
能
性
を
探
る
一

環
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
諸
本
の
調
査
を
継
続
す
る
。

【
第
二
部
門　

神
宮
史
料
】

福
島
御
塩
大
夫
関
係
文
書
の
翻
刻

　

神
宮
文
庫
が
所
蔵
す
る
福
島
大
夫
関
係
文
書
の
翻
刻
を
行
う
。
窪
寺
・
谷
戸
両
氏
を
中
心

に
作
業
を
進
め
、
令
和
５
年
度
に
『
神
宮
御
師
資
料
』
の
続
編
と
し
て
刊
行
す
る
予
定
で

あ
る
。

【
第
三
部
門　

明
治
史
料
】
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①
香
川
敬
三
関
係
文
書
に
関
す
る
共
同
研
究

　

平
成
30
年
度
か
ら
学
習
院
大
学
史
料
館
と
継
続
し
て
い
る
共
同
研
究
で
あ
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
見
通
し
は
依
然
不
透
明
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
た
共

同
研
究
を
本
格
的
に
動
か
し
て
い
く
。
文
書
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
ず
に
学
習
院
大
学
へ
移

管
さ
れ
た
た
め
、
学
習
院
大
学
史
料
館
と
本
部
門
と
の
間
で
情
報
を
共
有
し
つ
つ
、
研
究

を
進
め
て
い
く
。
学
習
院
大
学
史
料
館
で
進
め
ら
れ
て
き
た
文
書
目
録
の
デ
ー
タ
化
を
基

に
、
学
習
院
大
学
収
蔵
お
よ
び
本
学
所
蔵
の
文
書
に
つ
い
て
、
以
下
の
３
点
を
柱
に
研
究

を
進
め
る
。

　

・
岩
倉
具
定
・
長
崎
省
吾
な
ど
宮
中
・
華
族
関
係
者
の
書
簡
に
関
す
る
翻
刻
と
分
析

　

・
図
像
資
料
の
研
究
活
用
に
関
す
る
検
討

　

・
本
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
に
提
供
す
る
史
料
の
検
討
と
選
定

②
原
川
魁
輔
関
係
文
書
の
研
究

　

画
像
デ
ー
タ
を
も
と
に
目
録
作
成
、
史
料
翻
刻
を
お
こ
な
い
、
成
果
を
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
紀
要
で
公
表
す
る
。

③
御
師
廃
絶
の
地
域
社
会
史

　

内
宮
方
旧
御
師
岩
井
田
家
お
よ
び
外
宮
方
旧
御
師
橋
村
家
の
資
料
な
ど
を
も
と
に
、
御

師
廃
絶
が
地
域
社
会
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
御
師
廃
絶

後
の
両
家
の
経
営
が
、
い
か
な
る
地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
た

の
か
を
解
明
し
て
い
く
。
特
に
橋
村
家
資
料
に
関
し
て
は
、
本
年
度
に
展
示
や
講
演
会
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
連
動
し
た
研
究
を
進
め
て
い
く
。

【
第
四
部
門　

考
古
資
料
】

鈴
木
敏
雄
氏
遺
稿
旧
蔵
資
料
の
整
理
編
纂

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
鈴
木
資
料
の
悉
皆
点
検
を
継
続
し
、
資
料
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
調

査
す
る
。
今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
書
画
の
保
存
状
態
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
資
料
の
補
修
・
撮
影
を
実
施
す
る
。

４　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

（
１
）
活
動
計
画

Ａ　

総
務
事
業

①
収
蔵
資
料
を
中
心
に
写
真
業
者
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
撮
影
及
び
フ
ォ
ト
Ｃ
Ｄ
へ
の
焼
付
。

②
全
収
蔵
庫
の
ブ
ン
ガ
ノ
ン
燻
蒸
の
実
施
。

③
虫
害
モ
ニ
タ
ー
の
実
施
。

④
博
物
館
外
周
な
ら
び
に
水
周
り
に
お
け
る
害
虫
駆
除
の
実
施
。

⑤
展
示
室
・
収
蔵
庫
の
温
湿
度
管
理
。

⑥
購
入
・
寄
贈
の
図
書
や
雑
誌
等
の
整
理
。

⑦
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
お
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
お
う
ち
で
神
道
博
物
館
」
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
充
実

を
図
る
。

Ｂ　

展
示

（
企
画
展
）

①
「
あ
る
伊
勢
御
師
の
軌
跡　

―
新
発
見
・
橋
村
家
伝
来
資
料
か
ら
―
」
の
開
催
。

　
　
　
　

〔
会
期
〕
令
和
５
年
10
月
２
日
～
11
月
30
日

（
常
設
展
示
）

②
展
覧
会
開
催
に
と
も
な
い
、
第
２
展
示
室
の
入
れ
替
え
を
行
う
と
と
も
に
、
千
束
屋
資
料

の
展
示
替
え
を
実
施
。

（
２
）
館
史
編
纂

・
収
蔵
資
料
の
調
査
・
整
理
（
目
録
作
成
）。

・
神
宮
皇
學
館
・
神
宮
皇
學
館
大
學
関
係
資
料
を
中
心
に
、
写
真
業
者
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
撮

影
及
び
皇
學
館
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
上
で
公
開
す
る
。

・
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
へ
の
参
加
や
関
係
図
書
の
収
集
を
通
じ
て
、
国
内
の
他
大
学
に
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お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
動
向
を
調
査
す
る
。

・
皇
學
館
高
等
学
校
創
立
60
周
年
・
皇
學
館
中
学
校
創
立
45
周
年
事
業
の
た
め
の
調
査
と
記

念
誌
作
成
の
補
助
を
し
た
。

（
３
）
博
物
館
学
芸
員
課
程
学
生
の
博
物
館
実
習
計
画

本
年
度
の
博
物
館
実
習
の
内
容
と
構
成

　

令
和
５
年
度
の
博
物
館
実
習
内
容
及
び
構
成
は
次
の
通
り
予
定
し
て
い
る
。

ａ　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
お
け
る
実
習

○
基
礎
実
習
（
３
年
次
生　

毎
週
）

　

当
館　

浦
野
綾
子
准
教
授
指
導

○
展
示
案
内
実
習
（
３
年
次
・
４
年
次
生　

各
学
年
１
日
ず
つ
合
計
２
日
間
）

　

当
館
展
示
室　

浦
野
綾
子
准
教
授
・
小
林
郁
助
教
指
導

○
梱
包
実
習
（
３
年
次
生
〈
初
級
〉
・
４
年
次
生
〈
上
級
〉）

　

当
館
講
義
室　

日
本
通
運
株
式
会
社
津
支
店
美
術
品
係
員
３
名
指
導

○
採
拓
実
習
（
主
に
３
年
次
生
）

　

当
館
講
義
室　

野
村
辰
美
氏
指
導

○
実
測
実
習
（
３
年
次
生
）

　

当
館
講
義
室　

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長　

竹
田
憲
治
氏
指
導

○
刀
剣
実
習
（
４
年
次
生
）

　

当
館
講
義
室　

三
重
県
総
合
博
物
館
学
芸
員　

小
林
秀
氏

　
　
　
　
　
　
　

尼
崎
市
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員　

服
部
早
希
氏
指
導

○
学
外
館
務
実
習
の
事
前
指
導
・
事
後
指
導
（
３
・
４
年
次
生
）

ｂ　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
以
外
に
お
け
る
実
習

○
実
務
実
習
（
主
に
３
年
次
生　

計
１
日
間
）

　

三
重
県
総
合
博
物
館
三
重
県
総
合
博
物
館
学
芸
員
指
導

○
神
宮
徴
古
館
実
習
（
主
に
３
年
次
生
）

　

神
宮
徴
古
館
農
業
館
・
神
宮
美
術
館
学
芸
員
並
び
に
職
員
指
導

○
熱
田
神
宮
宝
物
館
実
習
（
主
に
３
年
次
生
）

　

熱
田
神
宮
宝
物
館
学
芸
員
・
同
文
化
研
究
員
並
び
に
職
員
指
導

　

○
学
外
館
務
実
習
（
４
年
次
生　

原
則
夏
季
休
業
期
間
）

　
　

令
和
５
年
度
の
受
け
入
れ
館
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
実
習
生
総
計
17
名
）

１　

熱
田
神
宮
宝
物
館
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）　
　
　
　
　
　
　

実
習
生
４
名

２　

富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
静
岡
県
富
士
市
）　
　

実
習
生
１
名

３　

飛
騨
高
山
ま
ち
の
博
物
館
（
岐
阜
県
高
山
市
）　
　
　
　
　

実
習
生
１
名

４　

豊
橋
市
自
然
史
博
物
館
（
愛
知
県
豊
橋
市
）　
　
　
　
　
　

実
習
生
１
名

５　

松
浦
武
四
郎
記
念
館
（
三
重
県
松
阪
市
）　
　
　
　
　
　
　

実
習
生
３
名

６　

斎
宮
歴
史
博
物
館
（
三
重
県
明
和
町
）　
　
　
　
　
　
　
　

実
習
生
１
名

７　

三
重
県
総
合
博
物
館
（
三
重
県
津
市
）　
　
　
　
　
　
　
　

実
習
生
３
名

８　

真
珠
博
物
館
（
三
重
県
鳥
羽
市
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
習
生
１
名

９　

堺
市
博
物
館
（
大
阪
府
堺
市
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
習
生
１
名

10　

佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館
（
佐
賀
県
唐
津
市
）　
　
　
　

実
習
生
１
名
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Ⅳ　

刊
行
物

１　

令
和
４
年
度
刊
行
物

（
１
）
研
究
推
進
事
業

①
『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
の
刊
行　

　
　
　
　
　

第
61
輯
（
令
和
５
年
３
月
15
日
）

　

・
「
国
生
み
神
話
の
敗
戦　

―
「
国
学
的
な
る
も
の
」
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て
（
そ
の
一
）」

　
　

文
学
部
教
授　

田
中 

康
二

　

・
「
長
野
義
言
が
見
た
即
位
礼　

―
義
言
『
長
月
日
並
乃
記
』
か
ら
み
る
即
位
礼
拝
観
と

文
化
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
―
」

　
　

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
助
教　

浦
野 

綾
子

　

・
「
三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
論
と
「
日
文
」」

　
　

文
学
部
助
手　

新
田 

惠
三

　

・
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
１
９
３
６
年
）
ボ
イ
コ
ッ
ト
論

争
と
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
対
応
（
Ⅰ
）」

　
　

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
特
命
教
授　

中
村 

哲
夫

　

・
「
母
親
と
父
親
の
養
育
態
度
と
精
神
的
健
康
、
学
校
適
応
感
と
の
関
連  

―
小
学
５
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
を
対
象
と
し
て
―
」

教
育
学
部
教
授　
　
　
　
　
　

渡
邉 

賢
二

桑
名
市
立
大
山
田
東
小
学
校　

原
田 

あ
い
か

鈴
鹿
市
立
平
田
野
中
学
校　
　

服
部 

直
美

　

・
「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図
る
小
学
校
外
国
語
科
授
業
実
践 

―
「
逆
向
き
設
計
」

論
を
活
用
し
て
―
」

　
　

文
学
部
准
教
授　

川
村 

一
代

　
　

鈴
鹿
市
立
神
戸
小
学
校　

岡
井 

崇

　

・
「
大
学
初
年
次
生
の
文
章
表
現
科
目
の
実
践
と
課
題
」

　
　

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
准
教
授　

濵
畑 

靜
香

　

・
「
私
的
自
己
意
識
お
よ
び
自
己
没
入
を
上
位
概
念
と
し
た
モ
デ
ル
に
お
け
る
フ
ォ
ー
カ

シ
ン
グ
的
経
験
テ
キ
ス
ト
改
訂
版
と
構
造
拘
束
度
と
の
関
連
」

文
学
部
准
教
授　

髙
沢 

佳
司

　

・
「
美
容
整
形
に
対
す
る
態
度
尺
度
作
成
の
試
み
」

　
　

文
学
部
准
教
授　

中
山 

真

　

・
「
大
都
市
圏
住
民
が
も
つ
地
区
類
型
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
空
間
的
パ
タ
ー
ン　

―
教
師

付
き
機
械
学
習
に
よ
る
都
市
内
部
構
造
分
析
に
向
け
て
―
」

文
学
部
准
教
授　

桐
村 

喬

②
『
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
年
報
』
の
刊
行

　
　
　
　
　

第
９
号
（
令
和
５
年
３
月
１
日
）

③
『
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
の
刊
行

　
　
　
　
　

第
９
号
（
令
和
５
年
３
月
１
日
）

　

【
論　

文
】

　
　

伊
勢
神
宮
古
神
宝
の
扱
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芝
本
行
亮

　
　

薗
田
守
良
の
正
遷
宮
研
究
に
つ
い
て

　
　
　

―
文
永
三
年
内
宮
正
遷
宮
を
中
心
に
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
秀
徳

　

【
資
料
】

　
　

日
本
後
紀
史
料
（
稿
）
番
外
編

　
　
　

―
―
『
新
訂
・
新
撰
姓
氏
録
』
第
十
一
～
二
十
巻　
　
　
　
　
　
　
　

史
料
編
纂
所

神
宮
皇
學
館
本
科
四
年
「
大
正
十
一
年
第
一
回
満
鮮
旅
行
記
」（
大
正
十
一
年
）・「
大

正
十
二
年
第
二
回
満
鮮
旅
行
記
」（
大
正
十
二
年
）
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―
―
神
宮
皇
學
館
修
学
旅
行
日
記
・
満
鮮
旅
行
記（
六
）―
―
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

「
延
暦
儀
式
帳
講
案
」
覚
書
―
―
戦
前
期
の
儀
式
帳
研
究
の
一
断
片
―
―　
　

佐
野
真
人

　
　

原
田
敏
明
毎
文
社
文
庫
研
究
調
査
資
料
「
度
会
郡
南
海
村
大
字
礫
」

　
　

（
現
、
三
重
県
南
伊
勢
町
礫
浦
）
の
祭
礼
行
事
調
査
報
告　
　
　
　
　
　
　

櫻
井
治
男

緒
方
亜
美

　
　

吉
田
神
道
資
料
―
―
清
原
宣
賢
筆
草
稿
本
『
行
事
秘
』
―
―　
　
　
　
　
　

新
田
惠
三

　
　

神
宮
御
師
橋
村
家
史
料
に
お
け
る
新
出
の
中
世
道
者
売
券
に
つ
い
て　
　
　

小
林　

郁

　
　

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
寛
文
七
年
白
米
彦
太
夫
満
親
譲
状
」

谷
戸
佑
紀

（
２
）
神
道
研
究
所

神
道
資
料
叢
刊
17
『
櫟
陰
記　

中
』
（
令
和
５
年
３
月
、
367
頁
）

加
茂
正
典
監
修
、
𠮷
川
竜
実
・
音
羽
悟
・
窪
寺
恭
秀
・
山
田
恭
大
・
神
田
直
久
編

（
３
）
史
料
編
纂
所

　

な
し

（
４
）
神
道
博
物
館

皇
學
館
大
学
創
立
140
周
年
・
再
興
60
周
年
記
念
『
伊
勢
と
皇
學
館
の
140
年
』
（
令
和
４
年

４
月
30
日
、
学
校
法
人
皇
學
館
発
行
）

２　

令
和
５
年
度
刊
行
物

（
１
）
研
究
推
進
事
業

　

『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
第
62
輯
（
予
定
）

　

『
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
10
号
（
予
定
）

　

『
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
10
号
（
予
定
）

（
２
）
神
道
研
究
所

神
道
資
料
叢
刊
19
『
吉
田
文
庫
未
公
刊
史
料
集
（
一
）』（
予
定
）

松
下
道
信
・
新
田
惠
三
編

（
３
）
神
道
博
物
館

　

企
画
展
図
録
「
あ
る
伊
勢
御
師
の
軌
跡　

―
新
発
見
・
橋
村
家
伝
来
資
料
か
ら
―
」（
予
定
）

Ⅴ　

教
育
普
及

１　

公
開
講
座
報
告
及
び
案
内

（
１
）
令
和
４
年
度
公
開
講
座
報
告

Ａ　

神
道
研
究
所

①
学
術
講
演
会

演　

題　

「
幕
末
の
水
戸
学
：
敬
神
と
崇
儒
の
あ
い
だ
」

講　

師　

桐
原
健
真
氏
（
金
城
学
院
大
学
教
授
）

日　

時　

令
和
４
年
７
月
７
日
（
木
）
17
時
00
分
～
18
時
30
分

場　

所　

本
学　

４
号
館
３
階　

431
教
室

　

備　

考　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
た
め
に
、
学
内
者
限
定
で
の
開

催
と
な
っ
た
。

②
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

企　

画　

第
四
部
門
担
当
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主　

題　

「
神
道
と
行
法
―
神
と
人
と
を
結
ぶ
「
行
」
の
あ
り
か
た
を
め
ぐ
っ
て
」
（
中

山
郁
教
授
担
当
）

　

登
壇
者　

津
城
寛
文
氏
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　

田
井
健
治
氏
（
結
城
神
社
権
禰
宜
・
本
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
　
　

新
田
惠
三
（
本
学
文
学
部
助
手
・
本
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）

　
　
　
　
　

並
木
英
子
氏
（
国
際
基
督
教
大
学
非
常
勤
講
師
・
同
大
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研

究
所
研
究
所
員
）

　
　
　
　
　

中
山　

郁
（
本
学
文
学
部
教
授
・
本
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）

　

日　

時　

令
和
４
年
12
月
17
日
（
土
）
13
時
00
分
～
17
時
00
分

　

場　

所　

本
学　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館　

講
義
室

　

備　

考　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
を
行
い
実
施
し
た
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
同
時
配
信
を
実
施
し
た
。

③
夏
休
み
こ
ど
も
講
座

　

内　

容　

「
皇
室
・
神
宮
の
お
は
な
し
」
（
佐
野
真
人
）

　
　
　
　
　

「
神
社
っ
て
な
あ
に
？
」
（
塩
川
哲
朗
）

　

講　

師　

佐
野
真
人
（
本
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）・
塩
川
哲
朗
（
本
セ
ン
タ
ー
助
教
）

　

日　

時　

令
和
４
年
８
月
５
日
（
金
）

　

場　

所　

本
学　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館　

講
義
室

Ｂ　

史
料
編
纂
所

①
公
開
講
座

　

演　

題　

「
東
海
の
大
型
盟
主
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

―
特
に
美
濃
・
昼
飯
大
塚
古
墳
の
被
葬
者
を
め
ぐ
っ
て
―
」

　

講　

師　

中
司
照
世
氏
（
元
福
井
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　

日　

時　

令
和
４
年
９
月
10
日
（
土
）
14
時
～
16
時

場　

所　

本
学　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館　

講
義
室

定　

員　

各
30
名
（
事
前
申
込
制
）

②
古
文
書
講
座

　

「
古
代
文
書
を
読
む
」

講　

師　

荊
木
美
行
（
本
セ
ン
タ
ー
教
授
）

第
１
回　

令
和
４
年
６
月
11
日
（
土
）
13
時
～
14
時
30
分

第
２
回　

令
和
４
年
７
月
16
日
（
土
）
13
時
～
14
時
30
分

定　

員　

各
20
名
（
事
前
申
込
制
）

場　

所　

本
学　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館　

講
義
室

「
中
近
世
文
書
を
読
む
」

講　

師　

小
林
郁
（
本
セ
ン
タ
ー
助
教
・
学
芸
員
）

第
１
回　

令
和
４
年
12
月
３
日
（
土
）
13
時
～
14
時
30
分

第
２
回　

令
和
４
年
12
月
10
日
（
土
）
13
時
～
14
時
30
分

定　

員　

各
20
名
（
事
前
申
込
制
）

場　

所　

本
学　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館　

講
義
室

Ｃ　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

①
教
養
講
座

テ
ー
マ
「
資
料
か
ら
み
る
皇
學
館
史　

140
年
の
あ
ゆ
み
」
※
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に
て
実
施
。

第
１
回　

「
近
代
神
道
史
に
お
け
る
皇
學
館
の
創
立
」

講　

師　

髙
野
裕
基
（
本
学
文
学
部
助
教
）

日　

時　

令
和
４
年
11
月
１
日
（
火
）
～
11
月
20
日
（
日
）

第
２
回　

「
大
陸
を
見
た
学
生
た
ち　

―
神
宮
皇
學
館
の
海
外
修
学
旅
行
―
」

講　

師　

長
谷
川
怜
（
本
学
文
学
部
助
教
）

　

日　

時　

令
和
４
年
12
月
１
日
（
木
）
～
12
月
20
日
（
火
）
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第
３
回　

「
近
代
教
育
制
度
と
神
宮
皇
學
館
」

講　

師　

秦
昌
弘
（
本
学
神
職
養
成
部
長
）

日　

時　

令
和
５
年
２
月
１
日
（
水
）
～
２
月
20
日
（
月
）

第
４
回　

「「
大
神
都
聖
地
計
画
」
と
神
宮
皇
學
館
の
大
学
昇
格
」

講　

師　

田
村
雅
徳
（
本
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
教
授
）

日　

時　

令
和
５
年
３
月
１
日
（
水
）
～
３
月
20
日
（
月
）

②
夏
休
み
親
子
教
室

第
１
回　

「
は
ん
こ
を
作
ろ
う
！
」

　

日　

時　

令
和
４
年
７
月
31
日
（
日
）

第
２
回　

「
モ
ー
ル
ス
信
号
体
験
！
」

　

日　

時　

令
和
４
年
８
月
８
日
（
月
）

　
　
　

○
講　
　

師
：
皇
學
館
大
学
学
芸
員
課
程
履
修
生
（
監
修
：
神
道
博
物
館
学
芸
員
）

　
　
　

○
会　
　

場
：
本
学　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館　

講
義
室

　
　
　

○
参
加
料
：
無
料

　
　
　

○
対　
　

象
：
小
学
生
（
必
ず
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

　
　
　

○
参
加
人
数
：
第
１
回　

29
組
69
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
回　

26
組
65
名

（
２
）
令
和
５
年
度
公
開
講
座
予
定

Ａ　

神
道
研
究
所

①
公
開
学
術
講
演
会

演　

題　

「
神
道
史
か
ら
見
た
明
治
維
新
」

講　

師　

武
田
秀
章
氏
（
國
學
院
大
學
教
授
）

日　

時　

令
和
５
年
７
月
６
日
（
木
）
17
時
00
分
～
18
時
30
分

場　

所　

本
学　

４
号
館
３
階　

431
教
室

②
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

企　

画　

第
五
部
門
担
当

　

主　

題　

「
澤
瀉
久
孝
の
万
葉
学
と
そ
の
周
辺
」
（
橋
本
雅
之
教
授
担
当
）

　

登
壇
予
定
者　

橋
本
雅
之
（
本
学
文
学
部
教
授
・
本
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　

大
島
信
生
（
本
学
文
学
部
教
授
・
本
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　

田
中
康
二
（
本
学
文
学
部
教
授
・
本
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
平
（
本
学
副
学
長
・
文
学
部
教
授
・
本
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）

　

日　

時　

令
和
５
年
12
月
16
日
（
土
）
13
時
00
分
～
17
時
00
分

　

場　

所　

本
学　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館　

講
義
室

③
夏
休
み
こ
ど
も
講
座

　

内　

容　

「
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
の
お
は
な
し
」
（
佐
野
真
人
）

　
　
　
　
　

「
皇
室
（
こ
う
し
つ
）
に
つ
い
て
」
（
塩
川
哲
朗
）

　

講　

師　

佐
野
真
人
（
本
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）・
塩
川
哲
朗
（
本
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

　

日　

時　

令
和
５
年
８
月
２
日
（
水
）

　

場　

所　

本
学　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館　

講
義
室

Ｂ　

史
料
編
纂
所

①
公
開
講
座

　

演　

題　

「
古
代
の
志
摩
国

　
　
　
　
　

―
神
亀
六
年
志
摩
国
輸
庸
帳
か
ら
わ
か
る
こ
と
―
」

　

講　

師　

荊
木
美
行
（
本
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　

日　

時　

令
和
５
年
９
月
９
日
（
土
） 

14
時
～
16
時

　

場　

所　

本
学　

５
号
館
３
階　

536
教
室
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定　

員　

各
50
名
（
事
前
申
込
制
）

②
古
文
書
講
座

　

「
近
世
文
書
を
読
む
―
内
宮
御
師
の
古
文
書
―
」

　

講　

師　

谷
戸
佑
紀
（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

　

第
１
回　

令
和
５
年
６
月
10
日
（
土
）
13
時
～
14
時
30
分

　

第
２
回　

令
和
５
年
７
月
15
日
（
土
）
13
時
～
14
時
30
分

　

定　

員　

各
30
名
（
事
前
申
込
制
）

　

場　

所　

本
学　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館　

講
義
室

　

「
中
近
世
文
書
を
読
む
―
中
近
世
御
師
文
書
の
世
界
―
」

　

講　

師　

小
林
郁
（
本
セ
ン
タ
ー
助
教
・
学
芸
員
）

　

第
１
回　

令
和
５
年
10
月
14
日
（
土
）
13
時
～
14
時
30
分

　

第
２
回　

令
和
５
年
12
月
16
日
（
土
）
13
時
～
14
時
30
分

　

定　

員　

各
30
名
（
事
前
申
込
制
）

　

場　

所　

本
学　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館　

講
義
室

　
　
　
　
　

※
第
２
回
の
み
２
号
館
１
階　

212
教
室

Ｃ　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

①
教
養
講
座

　

テ
ー
マ
「
伊
勢
御
師
の
家
伝
資
料
を
紐
解
く
」

　

第
１
回　

「
足
代
弘
訓
と
橋
村
正
克
」

　

日　

時　

令
和
５
年
５
月
27
日
（
土
）

　

講　

師　

浦
野
綾
子
（
本
セ
ン
タ
ー
准
教
授
・
学
芸
員
）

　

第
２
回　

「
橋
村
家
と
檀
家
の
近
代
―
参
宮
人
帳
を
手
が
か
り
に
―
」

　

日　

時　

令
和
５
年
６
月
17
日
（
土
）

　

講　

師　

谷
口
裕
信
（
本
学
文
学
部
教
授
）

　

第
３
回　
「
企
画
展
「
あ
る
伊
勢
御
師
の
軌
跡
―
新
発
見
・
橋
村
家
伝
来
資
料
か
ら
―
」

　
　
　
　
　

（
企
画
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）

日　

時　

令
和
５
年
10
月
21
日
（
土
）

講　

師　

小
林
郁
（
本
セ
ン
タ
ー
助
教
・
学
芸
員
）

第
４
回　

「
伊
勢
の
石
仏
・
石
塔
」

日　

時　

令
和
５
年
11
月
18
日
（
土
）

講　

師　

竹
田
憲
治
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

○
会　
　

場
：
本
学　

４
号
館
３
階　

431
教
室　

※
第
３
回
の
み
神
道
博
物
館
展
示
室

○
料　
　

金
：
無
料

○
定　
　

員
：
各
回
90
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）　

　
　
　
　
　
　

※
第
３
回
の
み
全
４
回
（
各
回
20
名
）
に
分
け
て
実
施

○
申
込
方
法
：
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

○
備　
　

考
：
後
日
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
あ
り

②
夏
休
み
親
子
教
室

第
１
回　

「
立
版
古
を
作
ろ
う
」

日　

時　

令
和
５
年
７
月
30
日
（
日
）

第
２
回　

「
和
本
ノ
ー
ト
を
作
ろ
う
」

日　

時　

令
和
５
年
８
月
４
日
（
金
）

　

○
講　

師
：
皇
學
館
大
学
学
芸
員
課
程
履
修
生
（
監
修
：
神
道
博
物
館
学
芸
員
）

　

○
場　

所
：
本
学　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館　

講
義
室

　

○
参
加
料
：
無
料

　

○
対　

象
：
小
学
生
（
必
ず
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

　

○
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
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２　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
の
利
用
及
び
団
体
見
学

（
１
）
皇
學
館
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
履
修
学
生
の
基
礎
実
習
の
実
施

　

本
年
度
は
３
年
次
生
17
名
、
４
年
次
生
15
名
、
合
計
32
名
の
学
生
が
博
物
館
学
芸
員
課
程

館
務
基
礎
実
習
に
参
加
し
た
。

　

実
習
内
容
は
通
常
講
義
時
間
で
行
う
基
礎
実
習
、
当
館
お
よ
び
三
重
県
総
合
博
物
館
に
お

け
る
各
学
年
の
館
務
実
習
、
当
館
に
お
い
て
入
館
者
に
展
示
品
の
解
説
を
し
な
が
ら
館
内
を

案
内
す
る
展
示
案
内
実
習
等
を
実
施
し
た
。

　

実
習
生
は
、
学
芸
業
務
の
補
助
的
な
仕
事
や
、
教
育
普
及
事
業
の
補
助
的
業
務
を
現
場
の

博
物
館
に
お
い
て
実
習
す
る
な
ど
、
大
学
附
属
博
物
館
の
特
性
を
生
か
し
た
実
習
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）
団
体
見
学

　

学
内
お
よ
び
学
外
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
や
施
設
案
内
等
を

行
っ
た
。

・
萼
の
会　

15
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
５
月
14
日

・
館
友
２
期
生　

16
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
５
月
19
日

・
天
理
教
幅
下
大
教
会　

25
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
５
月
30
日

・
志
摩
市
立
磯
部
中
学
校　

84
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
６
月
２
日

・
高
田
学
苑
高
田
高
等
学
校　

57
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
８
月
２
日

・
萼
の
会　

49
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
８
月
27
日

・
皇
學
館
中
学　

27
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
10
月
４
日

・
志
摩
市
立
大
王
中
学
校　

35
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
10
月
４
日

・
愛
知
県
立
津
島
東
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　

27
名　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
10
月
６
日

・
高
野
山
大
学　

14
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
１
月
21
日

・
和
歌
山
県
神
社
庁　

19
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
１
月
27
日

・
志
摩
市
立
文
岡
中
学
校　

127
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
２
月
７
日

・
「
伊
勢
」
と
日
本
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
者　

13
名　
　
　

令
和
５
年
２
月
22
日

・
株
式
会
社
宮
忠　

７
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
３
月
29
日
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３　

統
計
資
料

（
１
）
令
和
４
年
度 

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
入
館
者
数

　
　

（
神
道
博
物
館
入
館
者
数
学
生
は
本
学
学
生
を
指
す
）

年 月 一　般 学内 合　計 累　計

R４年

4月 40 15 55 55
5月 131 361 492 547
6月 277 272 549 1,096
7月 239 332 571 1,667
8月 367 55 422 2,089
9月 13 1 14 2,103

10月 92 9 101 2,204
11月 7 0 7 2,211
12月 35 16 51 2,262

R５年
1月 33 0 33 2,295
2月 156 1 157 2,452
3月 187 2 189 2,641

合　計 1,577 1,064 2,641

＊
９
月
５
日
か
ら
令
和
５
年
２
月
12
日
ま
で
館
内
工
事
の
た

め
休
館

（
団
体
見
学
お
よ
び
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
み
受
入
れ
）

＊
令
和
５
年
２
月
13
日
よ
り
開
館
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神道博物館入館者数の対比
（令和２年度、令和３年度、令和４年度）

令和２年度 令和３年度 令和４年度
4月 0 19 55
5月 0 181 492
6月 24 71 549
7月 109 89 571
8月 25 17 422
9月 21 0 14

10月 89 223 101
11月 17 258 7
12月 11 0 51

1月 4 0 33
2月 1 0 157
3月 0 0 189

合　計 301 858 2,641



－ 72 －

対面形式受講者数（学内限定開催）

人　数 累　計
第１回 11 11
第２回 30 41
第３回 9 50
第４回 7 57
合　計 57

オンデマンド配信受講者数

人　数 累　計
第１回 28 28
第２回 18 46
第３回 16 62
第４回 16 78
合　計 78

（
２
）
令
和
４
年
度 

神
道
博
物
館
教
養
講
座
受
講
者
数
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Ⅵ　

社
会
連
携

１　

三
重
県
総
合
博
物
館
と
皇
學
館
大
学
と
の
連
携

〇
三
重
県
総
合
博
物
館
と
皇
學
館
大
学
の
連
携
推
進
会
議
を
行
っ
た
。

　

・
第
１
回　

令
和
４
年
６
月
29
日
（
水
）
〔
三
重
県
総
合
博
物
館
に
て
〕

　

・
第
２
回　

令
和
４
年
11
月
30
日
（
水
）
〔
三
重
県
総
合
博
物
館
に
て
〕

〇
総
合
分
野
の
連
携

　

令
和
５
年
２
月
５
日
、
三
重
県
総
合
博
物
館
実
習
室
に
お
い
て
、
駒
田
聡
子
教
授
と
ゼ
ミ

生
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
体
験
講
座
「
お
茶
を
入
れ
て
あ
ら
れ
を
煎
ろ
う
」
を
開
催

し
た
。

〇
自
然
分
野
の
連
携

　

令
和
４
年
度
の
昆
虫
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

た
め
、
中
止
と
な
っ
た
。

２　

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
へ
の
協
力

　

伊
勢
市
教
育
委
員
会
よ
り
依
頼
を
う
け
た
伊
勢
市
の
博
物
館
関
連
施
設
の
学
芸
担
当
者
が

集
ま
り
、
そ
の
活
性
化
及
び
博
物
館
構
想
の
担
い
手
と
な
り
う
る
市
民
の
開
拓
に
つ
い
て

「
伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
で
協
議
し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
も
マ
ッ

プ
及
び
伊
勢
市
内
の
博
物
館
施
設
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
本
学
神
道
博
物
館
内
に
設
置
し
て
い
る
。

Ⅶ　

資
料
利
用
・
広
報
活
動
・
マ
ス
コ
ミ
取
材

１　

資
料
利
用

（
１
）
資
料
熟
覧

Ａ　

神
道
研
究
所

①
令
和
４
年
７
月
25
日　

櫻
井
治
男
（
皇
學
館
大
学
名
誉
教
授
）

「
度
会　

南
」
（
原
田
敏
明
毎
文
社
文
庫
研
究
調
査
資
料　

Ａ
黄
33

－

５
）
の
う
ち
、

「
三
重
県
度
会
郡　

南
海
村
礫　

八
幡
神
社
」

Ｂ　

史
料
編
纂
所

①
令
和
４
年
10
月
３
日　

三
重
大
学
名
誉
教
授　

廣
岡
義
隆
氏

　

史
料
編
纂
所
所
蔵
の
風
土
記
関
係
蔵
書
を
閲
覧
・
複
写

Ｃ　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

　

資
料
の
熟
覧
は
無
か
っ
た
。

（
２
）
資
料
貸
出

　

資
料
の
貸
出
は
無
か
っ
た
。

（
３
）
資
料
写
真
掲
載
ほ
か

Ａ　

神
道
研
究
所

①
令
和
４
年
７
月
25
日　

〔
掲
載
〕

　

申
請
者
：
櫻
井
治
男
（
皇
學
館
大
学
名
誉
教
授
）

　

資
料
名
：
「
度
会　

南
」
（
原
田
敏
明
毎
文
社
文
庫
研
究
調
査
資
料　

Ａ
黄
33

－

５
）
の
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う
ち
、
「
三
重
県
度
会
郡　

南
海
村
礫　

八
幡
神
社
」

　

目　

的
：
資
料
翻
刻
準
備
の
た
め
の
写
真
撮
影

　

掲
載
先
：
「
原
田
敏
明
毎
文
社
文
庫
研
究
調
査
資
料
「
度
会
郡
南
海
村
大
字
礫
」
（
現
、

三
重
県
南
伊
勢
町
礫
浦
）
の
祭
礼
行
事
調
査
報
告
」（『
皇
學
館
大
学
研
究
開
発

推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
９
号
、
令
和
５
年
３
月
）

②
令
和
４
年
７
月
29
日　

〔
掲
載
〕

　

申
請
者
：
伊
東
裕
介
氏
（
株
式
会
社
神
社
新
報
社
）

　

資
料
名
：
原
田
敏
明
先
生
毎
文
社
文
庫
写
真
資
料h1

‐0188

　

目　

的
：
「
神
宮
大
麻
150
周
年
に
寄
せ
て　

伊
勢
の
関
連
地
め
ぐ
り
」
の
う
ち
、
高
向
地

区
の
説
明
に
併
載

　

掲
載
先
：
新
聞
「
神
社
新
報
」（
第

3545
号
、
令
和
４
年
８
月
１
日
）

Ｂ　

史
料
編
纂
所

①
令
和
４
年
６
月
１
日　

申
請
者
： 

小
原
茉
莉
子
氏
（
北
上
市
企
画
部
総
務
課
市
史
編
さ
ん
室
）

資
料
名
：
「
野
津
本
北
条
系
図
・
大
友
系
図
」
（
部
分
）

目　

的
：
『
新
編
北
上
市
史
』
資
料
編
古
代
・
中
世
に
掲
載
す
る
た
め

掲
載
先
：
『
新
編
北
上
市
史
』
資
料
編
古
代
・
中
世
（
北
上
市
、
令
和
４
年
11
月
刊
行
）

Ｃ　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

①
令
和
４
年
４
月
27
日　

公
益
財
団
法
人
伊
勢
文
化
会
議
所　

松
尾
正
生
氏
よ
り
依
頼

五
十
鈴
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
暮
ら
っ
し
っ
く
日
本
」
へ
の
掲
載
（
講
座
「
伊
勢
歌
舞
伎
と

千
束
屋
」（
講
師
：
小
林
郁
）
開
催
の
紹
介
）
に
使
用

令
和
４
年
４
月
30
日
掲
載
予
定

　

・
『
伊
勢
歌
舞
伎
浄
瑠
璃
年
代
記
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
点

　

・
「
紅
地
梅
樹
霞
文
様 

繍 

切
付 

打
掛
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点

　

・
「
頭
髪
用
具
（
鬘
）
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点

②
令
和
４
年
７
月
25
日　

一
般
社
団
法
人
な
ら
文
化
交
流
機
構　

加
藤
な
ほ
氏
よ
り
依
頼

和
菓
子
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
年
が
ら
年
中
饅
頭
祭 

奈
良
・
大
和
の
和
菓
子
食
べ
尽
く
し
』

菓
子
史
の
記
事
に
掲
載

　

令
和
４
年
９
月
15
日
発
行
予
定　

　

・
「
御
戸
開
八
種
神
饌
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点

③
令
和
４
年
10
月
26
日　

元
離
宮
二
条
城
事
務
所　

川
島
一
毅
氏
よ
り
依
頼

京
都
市
市
政
広
報
紙
（
市
民
し
ん
ぶ
ん
）
二
条
城
記
事
に
掲
載

令
和
４
年
11
月
22
日
配
付
予
定

　

・
「
二
条
城
内
豊
楽
殿
大
饗
宴
之
御
盛
儀
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点

④
令
和
５
年
３
月
10
日　

株
式
会
社
京
都
新
聞
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

清
水
智
弥
氏
よ
り
依
頼

　

令
和
５
年
４
月
１
日
公
開
予
定

　

「Living H
istory in 

京
都
二
条
城
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

　

・
「
五
節
舞
」
写
真　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点

２　

広
報
活
動
・
マ
ス
コ
ミ
取
材　

（
１
）
新
聞
掲
載

①
令
和
４
年
４
月
18
日　

神
社
新
報

　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
「
伊
勢
と
皇
學
館
の
140
年
」
展
の
案
内

②
令
和
４
年
４
月
25
日　

神
社
新
報

　

「
皇
學
館
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
新
資
料
の
追
加
公
開
の
案
内

③
令
和
４
年
５
月
２
日　

神
社
新
報
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研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
小
林
郁
助
教　

執
筆

こ
も
れ
び
「
母
校
の
あ
ゆ
み　

思
ひ
馳
せ
」

④
令
和
４
年
５
月
12
日　

朝
日
新
聞

　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
皇
學
館
大
学
140
周
年
・
再
興
60
周
年
記
念
展
示
の
案
内

⑤
令
和
４
年
５
月
23
日　

神
社
新
報

　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
皇
學
館
大
学
140
周
年
・
再
興
60
周
年
記
念
展
示
の
案
内

⑥
令
和
４
年
６
月
３
日　

毎
日
新
聞

　

貞
明
皇
后 

神
宮
皇
學
館
行
啓
映
像
の
取
材
記
事

　

「
100
年
前
の
貴
重
映
像
が
皇
學
館
大
学
で
発
見
」

⑦
令
和
４
年
７
月
18
日　

神
社
新
報

　

新
刊
「
皇
學
館
大
学
140
周
年
・
再
興
60
周
年
記
念
伊
勢
と
皇
學
館
の
140
年
」
紹
介

⑧
令
和
４
年
７
月
25
日　

神
社
新
報

　

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
佐
野
真
人
よ
り
紹
介

　

新
刊
に
て
「
籠
神
社
の
綜
合
的
研
究
」

⑨
令
和
４
年
８
月
１
日　

神
社
新
報

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
小
林
郁
助
教　

執
筆

こ
も
れ
び
「
史
料
が
語
る
伊
勢
信
仰
」

⑩
令
和
４
年
８
月
１
日　

神
社
新
報　

暑
中
特
別
号

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
小
林
郁
助
教　

取
材
協
力

「
神
宮
大
麻
全
国
頒
布
百
五
十
周
年
に
寄
せ
て
伊
勢
の
関
連
地
を
め
ぐ
る
」

⑪
令
和
４
年
８
月
５
日　

中
外
日
報

　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
記
念
展
「
伊
勢
と
皇
學
館
の
140
年
」
紹
介

⑫
令
和
４
年
11
月
７
日　

神
社
新
報

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
小
林
郁
助
教　

執
筆

こ
も
れ
び
「
明
治
の
神
宮
改
革
と
御
師
」

⑬
令
和
４
年
12
月
12
日　

神
社
新
報

　

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所
令
和
４
年
度
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案
内

⑭
令
和
５
年
２
月
13
日　

神
社
新
報

　

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
小
林
郁
助
教　

執
筆

　

こ
も
れ
び
「
倭
姫
宮　

御
鎮
座
百
周
年
に
あ
た
り
」

⑮
令
和
５
年
２
月
27
日　

神
社
新
報

　

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所
令
和
４
年
度
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
事

　

「「
神
道
と
行
法
」
を
主
題
に
遠
隔
形
式
併
用
で
シ
ン
ポ
」

⑯
令
和
５
年
３
月
13
日　

神
社
新
報

　

読
書
「
日
本
書
紀
の
成
立
と
史
料
性
」
荊
木
美
行
教
授
著
紹
介
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Ⅷ　

調
査
記
録
及
び
研
修
会
他
へ
の
参
加

１　

調
査
記
録

（
１
）
神
道
研
究
所

①
令
和
４
年
８
月
28
日
～
30
日　

塩
川
哲
朗
助
教

　

出
張
先　

宮
内
庁
書
陵
部
、
国
立
公
文
書
館

　

用　

件　

神
宮
未
公
刊
史
料
（
神
宮
神
宝
図
）
の
調
査
（
科
研
費
、
総
合
研
究
）

②
令
和
４
年
９
月
30
日　

佐
野
真
人
准
教
授

　

出
張
先　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

　

用　

件　

伊
勢
神
宮
関
係
未
公
刊
古
典
籍
の
調
査
（
科
研
費
、
総
合
研
究
）

③
令
和
４
年
10
月
10
日
～
12
日　

塩
川
哲
朗
助
教

　

出
張
先　

宮
内
庁
書
陵
部
、
国
立
公
文
書
館

　

用　

件　

神
宮
未
公
刊
史
料
（
神
宮
神
宝
図
）
の
調
査
（
科
研
費
、
総
合
研
究
）

④
令
和
４
年
11
月
17
日
～
18
日　

佐
野
真
人
准
教
授

　

出
張
先　

東
京
古
書
会
館

　

用　

件　

東
京
古
典
会
出
品
の
皇
室
祭
祀
関
係
史
料
の
内
見
（
総
合
研
究
）

⑤
令
和
４
年
11
月
20
日
～
22
日　

塩
川
哲
朗
助
教

　

出
張
先　

宮
内
庁
書
陵
部
、
国
立
公
文
書
館

　

用　

件　

神
宮
未
公
刊
史
料
（
神
宮
神
宝
図
）
の
調
査
（
科
研
費
、
総
合
研
究
）

⑥
令
和
４
年
12
月
６
日
・
７
日　

塩
川
哲
朗
助
教

　

出
張
先　

宮
内
庁
書
陵
部
、
国
立
公
文
書
館

　

用　

件　

神
宮
未
公
刊
史
料
（
神
宮
神
宝
図
）
の
調
査
（
科
研
費
、
総
合
研
究
）

⑦
令
和
５
年
１
月
24
日
～
25
日　

塩
川
哲
朗
助
教

　

出
張
先　

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

用　

件　

祭
祀
・
儀
礼
の
調
査
研
究
の
た
め
、
金
沢
文
庫
特
別
展
「
法
会
へ
の
招
待
」
及

び
歴
博
特
集
展
示
「
来
訪
神
、
姿
と
か
た
ち
」
の
拝
観
（
第
二
部
門
）

⑧
令
和
５
年
２
月
15
日
～
17
日　

佐
野
真
人
准
教
授

　

出
張
先　

岡
山
大
学
附
属
図
書
館

　

用　

件　

大
嘗
祭
関
係
史
料
の
調
査
（
総
合
研
究
）

⑨
令
和
５
年
２
月
18
日　

塩
川
哲
朗
助
教

　

出
張
先　

史
跡
斎
宮
跡
（
西
部
）

　

用　

件　

斎
宮
跡
203
次
調
査
成
果
報
告
へ
の
参
加
（
総
合
研
究
）

（
２
）
史
料
編
纂
所

①
令
和
４
年
６
月
５
・
６
日　

荊
木
美
行
教
授

　

出
張
先　

取
手
市
教
育
委
員
会
・
福
島
信
吾
氏
邸

　

用　

件　

福
島
信
吾
氏
所
蔵
「
福
嶋
御
塩
焼
大
夫
文
書
」
の
調
査
他

②
令
和
４
年
11
月
14
・
15
日　

荊
木
美
行
教
授

　

出
張
先　

都
立
中
央
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館

　

用　

件　

史
料
編
纂
所
第
一
部
門
の
資
料
調
査

③
令
和
５
年
12
月
14
・
15
日　

谷
口
裕
信
共
同
研
究
員

　

出
張
先　

学
習
院
大
学
史
料
館

　

用　

件　

香
川
敬
三
関
係
文
書
に
関
す
る
共
同
研
究
の
打
ち
合
わ
せ
ほ
か

④
令
和
５
年
３
月
６
・
７
日　

荊
木
美
行
教
授

　

出
張
先　

浄
水
寺
跡
（
熊
本
県
宇
城
市
豊
野
町
）

　

用　

件　

「
浄
水
寺
碑
」
の
調
査

⑤
令
和
５
年
３
月
24
・
25
日　

荊
木
美
行
教
授

　

出
張
先　

富
山
市
立
図
書
館
（
山
田
孝
雄
文
庫
）

　

用　

件　

「
日
本
後
紀
史
料
」
作
成
に
か
か
る
資
料
調
査
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（
３
）
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

①
令
和
４
年
４
月
20
日　

浦
野
綾
子
助
教
、
小
林
郁
助
教

　

出
張
先　

三
重
県
伊
勢
市

　

用　

件　

資
料
寄
託
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ

②
令
和
４
年
５
月
18
日　

浦
野
綾
子
助
教
・
小
林
郁
助
教

　

出
張
先　

三
重
県
伊
勢
市

　

用　

件　

寄
託
資
料
運
搬
搬
入

③
令
和
５
年
３
月
28
日　

浦
野
綾
子
助
教

　

出
張
先　

三
重
県
総
合
博
物
館

　

用　

件　

三
重
県
博
物
館
協
会
運
営
委
員
会
に
出
席

２　

研
修
会
他
参
加

（
１
）
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

①
令
和
４
年
６
月
29
日　

大
島
信
生
教
授
、
浦
野
綾
子
助
教
、
小
林
郁
助
教
、
浅
井
誠
司
事

務
長

　

出
張
先　

三
重
県
総
合
博
物
館

　

用　

件　

博
物
館
連
携
協
定
に
基
づ
く
三
重
県
総
合
博
物
館
と
の
会
議
に
出
席

②
令
和
４
年
11
月
30
日　

大
島
信
生
教
授
、
浦
野
綾
子
助
教
、
小
林
郁
助
教
、
浅
井
誠
司
事

務
長

　

場　

所　

三
重
県
総
合
博
物
館

　

用　

件　

博
学
連
携
協
定
に
基
づ
く
三
重
県
総
合
博
物
館
と
の
会
議
に
出
席

Ⅸ　

収
集
資
料
・
図
書
・
雑
誌
・
社
報
ほ
か

１　

新
収
蔵
資
料

（
１
）
神
道
研
究
所
収
集
資
料

Ａ　

購
入
資
料

№　
　

名　

称　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

員
数

１　
『
紫
宸
殿
図
』（
臨
川
書
店
よ
り
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
幅

２　
『
御
通
行
道
筋
図
・
外
宮
宮
中
図
会
』（
臨
川
書
店
よ
り
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
舗

Ｂ　

寄
贈
資
料

原
田
敏
行
様

№　
　

名　

称　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

員
数

１　

故
原
田
敏
明
氏
撮
影
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
一
括　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

228
箱

（
２
）
史
料
編
纂
所
収
集
資
料

Ａ　

購
入
資
料

№　
　

名　

称　
　

１　

廣
湍
秋
麻
呂
水
田
立
券
文
（
藤
沢
書
店
よ
り
）

２　

内
藤
湖
南
書
「
古
鈔
本
五
行
大
義
残
巻
跋
」
（
古
本
屋
ぽ
ら
ん
よ
り
）

３　

伊
坂
出
士
銅
鐸
拓
本
（
表
装
の
た
め
新
規
図
書
登
録
）

４　

安
濃
郡
神
戸
村
字
木
ノ
根
出
土
銅
鐸
拓
本
（
表
装
の
た
め
新
規
図
書
登
録
）

５　

野
田
銅
鐸
拓
本
（
表
装
の
た
め
新
規
図
書
登
録
）

６　

壱
岐
守
宛
古
文
書
（
表
装
の
た
め
新
規
図
書
登
録
）
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Ｂ　

寄
贈
資
料

　

な
し

（
３
）
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
収
集
資
料
（
含
寄
託
）

Ａ　

購
入
資
料

№　
　

名　

称　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

員
数

１　
『
永
正
記
』（
誠
心
堂
書
店
よ
り
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点

Ｂ　

寄
贈
資
料

薗
田
守
訓
様

№　
　

名　

称　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

員
数

１　
「
日
本
ニ
ュ
ー
ス
第
47
号
」
16
㎜
フ
ィ
ル
ム　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点

惠
良
宏
様

№　
　

名　

称　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

員
数

１　

本
居
大
平
和
歌
懐
紙
（
軸
装
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点

２　

足
代
弘
訓
和
歌
（
軸
装
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点

３　

諸
家
短
冊
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点

４　

音
羽
義
静
歌
（
短
冊
軸
装
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点

５　

中
井
喜
衛
門
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点
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２　

受
贈
図
書
・
図
録
等

（
令
和
４
・
４
・
１
～
令
和
５
・
３
・
31
）

●
熱
田
神
宮
宝
物
館
よ
り

　

図
録
『
新
春
特
別
展
「
美
術
品
で
初
詣
～
熱
田
で
諸
社
へ
も
初
詣
～
」』

●
安
城
市
歴
史
博
物
館
よ
り

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
安
城
市
制
施
行
70
周
年
記
念
企
画
展
「
安
城
太
郎

満
70
歳
―
安
城
市
の
あ
ゆ
み
―
」』

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
企
画
展
「
勉
強
っ
て
お
も
し
ろ
い
？
」』

　

図
録
『
安
城
市
制
施
行
記
念
70
周
年
記
念
特
別
展
「
養
生
か
ら
健
康

へ
」』

●
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
令
和
４
年
度
秋
季
特
別
展
「
ア
ト
ゥ
イ
―
海
と
奏
で
る
ア
イ
ヌ

文
化
」』

　

図
録
『
令
和
４
年
度
夏
期
特
別
展
「
工
芸
教
育
の
精
華
―
納
富
介
次
郎

と
デ
ザ
イ
ン
の
思
想
―
」』

　

図
録
『
令
和
４
年
度
春
季
特
別
展
「
大
加
州
刀
展
」』

●
伊
勢
市
情
報
戦
略
局
文
化
政
策
課
よ
り

　

図
録
『
大
湊
の
造
船
と
旧
市
川
造
船
所
資
料
』

●
宇
治
市
歴
史
資
料
館
よ
り

　

図
録
『
山
地
、
平
野
、
川
と
と
も
に
池
―
宇
治
の
く
ら
し
と
空
間
―
』

●
桜
美
林
学
園
よ
り

　
『
桜
美
林
学
園
100
年
史
』
図
録
編

●
大
阪
公
立
大
学
大
学
史
資
料
室
よ
り

大
阪
市
立
大
学 

140
周
年
記
念
展
示
室 

展
示
図
録
『
わ
た
し
た
ち
の
大

阪
市
立
大
学　

大
阪
の
歴
史
と
共
に
』

　
『
恒
藤
記
念
室
叢
書
９　

恒
藤
恭
「
市
大
学
長
時
代
日
記
／
講
演
等

レ
ジ
ュ
メ
」（

1950
・

1951
年
）』

●
大
阪
歴
史
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
特
別
企
画
展
「
近
代
の
い
ん
ば
ん
手
―
そ
の
意
匠
と
時
代
背

景
―　

橋
本
忠
之
著
」』

●
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館　

令
和
４
年
度　

夏
季
企
画
展

献
ず
る
器
―
横
穴
式
石
室
を
彩
る
も
の
た
ち
―
』

　

図
録
『
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館　

令
和
４
年
度　

秋
季
企
画
展

川
と
道
の
織
り
な
す
河
内
の
交
通
―
大
和
川
と
舟
橋
・
国
府
遺

跡
―
』

●
大
谷
大
学
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
大
谷
大
学
博
物
館
二
〇
二
二
年
度
特
別
展
「
仏
法
東
帰
―
大
仏

開
眼
へ
の
み
ち
―
」』

●
大
鳥
大
社
よ
り

　

図
録
『
令
和
の
御
造
替
』

●
柏
原
市
立
歴
史
資
料
館
よ
り

　
『
柏
原
の
歴
史
１　

旧
石
器
～
弥
生
時
代
』

　

図
録
『
令
和
３
年
度
春
季
企
画
展
「
聖
徳
太
子
の
伝
説
と
真
実 

柏
原
・

王
寺
・
三
郷
の
道
と
寺
」』

　

図
録
『
史
跡
誕
生
100
年
―
高
井
田
横
穴
と
松
岳
山
古
墳
―
』

●
金
沢
大
学
資
料
館
よ
り

　

図
録
『
令
和
４
年
度
金
沢
大
学
資
料
館
特
別
展
「
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
魅
せ
る
古
生
物
学
―
竜
骨
群
集
と
鯨
骨
群

集
：
首
長
竜
、
ウ
ミ
ガ
メ
、
ク
ジ
ラ
の
遺
骸
に
群
が
る
生
物
―
」』

●
茅
野
市
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
神
長
官
守
矢
史
料
館
・
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館
企
画
展
「
御
柱

祭
」』

●
関
西
学
院
大
学
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
美
術
と
文
芸
シ
リ
ー
ズ　

新
収
蔵
品　

洋
画
家　

大
森
啓
助

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
』

●
学
校
法
人
関
西
大
学
よ
り

　
『
学
の
美
化　

大
学
昇
格
・
千
里
山
学
舎
開
設
100
年
記
念
誌
』

●
関
西
大
学
博
物
館
よ
り

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『

2022
年
度
関
西
大
学
博
物
館
夏
季
企
画
展　

関
西
大
学

昇
格
100
年
記
念
事
業
「
関
大
と
刀
匠
國
平
」』

●
企
業
史
料
協
議
会
よ
り

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
『
東
京
大
学
経
済
図
書
館
創
立
120
年
記
念
「
知
の
継
承
」』

●
京
都
大
学
よ
り

　
『
京
都
大
学
百
二
十
五
年
史　

通
史
編
』

●
株
式
会
社
熊
平
製
作
所
よ
り

　
『
抜
萃
の
つ
ゞ
り
』
そ
の
八
十
二

●
桑
名
市
役
所
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
よ
り

　

桑
名
叢
書
Ⅵ
『
桑
名
城
下
切
絵
図
―
文
政
８
年
城
下
絵
図
に
よ
る
桑
名

藩
士
居
宅
―
』

●
桑
名
市
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
特
別
企
画
展
「
華
ひ
ら
く
近
代
工
芸
の
美
―
板
谷
波
山
と
香
取

秀
真
―
」』

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
こ
う
な
る
徳
川
将
軍
家　

家
康
と
千
姫
』

●
京
阪
奈
情
報
教
育
出
版
株
式
会
社
よ
り

　
『
年
が
ら
年
中
饅
頭
祭
～
奈
良
と
大
和
の
和
菓
子
巡
り
旅
』

●
皇
學
館
大
学　

佐
野
真
人
研
究
室
よ
り

　
『
伊
勢
神
宮
未
公
刊
資
料
集
（
文
献
篇
）』

●
皇
學
館
大
学
百
四
十
周
年
記
念
刊
行
物
編
纂
委
員
会
よ
り

　
『
皇
學
館
大
学
百
四
十
周
年
記
念
誌
「
飛
躍
と
発
展
の
十
年
」』

●
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
よ
り

　

図
録
『
特
別
展
「
都
の
神　

や
し
ろ
と
ま
つ
り　

世
界
遺
産
加
茂
別
雷

神
社
の
至
宝
」』
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『
資
料
で
見
る
神
道
史
』
神
道
展
示
室
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
『
神
道
の
祭
り
と
歴
史
』

●
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構 

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

よ
り

　
『
國
學
院
大
學
百
四
十
周
年
記
念
誌
』

●
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

よ
り

　

図
録
『
国
際
企
画
展
示
「
加
耶
―
古
代
東
ア
ジ
ア
を
生
き
た
、
あ
る
王

国
の
歴
史
―
」』

　

図
録
『
企
画
展
示
「
中
世
武
士
団
―
地
域
に
生
き
た
武
家
の
領
主
―
」』

●
古
代
歴
史
文
化
協
議
会
よ
り

　
『
刀
剣
―
武
器
か
ら
読
み
解
く
古
代
社
会
―
』

●
事
任
八
幡
宮
古
文
書
調
査
研
究
会
よ
り

　
『
事
任
八
幡
宮
資
料
集
成
』

●
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
企
画
展
「
書
で
た
ど
る
良
寛
の

足
跡
」』

●
斎
宮
歴
史
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
令
和
４
年
度
特
別
展
「N

A
RIH

IRA

―
い
に
し
へ
の
雅
び
男

の
も
の
が
た
り
―
」』

●
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
令
和
４
年
度
春
季
特
別
展　

開
館
30
周
年
記
念
「
戦
国
時
代
の

近
江
・
京
都
―
六
角
氏
だ
っ
て
す
ご
か
っ
た
‼
―
」』

　

図
録
『
令
和
４
年
度
秋
季
特
別
展　

開
館
30
周
年
記
念
「
里
帰
り
！

日
本
最
大
の
銅
鐸
―
太
古
の
響
き
を
安
土
の
地
で
―
」』

　

図
録
『
第
65
回
企
画
展
「
伝
教
大
師
最
澄
と
天
台
宗
の
あ
ゆ
み
」』

　

図
録
『
第
66
回
企
画
展
「
発
掘
さ
れ
た
近
江
Ⅱ
―
遺
跡
ア
ラ
カ
ル
ト
―
」』

●
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
『
出
雲
風
土
記
―
地
図
・
写
本
編
―
』

　
『
島
根
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
書
57　

荒
神
谷
遺
跡
青
銅
器
群

の
研
究
』

　
『
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集　

第
27
集　

山
陰
に
お
け
る

古
代
交
通
の
研
究
』

　
『
島
根
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集　

第
28
集　

中
世
岩
見
に
お
け

る
在
地
領
主
の
動
向
』

●
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
出
雲
と
吉
備
』

　

図
録
『
開
館
15
周
年
記
念 

特
別
展
「
ハ
ニ
ワ
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
」』

●
白
圡
亜
枝
氏
よ
り

共
立
女
子
大
学
大
学
院 

博
士
論
文
『
江
戸
時
代
歌
舞
伎
衣
装
の
研
究

―
そ
の
成
立
と
展
開
―
』

●
一
般
財
団
法
人　

神
道
文
化
会
よ
り

　
『
神
道
文
化
蔵
書
47
「
八
紘
一
宇
」
の
社
会
思
想
史
的
研
究
』

●
吹
田
市
立
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
開
館
30
周
年
記
念　

令
和
４
年
度
（
2022
年
度
）
春
季
特
別
展
「
出

口
座
と
阪
本
一
房
―
現
代
人
形
劇
の
継
承
と
発
展
」』

　

図
録
『
令
和
２
年
度
（

2020
年
度
』
春
季
特
別
展
「
神
崎
川
展
―
川
湊
・

吹
田
の
も
の
が
た
り
―
」』

●
鈴
鹿
市
教
育
委
員
会
よ
り

　

図
録『
伊
勢
国
分
寺
跡
史
跡
指
定
100
周
年
記
念
秋
季
特
別
展「
国
分
寺
」』

●
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
よ
り

　
『
大
東
文
化
学
院
の
人
び
と
』

●
公
益
財
団
法
人
千
葉
市
教
育
振
興
財
団
よ
り

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
令
和
４
年
度
特
別
展
「
遺
物
か
ら
見
え
る
地
域
文
化

の
発
達
―
縄
文
時
代
前
期
後
葉
～
末
葉
」』

●
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
よ
り

　
『
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

研
究
叢
書
78
「
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る

発
達
障
害
学
生
支
援
の
新
た
な
る
展
開
」』

　
『
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

研
究
叢
書
79
「
リ
ア
リ
テ
ィ
の
哲
学
」』

　
『
人
文
研
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
39
「
歴
史
の
周
辺
を
さ
ま
よ
っ
て
―
人
種
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
そ
し
て
人
の
移
動
」』

　
『
人
文
研
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
40
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
仲
介
と
す
る
儒
教
情

報
の
啓
蒙
期
欧
米
へ
の
流
入
と
受
容
」』

　
『
人
文
研
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
41
「
移
民
を
背
景
と
す
る
青
少
年
の
自
己
形

成
―
当
事
者
の
視
点
、
支
援
者
の
視
点
、
研
究
者
の
視
点
―
」』

●
知
立
市
歴
史
民
俗
資
料
館
よ
り

　
『
令
和
３
年
度
企
画
展
「
レ
ト
ロ
な
薬
の
看
板
―
知
立
に
あ
っ
た
薬
屋

さ
ん
か
ら
―
」』

●
帝
京
大
学
総
合
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
ザ
・
公
衆
衛
生
！
―
社
会
と
個
人
の
健
康
を
守
る
黒
衣
た
ち
―
』

　

図
録
『
帝
京
商
業
学
校
の
物
語
―
帝
京
の
こ
と
は
じ
め
―SIN

CE1931

帝
京
商
業
学
校
の
物
語
』

●
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
よ
り

　

図
録
『
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
176
回
展　

中
国
古
典
名
品
展
』

●
学
校
法
人
東
海
大
学
望
星
学
塾
学
園
史
資
料
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
『
東
海
大
学
資
料
叢
書
11
「
学
部
・
学
科
の
設
置
目
的
・
趣
旨
（
２
）」』

●
東
京
家
政
学
院　

生
活
文
化
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
令
和
４
年
度
第
34
回
特
別
展
「
祈
り
の
形
―
上
巳
と
端
午
の
節

句
飾
り
―
」』

●
東
京
経
済
大
学 

史
料
室
よ
り

　
『
東
京
経
済
大
学
百
二
十
年
史
』
資
料
編 

第
二
巻

●
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
よ
り

　
『
令
和
４
年
度
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
開
事
業
報
告
冊
子
』

　

解
説
冊
子
『
特
別
展
「
カ
ミ
の
か
た
ち
」』
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●
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
『
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書　

第
72
号
「
仙
台
藩
宿

老
後
藤
家
文
書
―
由
緒
・
職
務
・
武
芸
―
」』

●
公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
・
徳
川
林
政
史
研
究
所
よ
り

　
『
金
鯱
叢
書　

第
四
十
九
輯　

―
史
学
美
術
史
論
文
集
―
』

　
『
林
正
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト　

尾
張
藩
の
林
政
と
森
林
文
化
５　

森
林
利

用
の
秩
序
と
御
山
守
・
村
』

　
『
内
木
家
文
書　

宝
暦
一
三
年
「
御
山
方
御
用
幷
諸
事
日
記
」』

●
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
よ
り

　

図
録
『

2022
年
度
企
画
展　

ウ
イ
ル
ス
の
世
界
～
発
見
か
ら

2021
年
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
～
』

●
名
古
屋
大
学　

大
学
文
書
資
料
室
よ
り

　
『
名
古
屋
大
学
の
歴
史　

1871
～

2019
』
上
下
巻

●
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構 

奈
良
文
化
財
研
究
所
よ
り

　
『
奈
文
研
論
叢
』
第
３
号

　
『
奈
良
文
化
財
研
究
所
七
十
年
の
軌
跡　

創
立
七
十
周
年
記
念
誌
』

●
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構 

奈
良
文
化
財
研
究
所 

飛
鳥
資
料
館

よ
り

　

図
録
『
令
和
４
年
度
秋
季
特
別
展
「
飛
鳥
美
人　

高
松
塚
古
墳
の
魅
力
」』

　

カ
タ
ロ
グ
『
飛
鳥
の
考
古
学
二
〇
二
二
』

●
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
よ
り

　
『
南
山
学
園
史
料
集
16　

回
想
の
南
山
大
学
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
』

●
独
立
行
政
法
人　

日
本
芸
術
文
化
復
興
会　

日
本
博
事
務
局
よ
り

　
『
令
和
３
年
度
「
日
本
博
」
開
催
に
係
る
効
果
検
証
報
告
書
』

●
日
本
大
学
企
画
広
報
部
広
報
課
（
大
学
史
編
纂
）
よ
り

　
『
大
学
史
展
示
記
録　

2015

−

2021
』

●
三
重
県
総
合
博
物
館M

ieM
u

よ
り

　

図
録
『
第
31
回
企
画
展
「
集
ま
れ
！
三
重
の
ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
た
ち
」』

　

図
録
『
第
32
回
企
画
展
「
三
重
の
円
空
」』

●
宮
崎
県
立
西
都
原
考
古
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
令
和
４
年
度
特
別
展　

飛
び
道
具
の
技
術
文
化
史
～
旧
石
器
時

代
か
ら
西
南
戦
争
ま
で
～
』

●
明
治
神
宮
社
務
所
よ
り

　
『
明
治
神
宮
100
年
の
森
で
未
来
を
語
る　

Ｍ
の
森
連
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
全

記
録
』

●
公
益
財
団
法
人
鈴
屋
遺
蹟
保
存
会　

本
居
宣
長
記
念
館
よ
り

　
『
令
和
版　

本
居
宣
長
の
不
思
議
』

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
国
史
跡
指
定
100
年
・
宣
長
再
発
見
「
宣
長
さ
が
し
」』

●
森
田
成
男
氏
よ
り

　
『
定
本　

ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
―
日
本
書
紀
・
古
事
記
と
の
対
比
―
』

●
八
坂
神
社
よ
り

　
『
八
坂
神
社
日
記　

万
覚
日
記
Ⅰ
（
明
治
六
年
～
安
永
六
年
）』

●
吉
村
昭
記
念
文
学
館
よ
り

　

図
録
『
吉
村
昭
「
高
熱
隧
道
」
―
黒
部
の
難
工
事
を
描
く
―
』

　

解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
翻
訳
さ
れ
たY

O
SH

IM
U

RA

文
学
』

●
四
日
市
市
立
博
物
館
よ
り

　

図
録
『
画
で
見
る
四
日
市
港
の
歩
み
』

●
立
教
学
院
展
示
館
よ
り

　

図
録
『
大
学
認
可
100
周
年
記
念
展 

立
教
学
院
展
示
館
・
第
８
回
企
画

展
「
立
教
大
学
の
誕
生
」』

●
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
よ
り

　
『
写
真
で
見
る
立
正
大
学
の
150
年
』

Ｂ　

購
入
図
書

ａ　

神
道
研
究
所

『
神
社
新
報
縮
刷
版 

令
和
３
年
』（
神
社
新
報
社
）、
伊
藤
聡
編
『
寺
院
文

献
資
料
学
の
新
展
開
』
第
10
巻
（
臨
川
書
店
）、
西
宮
秀
紀
『
伊
勢
神
宮

と
斎
宮
』（
岩
波
書
店
）、『
日
本
書
紀
（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
）』（
八

木
書
店
）、『
皇
室
制
度
史
料<

儀
制
大
嘗
祭
１>

』（
財
団
法
人
菊
葉
文

化
協
会
）、
穂
積
裕
昌
『
大
嘗
祭
の
考
古
学
』（
雄
山
閣
）、
海
野
聡
『
日

本
建
築
史
講
義
～
木
造
建
築
が
ひ
も
と
く
技
術
と
社
会
～
』（
学
芸
出
版

社
）、『
国
宝
岩
崎
本
日
本
書
紀
～
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
～
』（
勉
誠

出
版
）

ｂ　

史
料
編
纂
所
（
受
入
順
）

廣
岡
義
隆
『
風
土
記
考
説
』、
門
田
誠
一
著
『
出
土
文
字
資
料
と
宗
教
文

化
（
佛
教
大
学
研
究
叢
書
43
）』、
鉄
野
昌
弘
、
奥
村
和
美
編
『
萬
葉
集
研

究
第
41
集
』、
関
口
裕
子
著
『
日
本
古
代
社
会
の
研
究
』、
松
本
政
春
著
『
律

令
国
家
軍
制
の
構
想
と
展
開
』、
井
上
直
樹
著
『
高
句
麗
の
史
的
展
開
過

程
と
東
ア
ジ
ア
』、
吉
村
武
彦
著
『
日
本
古
代
の
政
事
と
社
会
』、
井
上
正

望
著
『
日
本
古
代
天
皇
の
変
質　

中
世
的
天
皇
の
形
成
過
程
』、
東
京
大

学
東
洋
文
化
研
究
所
編
『
ア
ジ
ア
の
文
化
と
社
会
１
（
東
洋
文
化
研
究
所

紀
要　

第
116
冊
、
第
117
冊
、
第
118
冊
）』、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
編

『
ア
ジ
ア
の
文
化
と
社
会
２
（
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要　

第
116
冊
、
第
117

冊
、
第
118
冊
）』、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
編
『
ア
ジ
ア
の
文
化
と
社

会
３
（
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要　

第
116
冊
、
第
117
冊
、
第
118
冊
）』、
追
手

門
學
院
大
學
東
洋
文
化
學
會
編『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化　

阿
頼
耶
順
宏
・

伊
原
澤
周
兩
先
生
退
休
記
念
論
集
』、
森
浩
一
著
『
海
を
渡
っ
た
人
び
と

（
図
説
日
本
の
古
代　

第
１
巻
）』、
森
浩
一
著
『
木
と
土
と
石
の
文
化　

旧
石
器
時
代
～
繩
文
時
代
後
期
（
図
説
日
本
の
古
代　

第
２
巻
）』、
森
浩
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一
著
『
コ
メ
と
金
属
の
時
代　

縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
（
図
説
日
本

の
古
代　

第
３
巻
）』、
森
浩
一
著
『
諸
王
権
の
造
型　

古
墳
時
代
（
図
説

日
本
の
古
代　

第
４
巻
）』、
森
浩
一
著
『
古
墳
か
ら
伽
藍
へ　

古
墳
時
代

～
飛
鳥
時
代
（
図
説
日
本
の
古
代　

第
５
巻
）』、
森
浩
一
著
『
文
字
と
都

と
駅　

奈
良
時
代
～
平
安
時
代
初
期
（
図
説
日
本
の
古
代　

第
６
巻
）』、

東
京
大
学
国
語
研
究
室
編
／
宮
沢
俊
雄
解
題
・
峰
岸
明
解
題
『
東
京
大
学

国
語
研
究
室
資
料
叢
書
13
倭
名
類
聚
抄
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢

書
）』、
東
洋
陶
磁
学
会
編
『
東
洋
陶
磁
Vol.
１
（

1973－

74
）』、
東
洋
陶
磁
学

会
編
『
東
洋
陶
磁
Vol.
２
（

1973－

74
）』、
東
洋
陶
磁
学
会
編
『
東
洋
陶
磁
Vol.

３
（

1974－

76
）』、
東
洋
陶
磁
学
会
編
『
東
洋
陶
磁
Vol.
４
（

1974－

77
）』、
東
洋

陶
磁
学
会
編
『
東
洋
陶
磁
Vol.
５
（

1975－

78
）』、
東
洋
陶
磁
学
会
編
『
東
洋

陶
磁
Vol.
６
（

1976－

79
）』、
東
洋
陶
磁
学
会
編
『
東
洋
陶
磁
Vol.
７
（

1977-

81
）』、

周
到
・
吕
品
・
汤
文
兴
編
『
河
南
漢
代
画
像
磚
』、
张
万
夫
编
『
漢
畫
選
』、

郭
福
祥
著
『
明
清
帝
后
璽
印
』、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
『
出
雲

国
風
土
記
地
図
・
写
本
編
』、
吉
村
武
彦
編
『
律
令
制
国
家
の
理
念
と
実

像
』、
関
根
淳
著
『
日
本
古
代
史
書
研
究
』、
落
合
淳
思
著
『
漢
字
字
形
史

字
典　

教
育
漢
字
対
応
版
』、
张
丹
阳
著
『
唐
代
教
坊
考
论
』、
山
崎
誠
編

『
印
融
自
筆
本
重
要
文
化
財
塵
袋
と
そ
の
研
究
上
』、
山
崎
誠
編
『
印
融
自

筆
本
重
要
文
化
財
塵
袋
と
そ
の
研
究
下
』、
山
下
龍
二
教
授
退
官
記
念
論

集
刊
行
会
編
『
中
國
學
論
集　

山
下
龍
二
教
授
退
官
記
念
』、
多
田
一
臣

著
『
古
代
文
学
の
世
界
像
』、
刘
玉
刚
主
编
『
中
华
字
海
』、
劉
雨
珍
、
孫

雪
梅
編
『
日
本
政
法
考
察
記
（
晩
清
東
遊
日
記
彙
編
）』、
蔡
毅
著
『
中
国

陶
瓷
器
真
伪
识
别
』、
丁
孟
著
『
中
国
青
铜
器
真
伪
识
别
』、
日
本
書
紀
研

究
会
編
『
日
本
書
紀
研
究
第
34
冊
』、馬
淵
和
夫
著
『
和
名
類
聚
抄
古
写
本
・

声
点
本
本
文
お
よ
び
索
引
』、
長
野
一
雄
著
『
古
代
説
話
の
文
学
的
研
究
』、

王
夢
鷗
撰
『
漢
簡
文
字
類
編
』、
張
守
中
選
集
／
蔡
敏
責
任
編
輯
『
包
山

楚
簡
文
字
編
』、
范
忠
信
主
編
『
法
治
中
国
化
研
究
第
一
楫
』、
范
忠
信
主

編
『
法
治
中
国
化
争
鳴
』、
范
忠
信
ほ
か
著
『
楓
橋
経
験　

予
法
治
型
新

農
村
建
設
』、
中
國
國
家
畫
院
書
法
篆
刻
院
主
編
『
好
太
王
碑
（
傳
世
經

典
書
法
碑
帖
）』、
梅
原
末
治
著
『
漢
以
前
の
古
鏡
の
研
究
』、
梅
原
末
治

著
『
漢
三
国
六
朝
紀
年
鏡
図
説
』、
梅
原
末
治
著
『
紹
興
古
鏡
聚
英
』、
梅

原
末
治
著
『
支
那
漢
代
紀
年
銘
漆
器
図
説
』、
梅
原
末
治
著
『
秦
鏡
と
漢

六
朝
鏡
（
古
鏡
聚
英
上
篇
）』、
梅
原
末
治
著
『
隋
唐
鏡
よ
り
和
鏡
（
古
鏡

聚
英
下
篇
）』、
浦
間
茶
臼
山
古
墳
発
掘
調
査
団
編
『
岡
山
市
浦
間
茶
臼
山

古
墳
』、
皇
室
事
典
編
『
集
委
員
会
編
『
著
『
皇
室
事
典
』、
今
村
武
雄
著

『
小
泉
信
三
伝
』、
ヒ
レ
ア
・
ベ
ロ
ッ
ク
著
／
中
山
理
訳
『
ユ
ダ
ヤ
人  

な
ぜ
、

摩
擦
が
生
ま
れ
る
の
か
』、
小
野
和
子
編
著
『
京
大
・
矢
野
事
件 

キ
ャ
ン

パ
ス
・
セ
ク
ハ
ラ
裁
判
の
問
う
た
も
の
』、
徳
富
猪
一
郎
著
／
平
福
百
穂

畫
『
山
水
隨
縁
記
』、
宗
福
邦
、
陳
世
鐃
、
于
亭
主
编
『
古
音
匯
纂
』、
上

田
万
年
他
編
『
大
字
典
普
及
版
』、
風
土
記
研
究
会
編
『
播
磨
風
土
記
研

究
』、
三
間
重
敏
著
『
ま
む
し
の
愚
痴
第
１
巻
』、
源
順
撰
／
古
辞
書
叢
刊

刊
行
会
編
『
和
名
類
聚
抄
二
十
巻
本
１－

２
（
古
辭
書
叢
刊
）』、
源
順
撰

／
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
編
『
和
名
類
聚
抄
二
十
巻
本
３－

４
（
古
辭
書
叢

刊
）』、
源
順
撰
／
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
編
『
和
名
類
聚
抄
二
十
巻
本
５－

６
（
古
辭
書
叢
刊
）』、
源
順
撰
／
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
編
『
和
名
類
聚
抄

二
十
巻
本
７－

８
（
古
辭
書
叢
刊
）』、
源
順
撰
／
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
編

『
和
名
類
聚
抄
二
十
巻
本
９－

10
（
古
辭
書
叢
刊
）』、
源
順
撰
／
古
辞
書
叢

刊
刊
行
会
編
『
和
名
類
聚
抄
二
十
巻
本
11－

12
（
古
辭
書
叢
刊
）』、
源
順

撰
／
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
編
『
和
名
類
聚
抄
二
十
巻
本
13－

14
（
古
辭
書

叢
刊
）』、
源
順
撰
／
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
編『
和
名
類
聚
抄
二
十
巻
本
15－

16
（
古
辭
書
叢
刊
）』、
源
順
撰
／
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
編
『
和
名
類
聚

抄
二
十
巻
本
17－

18
（
古
辭
書
叢
刊
）』、
源
順
撰
／
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会

編
『
和
名
類
聚
抄
二
十
巻
本
19－

20
（
古
辭
書
叢
刊
）』、
草
川
昇
編
『
五

本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
１
ア－

カ
』、
草
川
昇
編
『
五
本
対
照
類
聚

名
義
抄
和
訓
集
成
２
キ－

タ
』、
草
川
昇
編
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和

訓
集
成
３
（
チ－

ヒ
）』、
草
川
昇
編
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成

４
（
フ－

ヲ
）』、
李
乃
琦
著
『
一
切
経
音
義
古
写
本
の
研
究
』、
天
理
大
学

附
属
天
理
図
書
館
編
集
『
和
名
類
聚
抄　

高
山
寺
本
（
新
天
理
図
書
館
善

本
叢
書　

第
７
巻
）』、
舎
人
親
王
編
／
日
本
文
獻
學
會
編
『
日
本
書
紀
上

（
日
本
文
獻
學
會
叢
刊
之
１
）』、
人
親
王
編
／
日
本
文
獻
學
會
編
『
日
本

書
紀
下
（
日
本
文
獻
學
會
叢
刊
之
１
）』、
栄
原
永
遠
男
著
『
難
波
古
代
史

研
究
（
日
本
史
研
究
叢
刊
43
）』、
姫
路
市
文
化
財
保
護
協
会
『
本
町
遺
跡

本
文
』、
姫
路
市
文
化
財
保
護
協
会
『
本
町
遺
跡
図
版
』、
末
木
文
美
士
著

『
平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究　

安
然
の
思
想
形
成
を
中
心
と
し
て
』、
藤

堂
明
保
・
加
納
喜
光
編
『
学
研
新
漢
和
大
字
典
普
及
版
』、
反
町
茂
雄
著

『
修
業
時
代
（
一
古
書
肆
の
思
い
出
１
）』、
反
町
茂
雄
著
『
賈
（
か
い
ひ

と
）』、
を
待
つ
者
（
一
古
書
肆
の
思
い
出
２
）』、
反
町
茂
雄
著
『
古
典
籍

の
奔
流
横
溢
（
一
古
書
肆
の
思
い
出
３
）』、
反
町
茂
雄
著
『
激
流
に
棹
さ

し
て
（
一
古
書
肆
の
思
い
出
４
）』、
反
町
茂
雄
著
『
賑
わ
い
は
夢
の
如
く

（
一
古
書
肆
の
思
い
出
５
）』、
大
槻
文
彦
著
／
山
田
俊
雄
他
編
『
稿
本
日

本
辞
書
言
海
第
１
巻
あ－

こ
』、
大
槻
文
彦
著
／
山
田
俊
雄
他
編
『
稿
本
日

本
辞
書
言
海
第
２
巻
さ－

な
』、
大
槻
文
彦
著
／
山
田
俊
雄
他
編
『
稿
本
日

本
辞
書
言
海
第
３
巻
に－

を
』、
大
槻
文
彦
著
／
山
田
俊
雄
責
任
編
集
『
私

版
日
本
辭
書
言
海
第
１
冊
』、
大
槻
文
彦
著
／
山
田
俊
雄
責
任
編
集
『
私

版
日
本
辭
書
言
海
第
２
冊
』、
大
槻
文
彦
著
『
／
山
田
俊
雄
責
任
編
集
『
私

版
日
本
辭
書
言
海
第
３
冊
』、
大
槻
文
彦
著
『
／
山
田
俊
雄
責
任
編
集
『
私

版
日
本
辭
書
言
海
第
４
冊
』、
大
槻
清
彦
校
閲
／
山
田
俊
雄
編
『
圖
録
日

本
辭
書
言
海
（
稿
本
日
本
辞
書
言
海　

特
別
資
料
）』、
大
野
透
著
『
萬
葉

假
名
の
研
究　

古
代
日
本
語
の
表
記
の
研
究
新
訂
版
［
正
］』、
大
野
透
著

『
萬
葉
假
名
の
研
究 

古
代
日
本
語
の
表
記
の
研
究
新
訂
版
続
』、
揖
保
川

町
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
簒
『
揖
保
川
町
史
第
１
巻
本
文
編
１
』、
揖
保

川
町
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
簒
『
揖
保
川
町
史
第
１
巻
付
図
』、
揖
保
川

町
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
簒
『
揖
保
川
町
史
第
２
巻
本
文
編
２
』、
揖
保

川
町
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
簒
『
揖
保
川
町
史
第
２
巻
本
文
編
２
付
図
』、
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揖
保
川
町
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
簒
『
揖
保
川
町
史
第
２
巻
別
冊
』、
揖

保
川
町
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
簒
『
揖
保
川
町
史
第
３
巻
史
料
編
』、
揖

保
川
町
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
簒
『
揖
保
川
町
史
第
３
巻
付
図
』、
御
津

町
史
編
集
専
門
部
委
員
会
編
集
『
御
津
町
史
第
３
巻
』、
御
津
町
史
編
集

専
門
部
委
員
会
編
集
『
御
津
町
史
第
３
巻
付
図
』、
出
石
町
史
編
集
委
員

会
編
『
出
石
町
史
第
１
巻
通
史
編
上
』、
養
父
町
史
編
集
委
員
会
編
『
養

父
町
史
第
１
巻
』、
顔
俊
彦
著
『
盟
水
齋
存
牘
（
中
国
政
法
大
学
学
朮
叢

書
）』、
孫
殿
起
輯
『
琉
璃
厰
小
志
（
北
京
古
籍
叢
書
）』、
徐
炳
主
编
『
黄

帝
思
想
与
道
、
理
、
法
研
究
（
轩
辕
黄
帝
研
究　

第
１
巻
）』、
及
川
真
学

著
／
山
田
仁
史
編
『
高
砂
族
の
咒
法
及
び
其
他　

及
川
真
学
の
台
湾
原
住

民
研
究
』、
井
ノ
口
哲
也
著
『
入
門
中
国
思
想
史
』、
新
野
直
吉
著
『
律
令

古
代
の
東
北
』、
曽
我
部
静
雄
著
『
紙
幣
発
達
史
』、
三
浦
周
行
著
『
明
治

維
新
と
現
代
支
那
』、
小
早
川
欣
吾
著
『
近
世
民
事
訴
訟
制
度
の
研
究
増

補
』、
布
施
彌
平
治
著
『
律
令
と
儒
教
第
１
分
冊
』、
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン

タ
ー
編
『
兵
庫
県
大
百
科
事
典
上
』、
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
編
『
兵

庫
県
大
百
科
事
典
下
』

３　

受
贈
雑
誌
類
（
令
和
４
・
４
・
１
～
令
和
５
・
３
・
31
）

●
愛
知
学
院
大
学
宗
教
法
制
研
究
所
よ
り

　
「
宗
教
法
制
研
究
所
紀
要
第
63
号
『
法
と
宗
敎
を
め
ぐ
る
現
代
的
諸
問

題
（
十
四
）』」

●
愛
知
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
研
会
よ
り

　
「
愛
知
学
院
大
学 

大
学
院 

文
学
研
究
科 

文
研
会
紀
要
」
第
33
号

●
愛
知
教
育
大
学
歴
史
学
会
よ
り

　
「
歴
史
研
究
」
第
68
号

●
愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
同
文
書
院
記
念
報
」

VOL. 

30

●
愛
知
大
学
文
学
部
歴
史
地
理
学
科
よ
り

　
「
愛
大
史
学　

―
日
本
史
学
・
世
界
史
学
・
地
理
学
―
」
第
31
号

●
青
山
学
院
大
学
史
学
会
よ
り

　
「
史
友
」
第
54
号

●
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
研
究
室
よ
り

　
「
青
山
史
学
」
第
40
号

●
秋
田
大
学
史
学
会
よ
り

　
「
秋
大
史
學
」
68

●
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
よ
り

　
「
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
」
第
31
号

●
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
よ
り

　
「
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
叢
書
26
」

●
猪
名
川
町
教
育
委
員
会
よ
り

　
「
猪
名
川
町
文
化
財
調
査
報
告
書
12
」

●
岩
手
史
学
会
よ
り

　
「
岩
手
史
学
研
究
」
第
102
号

●
宇
治
市
歴
史
資
料
館
よ
り

　
「
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
24　

吉
田
初
三
郎
関
係
資
料　

上
」

●
浦
幌
町
立
博
物
館
よ
り

　
「
浦
幌
町
立
博
物
館
紀
要
」
第
22
号

　
「
浦
幌
町
立
博
物
館
年
報
」
第
22
号

●
叡
山
学
院
図
書
館
よ
り

　
「
叡
山
学
院
研
究
紀
要
」
第
44
号

　
「
天
台
學
報
」
第
63
號

●
桜
美
林
学
園
学
園
史
編
集
委
員
会
よ
り

　
「
学
園
史
研
究
」
第
２
号

●
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
よ
り

　
「
大
倉
山
論
集
」
第
68
輯

●
大
阪
大
谷
大
学
博
物
館
よ
り

　
「
大
阪
大
谷
大
学
博
物
館
報
告
書　

第
69
冊
」

●
大
阪
大
谷
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
よ
り

　
「
大
阪
大
谷
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
年
報
」

VOL. 

22

●
一
般
財
団
法
人
大
阪
市
文
化
財
協
会
よ
り

　
「
大
阪
市
北
区　

中
之
島
蔵
屋
敷
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅳ
」

　
「
大
阪
市
北
区　

大
深
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
Ⅱ
」

　
「
大
阪
市
住
吉
区　

山
之
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅸ
」

　
「
大
阪
城
跡
XX
」

　
「
大
阪
市
文
化
財
協
会
研
究
紀
要
」
第
23
号

●
大
阪
女
学
院
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
大
阪
女
学
院
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
」

1884

−

2022

●
大
阪
公
立
大
学
研
究
推
進
機
構
・
独
創
研
究
セ
ン
タ
ー
大
学
史
編
纂
研

究
所
よ
り

　
「
大
阪
府
立
大
学
史
資
料
叢
書
Ⅲ
」

　
「
大
阪
府
立
大
学
史
資
料
叢
書
Ⅳ
」

　
「
大
阪
府
立
大
学
史
資
料
叢
書
Ⅴ
」

　
「
大
阪
府
立
大
学
史
資
料
叢
書
Ⅵ
」

●
大
阪
公
立
大
学
大
学
史
資
料
室
よ
り

　
「
大
阪
公
立
大
学
史
紀
要
」
第
１
号

●
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
よ
り

　
「
待
兼
山
論
叢
」
第
56
号

●
大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科
人
間
社
会
学
専
攻
言

語
文
化
科
学
分
野
よ
り

　
「
言
語
文
化
学
研
究
」
第
17
号

●
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
よ
り

　
「
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館　

館
報
」
25

●
大
阪
歴
史
博
物
館
よ
り
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「
大
阪
歴
史
博
物
館
年
報
」
令
和
３
年
度

●
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
よ
り

　
「
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
」
第
39
号

　
「
研
究
所
報
」
第
79
・
80
号

●
大
手
前
大
学
史
学
研
究
所
よ
り

　
「
大
手
前
大
学
史
学
研
究
所
紀
要
」
第
16
号

●
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
人
文
科
学
科
比
較
歴
史
学
コ
ー
ス
内

読
史
会
よ
り

　
「
お
茶
の
水
史
学
」
第
65
号

●
帯
広
大
谷
短
期
大
学
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
編
集
委
員
会
よ
り

　
「
帯
広
大
谷
短
期
大
学
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
第
９
号

●
帯
広
大
谷
短
期
大
学
附
属
図
書
館
よ
り

　
「
帯
広
大
谷
短
期
大
学
紀
要
」
第
59
号

●
公
益
社
団
法
人
温
故
学
会
よ
り

　
「
温
故
叢
誌
」
第
76
号

●
学
習
院
大
学
史
料
館
よ
り

　
「
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
」
第
28
号

●
神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
よ
り

　
「
神
奈
川
大
学
史
紀
要
」
第
７
・
８
号

　
「
神
奈
川
大
学
史
資
料
集
」
第
39
集

●
神
奈
川
大
学
法
学
会
よ
り

　
「
神
奈
川
法
学
」
第
54
巻
第
３
号
・
第
55
巻
第
１
・
２
号

●
神
奈
川
大
学
法
学
研
究
所
よ
り

　
「
研
究
年
報
」
第
36
号

●
金
沢
工
業
大
学
日
本
学
研
究
所
よ
り

　
「
日
本
学
研
究
」
第
24
・
25
号

●
金
沢
大
学
資
料
館
よ
り

　
「
金
沢
大
学
資
料
館
紀
要
」
第
17
号　

●
金
沢
大
学
歴
史
言
語
文
化
学
系
よ
り

　
「
金
沢
大
学
歴
史
言
語
文
化
学
系
論
集
」
史
学
・
考
古
学
篇　

第
14
号

●
公
益
財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
よ
り

　
「
元
興
寺
文
化
財
研
究
所　

研
究
報
告
」

2021

●
関
西
学
院
大
学
学
院
史
編
纂
室
よ
り

　
「
関
西
学
院
史
紀
要
」
第
29
号

●
関
西
学
院
大
学
史
学
会
よ
り

　
「
関
西
学
院
史
学
」
第
50
号

●
関
西
学
院
大
学
人
文
学
会
よ
り

　
「
人
文
論
究
」
第
72
巻　

第
１
～
４
号

●
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
よ
り　

　
「
史
泉
」
第
136
・
137
号

●
神
田
外
語
大
学
日
本
研
究
所
よ
り

　
「
神
田
外
語
大
学 

日
本
研
究
所 

紀
要
」
第
14
号

●
九
州
大
学
大
学
文
書
館
よ
り

　
「
九
州
大
学　

大
学
史
料
叢
書　

第
28
輯
」

●
九
州
龍
谷
短
期
大
学
九
州
龍
谷
学
会
よ
り

　
「
九
州
龍
谷
短
期
大
学
紀
要
」
第
69
号

●
京
都
産
業
大
学
研
究
機
構
（
研
究
支
援
担
当
）
よ
り

　
「
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
27
号

　
「
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
所
報　

あ
ふ
ひ
・A

O
I

」
第
28
号

●
京
都
大
学
大
学
文
書
館
よ
り

　
「
京
都
大
学
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
」
第
20
号

●
公
益
財
団
法
人
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
情
報
」
第
142
・
143
号

●
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
よ
り

　
「
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要　

朱
雀
」
第
34
集

●
近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所
よ
り

　
「
民
俗
文
化
」
第
34
号

●
金
光
教
教
学
研
究
所
よ
り

　
「
金
光
敎
學
」
第
62
号

●
太
地
町
立
く
じ
ら
の
博
物
館

　
「
令
和
２
年
度　

年
報
」

●
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
よ
り

　
「
正
倉
院
紀
要
」
第
44
号

●
皇
學
館
館
友
会
よ
り

　
「
館
友
」
第
317
～
320
号

●
佼
成
図
書
館
よ
り

　
「
中
央
学
術
研
究
所
紀
要
」
第
51
号

●
高
知
海
南
史
学
会
よ
り

　
「
海
南
史
學
」
第
60
号

●
神
戸
女
学
院
史
料
室
よ
り

　
「
学
院
史
料
」
Vol. 

35

●
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
よ
り

　
「
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
35
号

　
「
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要　

別
冊
『
弁
顕
密
二
教
論
』
の

研
究
」

●
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
よ
り

　
「
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要
」
第
15
号

●
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
國
學
院
大
學　

校
史
・
学
術
資
産
研
究
」
第
15
号

●
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
よ
り

　
「
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構　

日
本
文
化
研
究
所
年
報
」
第
15
号

　
「

2021
年
度
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム『
日
本
の
宗
教
文
化
を
撮
る
』報
告
書
」

●
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
よ
り　

　
「
研
究
紀
要
」
第
17
号
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●
國
學
院
大
學
大
学
院
神
道
学
・
宗
教
学
専
攻
学
生
会
よ
り

　
「
神
道
研
究
集
録
」
第
37
輯

●
國
學
院
大
學
博
物
館
よ
り

　
「
國
學
院
大
學
博
物
館
研
究
報
告
」
第
39
輯

●
國
學
院
大
學
博
物
館
學
研
究
室
よ
り

　
「
國
學
院
大
學
博
物
館
學
紀
要
」
第
46
・
47
輯

　
「M

usette

―
國
學
院
大
學
博
物
館
學
研
究
」
第
１
・
２
号

●
國
學
院
大
學
文
学
部
上
野
誠
研
究
室
よ
り

　

抜
刷
「
國
學
院
雑
誌
」
第
122
巻 

第
９
号
（
通
巻

1373
号
）

　

抜
刷
「
日
本
文
學
論
究
」
第
81
冊

　

抜
刷
「
ひ
ら
く
⑥
」

●
国
際
二
宮
尊
徳
思
想
学
会
よ
り

　
「
報
徳
学
」
№
16

●
国
史
学
会
よ
り

　
「
國
史
學
」
第
235
～
238
号

●
学
校
法
人
国
士
舘
国
士
舘
史
資
料
室
よ
り

　
「
国
士
舘
史
研
究
年
報　

楓
厡
」
第
14
号

●
古
代
學
研
究
會
よ
り

　
「
古
代
学
研
究
」
第
233
～
236
号

●
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
よ
り

　
「
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
紀
要
」
第
５
号
（
令
和
２
年
度
）

　
「
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
紀
要
」
第
６
号
（
令
和
３
年
度
） 

●
駒
澤
大
学
大
学
院　

史
学
会
よ
り

　
「
史
学
論
集
」
第
52
号

●
斎
宮
歴
史
博
物
館
よ
り

　
「
史
跡
斎
宮
跡　

令
和
２
年
度
発
掘
調
査
概
報
」

　
「
斎
宮
跡
発
掘
調
査
報
告
Ⅳ
」
西
加
座
南
区
画
の
調
査 

遺
構
写
真
図
版
編

　
「
斎
宮
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
」
32

●
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
よ
り

　
「
年
報
」
令
和
３
年
度　

　
「
紀
要
」
第
29
号

●
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
よ
り

　
「
研
究
紀
要
」
第
39
号

●
公
益
財
団
法
人
斯
文
会
よ
り

　
「
斯
文
」
第
137
号

●
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
古
代
文
化
研
究
」
第
30
号

●
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
よ
り

　
「
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館　

令
和
３
（

2021
）
年
度　

年
報
」

　
「Be-A

rchaeo

―
科
学
と
伝
統
の
は
ざ
ま
―
」

●
種
智
院
大
学
密
教
学
会
よ
り

　
「
密
教
學
」
第
58
号

●
浄
土
宗
教
学
部
・
浄
土
宗
教
学
院
よ
り

　
「
佛
敎
論
叢
」
第
66
号

　
「
佛
敎
文
化
研
究
」
第
66
號

●
女
子
美
術
大
学
よ
り

　
「
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要
」
第
52
号

●
神
宮
司
庁
よ
り

　
「
瑞
垣
」
第
252
～
254
号

●
神
社
本
庁
総
合
研
究
所
よ
り

　
「
神
社
本
庁
総
合
研
究
所
紀
要
」
第
27
号

●
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
教
育
部
よ
り

　
「
真
宗
教
学
研
究
」
第
43
号

●
神
道
史
學
會
よ
り

　
「
神
道
史
研
究
」
第
70
巻
第
１
號
・
第
２
號

●
神
道
宗
教
学
会
よ
り

　
「
神
道
宗
教
」
第
266
号

●
一
般
財
団
法
人
神
道
文
化
会
よ
り

　
「
神
道
文
化
」
第
34
号

●
吹
田
市
立
博
物
館
よ
り

　
「
吹
田
市
立
博
物
館
館
報
」
22
号 

●
鈴
鹿
市
教
育
委
員
会
よ
り

　
「
鈴
鹿
市
考
古
博
物
館
年
報
」
第
23
号

●
鈴
屋
学
会
よ
り

　
「
鈴
屋
学
会
報
」
第
39
号

●
成
城
大
学
常
民
文
化
研
究
会
よ
り

　
「
常
民
文
化
」
第
45
・
46
号

●
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
よ
り

　
「
民
俗
学
研
究
所
紀
要
」
第
46
集
・
第
46
集
別
冊

●
西
南
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
西
南
学
院
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
」
第
１
号

●
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
東
日
本
部
会
よ
り

　
「
研
究
叢
書
」
第
22
号

●
専
修
大
学
大
学
史
資
料
室
よ
り

　
「
専
修
大
学
史
紀
要
」
第
14
号

●
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
第
23
回

●
園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
よ
り

　
「
近
松
研
究
所
紀
要
」
第
30
号

●
大
正
大
学
歴
史
学
科
博
物
館
学
芸
員
課
程
よ
り

　
「
け
や
き　

大
正
大
学
学
芸
員
課
程
年
報
」
第
26
号
（
令
和
３
年
度
）

●
大
正
大
学
史
學
會
よ
り

　
「
鴨
台
史
学
」
第
16
・
17
号

●
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
よ
り
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「
東
洋
研
究
」
第
224
～
227
号

●
大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
よ
り

　
「
日
本
文
学
研
究
」
第
62
号

●
大
東
文
化
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
よ
り

　
「
大
東
文
化
大
学
史
研
究
紀
要
」
第
７
号

●
大
東
文
化
大
学
歴
史
文
化
学
会
よ
り

　
「
大
東
史
學
」
第
４
号

●
玉
川
大
学
教
育
博
物
館
よ
り

　
「
玉
川
大
学
教
育
博
物
館　

紀
要
」
第
19
号

　
「
玉
川
大
学
教
育
博
物
館　

館
報
」
第
20
号

2021
年
度

●
筑
紫
女
学
園
大
学
人
間
文
化
研
究
所
よ
り

　
「
人
間
文
化
研
究
所
年
報
」
第
33
号

●
筑
紫
女
学
園
大
学
博
物
館
課
程
よ
り

　
「
博
物
館
実
習
体
験
記
『
学
芸
員
の
星
た
ち
』」

2021
年
度 

●
公
益
財
団
法
人
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
よ
り　

　
「
千
葉
県
教
育
振
興
財
団 

文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
」
№
47　

令
和
３
年
度

●
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
よ
り

　
「
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
」
第
43
号

2021
年

　
「
人
文
研
紀
要
」
第
101
～
103
号

●
中
京
大
学
学
芸
員
課
程
よ
り

　
「
博
物
館
実
習
報
告
集
」
第
４
号

●
知
立
市
歴
史
民
俗
資
料
館
よ
り

　
「
知
立
市
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報
」
令
和
３
年
度

●
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
ビ
ジ
ネ
ス
科
学
学
術
院
人
文
社
会
科
学
研

究
群
人
文
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
歴
史
・
人
類
学
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り

　
「
歴
史
人
類
」
第
51
号

●
津
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
部
文
化
振
興
課
よ
り

　
「
津
市
民
文
化
」
第
16
号

●
津
市
教
育
委
員
会
よ
り

　
「
津
市
文
化
財
年
報
」
16

　
「
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
」
55

●
鶴
岡
八
幡
宮
よ
り

　
「
季
刊 

悠
久
」
第
164
・
165
号

●
帝
京
大
学
総
合
博
物
館
よ
り

　
「
帝
京
大
学
総
合
博
物
館　

館
報
」
第
４
号　

2019
・

2020
（
令
和
元
・
２
）

年
度

●
天
理
大
学
年
史
編
纂
室
よ
り

　
「
天
理
大
学
史
研
究
紀
要
」
第
３
号

●
天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
よ
り

　
「
天
理
参
考
館
報
」
第
35
号

●
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
よ
り

　
「
ビ
ブ
リ
ア
」
第
157
・
158
号

●
東
京
家
政
学
院
生
活
文
化
博
物
館
よ
り

　
「
東
京
家
政
学
院
生
活
文
化
博
物
館
年
報
」
第
31
号

●
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
よ
り

　
「
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
」
第
26
号 

●
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
報
」
第
18
号

　
「
新
島
研
究
」
第
114
号

　
「
同
志
社
談
叢
」
第
43
号

●
同
志
社
大
学
歴
史
資
料
館
よ
り

　
「
同
志
社
大
学
歴
史
資
料
館
館
報
」
第
25
号

●
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
よ
り

　
「
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
41
号

●
東
北
史
学
会
よ
り

　
「
歴
史
」
第
138
・
139
輯

●
東
北
大
学
日
本
学
国
際
共
同
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り

　
「Precarity in an Inter-connected N

ortheast A
sia

」

●
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
よ
り

　
「
東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報
」
第
71
号

●
東
北
大
学
大
学
院
文
化
研
究
科
日
本
思
想
史
研
究
室
よ
り

　
「
日
本
思
想
史
研
究
」
第
54
号

●
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
よ
り

　
「
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
年
報
」
令
和
３
年
度

　
「
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
」
第
22
号

●
公
益
財
団
法
人
鳥
取
市
文
化
財
団
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
よ
り

　
「
鳥
取
市
歴
史
博
物
館　

や
ま
び
こ
館　

年
報
」
令
和
３
年
度

●
鳥
羽
水
族
館
よ
り

　
「
鳥
羽
水
族
館
年
報
」
№
18

　
「T

O
BA

 SU
PER A

Q
U

A
RIU

M

」
№
81
・
82

●
豊
橋
市
教
育
委
員
会
よ
り

　
「
豊
橋
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第
150
・
154
・
156
・
157
集

●
虎
屋
文
庫
よ
り

　
「
和
菓
子
」
第
29
号

●
公
益
財
団
法
人
中
冨
健
康
科
学
振
興
財
団
よ
り

　

CD
-RO

M

「
第
33
回
研
究
助
成
業
績
集　

令
和
４
年
度
」

●
名
古
屋
芸
能
文
化
会
よ
り

　
「
名
古
屋
芸
能
文
化
」
第
32
号

●
名
古
屋
市
博
物
館
よ
り

　
「
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
」
第
45
巻

●
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構　

奈
良
文
化
財
研
究
所
よ
り

　
「
奈
良
文
化
財
研
究
所
研
究
報
告
」
第
32
冊

　
「
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
」

2022

　
「
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
概
要
」

2022
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●
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
よ
り

　
「
ア
ル
ケ
イ
ア　

―
記
録
・
情
報
・
歴
史
―
」
第
16
号

●
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
よ
り

　
「
南
山
宗
教
文
化
研
究
所　

研
究
所
報
」
第
32
号

　
「BU

LLET
IN

」
№
46 

●
日
蓮
宗
現
代
所
よ
り

　
「
現
代
宗
教
研
究
」
第
56
号

　
「
教
化
学
研
究
」
第
13
号<

現
代
宗
教
研
究 

第
56
号
別
冊> 

●
新
島
村
教
育
委
員
会
新
島
村
博
物
館
よ
り

　
「

2020
年
度　

新
島
村
博
物
館
年
報
」

●
一
般
財
団
法
人
日
本
学
協
会
よ
り

　
「
日
本
」
第
72
巻
第
４
～
12
号
、
第
73
巻
第
１
～
３
号

●
日
本
女
子
大
学
史
学
研
究
会
よ
り

　
「
史
艸
」
第
63
号

●
日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館
よ
り

　
「
日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館
」

2022 

№
37

●
一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
よ
り

　
「
大
学
時
報
」
通
巻
417
～
419
・
421
号

●
日
本
大
学
企
画
広
報
部
広
報
課
よ
り

　
「
大
学
史
論
輯　

黌
誌
」
第
18
号

●
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
日
本
研
究
」
第
64
・
65
集

　
「JA

PA
N

　

REV
IEW

」
36 

●
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

よ
り

　
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」
第
233
～
237
集

　
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

要
覧
」
令
和
４
（

2022
）
年
度

●
乃
木
神
社
中
央
乃
木
會
よ
り

　
「
洗
心
」
第
196
・
197
號

●
花
園
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
よ
り

　
「
花
園
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
報
告
」
第
３
号

●
兵
庫
県
神
社
庁
よ
り

　
「
兵
庫
神
祇
」
第
613
～
615
五
号

●
広
島
大
学
総
合
博
物
館
埋
蔵
文
化
財
調
査
部
門
よ
り

　
「
広
島
大
学
埋
蔵
文
化
財　

調
査
研
究
紀
要
」
第
13
号

●
広
島
大
学
文
書
館
よ
り

　
「
広
島
大
学
文
書
館
蔵　

秀
敬
関
係
文
書
目
録
」

　
「
広
島
大
学
文
書
館
蔵　

内
海
紀
雄
関
係
文
書
目
録
」

　
「
新
井
俊
一
郎
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」

　
「
広
島
大
学
文
書
館
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
叢
書 

第
１
集
『
卒
業
生

証
言
記
録
集
（
１
）』」

●
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
よ
り

　
「
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
」
第
15
号

●
伏
見
稲
荷
大
社
よ
り

　
「
朱
」
第
66
号

●
文
化
財
修
理
技
術
保
存
連
盟
よ
り

　
「
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
資
料
集　

積
算
資
料
篇
」

　
「
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
資
料
集　

技
術
資
料
篇
」

●
文
化
史
学
会
よ
り

　
「
文
化
史
学
」
第
78
号

●
防
衛
大
学
校
よ
り

　
「
防
衛
大
学
校
紀
要　

社
会
科
学
分
冊
」
第
125
輯

　
「
防
衛
大
学
校
紀
要　

人
文
科
学
分
冊
」
第
125
輯

●
法
政
大
学
資
格
課
程
よ
り

　
「
法
政
大
学
資
格
課
程
年
報
」
Vol. 

11

●
法
政
大
学
史
学
会
よ
り

　
「
法
政
史
学
」
第
97
・
98
号

●
法
政
大
学
大
学
院　

史
学
会
よ
り

　
「
法
政
史
論
」
第
49
・
50
号

●
法
政
大
学H

O
SEI

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
務
室
よ
り

　
「H

O
SEI

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
紀
要
」
第
３
号

●
北
大
史
学
会
よ
り

　
「
北
大
史
學
」
第
62
号

●
三
重
県
教
育
委
員
社
会
教
育
・
文
化
財
保
護
課
よ
り

　
「
三
重
県
の
文
化
財
保
護
―
令
和
３
年
度
―
」

●
三
重
県
環
境
生
活
部
文
化
振
興
課
歴
史
公
文
書
班
よ
り

　
「
三
重
県
史
研
究
」
第
38
号

●
三
重
県
総
合
博
物
館M

ieM
u

よ
り

　
「
三
重
県
総
合
博
物
館　

年
報
」
通
巻
８
号

●
三
田
史
学
会
よ
り

　
「
史
學
」
第
90
巻 

第
２
～
４
号

●
武
蔵
学
園
記
念
室
よ
り

　
「
武
蔵
学
園
史
年
報
」
第
24
号

●
武
蔵
大
学
学
芸
員
課
程
よ
り

　
「
武
蔵
大
学
学
芸
員
課
程
報
告
書
」

2022
年
度　

第
34
号

●
明
治
学
院
歴
史
資
料
館
よ
り

　
「
明
治
学
院
歴
史
資
料
館
資
料
集
」
第
18
集

●
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所
よ
り

　
「
神
園
」
第
27
・
28
号

●
明
治
聖
徳
記
念
学
会
よ
り

　
「
明
治
聖
徳
記
念
學
會
紀
要
」
復
刊
第
59
号

●
明
治
大
学
学
芸
員
養
成
課
程
よ
り

　
「M

U
SEO

LO
GIST

 

2021
年
度 

明
治
大
学
学
芸
員
養
成
課
程
年
報
」
37
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「M

U
SEU

M
 ST

U
D

Y
 

2021
年
度 

明
治
大
学
学
芸
員
養
成
課
程
紀
要
」
33

●
明
治
大
学
博
物
館
よ
り

　
「
明
治
大
学
博
物
館
＋
南
山
大
学
人
類
学
博
物
館　

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
報
告
書
」

2019

−

2020

●
桃
山
学
院
史
料
室
よ
り

　
「
桃
山
学
院
年
史
紀
要
」
第
41
号

　
「
桃
山
学
院
の
歴
史
」

2022

●
公
益
財
団
法
人 

モ
ラ
ロ
ジ
ー
道
徳
教
育
財
団 

道
徳
科
学
研
究
所
よ
り

　
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
」
第
89
号

●
山
口
県
神
道
史
研
究
会
よ
り

　
「
山
口
県
神
道
史
研
究
」
第
31
号

●
郵
政
考
古
学
会
よ
り

　
「
郵
政
考
古
紀
要
」
第
73
～
76
号

●
立
教
大
学
史
学
会
よ
り

　
「
史
苑
」
第
83
巻　

第
１
号

●
立
正
大
学
史
学
会
よ
り

　
「
立
正
史
学
」
第
131
・
132
号

●
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
よ
り

　
「
立
正
大
学
史
紀
要
」
第
６
号

●
立
正
大
学
博
物
館
よ
り

　
「
立
正
大
学
博
物
館
年
報
」
20

●
立
正
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
よ
り

　
「
立
正
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
年
報
」
第
24
号

●
学
校
法
人
立
命
館
立
命
館
史
資
科
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
立
命
館 

史
資
科
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
第
５
号

●
龍
谷
史
学
会
よ
り

　
「
龍
谷
史
壇
」
第
154
・
155
号

●
龍
谷
大
学
文
学
部
博
物
館
実
習
室
よ
り

　
「

2020
（
令
和
４
）
年
度　

龍
谷
大
学
文
学
部
博
物
館
実
習
報
告
書
」
第

40
号

●
和
歌
山
県
立
文
書
館
よ
り

　
「
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
」
第
24
号

●
早
稲
田
大
学
史
学
会
よ
り

　
「
史
観
」
第
187
冊

●
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
学
会
よ
り

　
「
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
」
第
19
巻
第
１
号
・
社
会
科
学
部
創
設

50
周
年
記
念
号
合
併
号

　
「
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
」
別
冊
「

2021
年
度 

学
生
論
文
集
」

●
早
稲
田
大
学
先
端
社
会
科
学
研
究
科
よ
り

　
「
ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
」
第
28
号　

2022
年

●
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
よ
り

　
「
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
」
第
39
號

Ｂ　

購
入
雑
誌

ａ　

神
道
研
究
所

一
般
社
団
法
人
儀
礼
文
化
学
会
編
「
儀
礼
文
化
学
会
紀
要
」
第
９
・
10
号

（
通
巻
第
50
号
）、
公
益
財
団
法
人
史
學
會
編
「
史
學
雑
誌
」
第
131
編 

第

３
号
～
第
12
号
・
第
132
編 
第
１
・
２
号
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
社
叢
学
会「
社
叢

学
研
究
」
第
21
号
、
日
本
宗
教
学
会
編
「
宗
敎
研
究
」
403
～
405
号
、
東
洋

哲
学
研
究
所
編｢

東
洋
学
術
研
究｣
通
巻
188
・
189
号

ｂ　

史
料
編
纂
所

續
日
本
紀
研
究
会
編
「
續
日
本
紀
研
究
」
428
～
431
号
、
条
里
制･

古
代
都

市
研
究
会
編｢

条
里
制･

古
代
都
市
研
究｣

第
38
号

ｃ　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

歌
舞
伎
学
会
編｢

歌
舞
伎 

研
究
と
批
評｣

67
、
日
本
展
示
学
会
編
「
展

示
学
」
第
64
号
、
公
益
財
団
法
人
日
本
博
物
館
協
会
編
「
博
物
館
研
究
」

通
巻
647
～
658
号
、「
全
国
博
物
館
園
職
員
録
（
令
和
４
年
）」、「
令
和
４
年

度　

会
員
名
簿
」、
文
化
財
保
存
修
復
学
会
編
「
文
化
財
保
存
修
復
学
会

誌
［
古
文
化
財
之
科
学
］」
第
65
号
、
文
化
庁
監
修｢

月
刊 

文
化
財｣

第

703
～
715
号
、
企
業
史
料
協
議
会
編
「
企
業
と
史
料
」
第
17
集
、
大
和
文
華

館
編｢

大
和
文
華｣

第
141
・
142
号
、
東
京
国
立
博
物
館
編
「M

U
SEU

M

」

第
697
～
702
号

ｄ　

館
史
編
纂

全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
編
「
記
録
と
史
料
」
第
32
号
、

日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
編
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
研
究
」
第
36
・
37
号

４　

受
贈
社
報
類
（
令
和
４
・
４
・
１
～
令
和
５
・
３
・
31
）

●
愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
東
亜
同
文
書
院
記
念
基
金
会
ニ
ュ
ー
ス
」
第
21
・
22
合
併
号

●
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「A

oyam
a Gakuin A

rchives Letter 

青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
だ

よ
り
」
26
・
27
号

●
秋
田
大
学
大
学
院
国
際
資
源
学
研
究
科
附
属
鉱
業
博
物
館
よ
り

　
「
鉱
業
博
物
舘
だ
よ
り
」
第
21
号

●
熱
田
神
宮
宮
庁
よ
り

　
「
あ
つ
た
」
274
～
277
号

●
熱
田
神
宮
宝
物
館
よ
り

　
「
熱
田
神
宮
宝
物
館
だ
よ
り
」
№
247
～
252
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●
阿
倍
王
子
神
社
よ
り

　
「
阿
倍
王
子
神
社
社
報
」
第
52
号

●
安
城
市
歴
史
博
物
館
よ
り

　
「
れ
き
し
み
ち
」
№
125
～
127

●
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
よ
り

　
「
石
川
れ
き
は
く
」
№
138
～
141

●
出
雲
大
社
よ
り

　
「
幽
顕
」
第

1314
～

1326
号

●
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
よ
り

　
「
み
も
す
そ
」
第
102
～
105
号

●
石
上
神
宮
よ
り

　
「
石
上
」
第
64
・
65
号

●
鳥
羽
市
立
海
の
博
物
館
よ
り

　
「
海
と
に
ん
げ
ん
＆SO

S

」
Vol. 

37
～
39

●
浦
幌
町
立
博
物
館
よ
り

　
「
浦
幌
町
立
博
物
館
だ
よ
り
」

2022
（
令
和
４
）
年
４
月
号

●
追
手
門
学
院
大
学
学
院
志
研
究
室
よ
り

　
「
学
院
志
研
究
室
ニ
ュ
ー
ズ
・
レ
タ
ー
」
第
15
号

●
株
式
会
社
思
文
閣
出
版
よ
り

　
「
鴨
東
通
信
」
№
105

●
大
阪
大
谷
大
学
博
物
館
よ
り

　
「
博
物
舘
だ
よ
り
」
№
132
・
133

●
地
方
独
立
行
政
法
人
大
阪
市
博
物
館
機
構
よ
り　
　

　
「O

SA
K

A

　

M
U

SEU
M

S

」
vol 

21
～
24

●
一
般
財
団
法
人　

大
阪
市
文
化
財
協
会
よ
り

　
「
大
阪
市
文
化
財
情
報　

葦
火
」
204
～
207
号

●
大
阪
女
学
院
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「N

ew
s Letter

」
第
22
・
23
号

●
大
阪
女
学
院
大
学
国
際
共
生
研
究
所
よ
り

　
「
大
阪
女
学
院
大
学
国
際
共
生
研
究
所
通
信
」
第
16
号

●
大
阪
公
立
大
学
大
学
史
資
料
室
よ
り

　
「
大
学
史
資
料
室
ニ
ュ
ー
ス
」
第
26
・
27
号

●
大
阪
府
神
社
庁
よ
り

　
「
あ
し
か
ひ
」
第
121
号

●
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
よ
り

　
「
ア
ス
カ
デ
ィ
ア
・
古
墳
の
森　

大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
だ
よ
り
」

Vol. 

56
・
57

●
大
津
市
歴
史
博
物
館
よ
り

　
「
大
津
歴
博
だ
よ
り
」
№
126
～
129

●
大
宮
八
幡
宮
よ
り

　
「
大
宮
」
第
123
～
125
号

●
大
山
祇
神
社
よ
り

　
「
大
三
島
宮
」
第
205
～
208
号

●
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

所
報
吉
備
」
72
・
73

●
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
よ
り

　
「
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」
第
20
・
21
号

●
学
習
院
大
学
学
芸
員
課
程
事
務
室
よ
り

　
「
学
芸
員　

BU
LLET

IN
　

FO
R　

CU
RA

T
O

R

’S　

CO
U

RSE

」

№
26

●
学
習
院
大
学
史
料
館
よ
り

　
「
学
習
院
大
学
史
料
館　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
レ
タ
ー
」
№
48
・
49

●
笠
間
稲
荷
神
社
よ
り

　

社
報
「
胡
桃
」
№
48

●
公
益
財
団
法
人
崋
山
会
よ
り

　
「
崋
山
会
報
」
第
47
・
48
号

●
柏
原
市
立
歴
史
資
料
館
よ
り

「
柏
原
市
立
歴
史
資
料
館
だ
よ
り　

ゴ
ン
ド
ラ
」
№
18
・
19

●
鹿
島
神
宮
よ
り

　
「
鹿
島
神
宮
社
報　

要
石
」
第
110
～
112
号

●
金
沢
大
学
資
料
館
よ
り

　
「
金
沢
大
学
資
料
館
だ
よ
り
」
Vol. 

66
・
67 

●
関
西
大
学
ア
ジ
ア
・
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「K

U
-O

RCA
S N

EW
S LET

T
ER

」
№
５

●
関
西
大
学
文
化
交
渉
学
研
究
拠
点
よ
り

　
「
関
西
大
学
文
化
交
渉
学
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」
№
８

●
関
東
学
院
学
院
史
資
料
室
よ
り

　
「
関
東
学
院　

学
院
史
資
料
室
ニ
ュ
ー
ズ･

レ
タ
ー
」
№
26

●
畿
央
大
学
健
康
科
学
研
究
所
よ
り

　
「
畿
央
大
学
健
康
科
学
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
Vol. 

12

●
北
野
天
満
宮
よ
り

　
「
天
満
宮
」
第
31
～
34
号

●
九
州
大
学
大
学
文
書
館
よ
り

　
「
九
州
大
学　

大
学
文
書
館
ニ
ュ
ー
ス
」
第
45
号

●
京
都
国
立
博
物
館
よ
り

　
「
京
都
国
立
博
物
館
だ
よ
り
」
Vol. 

214
・
215
・
217

●
京
都
大
学
大
学
文
書
館
よ
り

　
「
京
都
大
学　

大
学
文
書
館
だ
よ
り
」
第
42
・
43
号

●
公
益
財
団
法
人
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
も
っ
と
知
り
た
い　

京
都
の
遺
跡
」
第
10
・
12
号

●
熊
本
県
神
社
庁
よ
り

　
「
熊
本
縣
神
社
廳
報
」
第
169
号

●
熊
野
本
宮
大
社
よ
り

　
「
熊
野
本
宮
大
社
々
報　

み
く
ま
の
」
第
52
号
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●
学
校
法
人
皇
學
館
企
画
部
よ
り

　
「
皇
學
館
学
園
報
」
第
92
・
93
号

●
皇
學
館
大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

　
「N

ew
s　

Letter

」
Vol 

02
・
03

●
皇
學
館
大
学
国
文
学
会
よ
り

　
「
皇
學
館
大
学
国
文
学
会
会
報
」
第
51
号

●
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
よ
り

　
「
城
博
ニ
ュ
ー
ス
」
Vol. 

17
・
18

●
國
學
院
大
學
よ
り

　
「
國
學
院
大
學
学
報
」
№
711
～
721

●
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
よ
り

　
「
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構　

機
構
ニ
ュ
ー
ス
」（
通
号
）
№

31
・
32

●
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構 

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

よ
り

　
「
校
史
」
Vol. 

33 

●
斎
宮
歴
史
博
物
館
よ
り

　
「
斎
宮
歴
史
博
物
館
だ
よ
り
」
№
89
・
90

●
寒
川
神
社
よ
り　

　
「
相
模
」
第
528
～
531
号

●
猿
田
彦
神
社
よ
り

　
「
み
ち
ひ
ら
き
」
第
116
・
117
号

●
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
よ
り

　
「
お
お
て
み
ち
」
第
119
～
123
号

●
公
益
財
団
法
人
斯
文
会
よ
り

　
「
斯
文
會
ゝ
報
」
Vol. 

87

●
士
別
神
社
よ
り　

　
「
つ
く
も
山
」
第
203
号

●
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
よ
り

　
「
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
れ
き
は
くN

EW
S

」
Vol. 

55 

●
女
子
美
術
大
学
歴
史
資
料
室
よ
り

　
「
女
子
美
術
大
学
歴
史
資
料
室
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー　

T
EX

N
H

　

M
A

K
PA

（
テ
ク
ネ
・
マ
ク
ラ
）」
第
15
・
16
号

●
白
山
比
咩
神
社
よ
り

　
「
白
山
さ
ん
」
第
428
号

●
神
社
本
庁
よ
り

　
「
月
刊　

若
木
」
第
876
号

　
「
月
刊　

若
木
」
第
876
号
附
録

●
神
道
政
治
連
盟
北
海
道
本
部
よ
り

　
「
神
政
連
道
本
部
た
よ
り
」
第
40
号

●
吹
田
市
立
博
物
館
よ
り

　
「
博
物
館
だ
よ
り
」
№
88
・
93 

●
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
よ
り

　
「
民
俗
学
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
」
№
136
～
139

●
西
南
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
西
南
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
通
信　

一
粒
の
麦
」
№
６

●
公
益
財
団
法
人　

石
水
博
物
館
よ
り

　
「
石
水
博
物
館
だ
よ
り
」
第
21
号

●
摂
播
歴
史
研
究
会
よ
り

　
「
摂
播
歴
史
研
究
」
第
88
～
90
号

●
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
報
」

2021

−

2022

●
公
益
財
団
法
人　

大
学
基
準
協
会
よ
り

　
「
じ
ゅ
あ
」
第
68
・
69
号

●
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
よ
り

　
「
大
東
文
化
大
学　

東
洋
研
究
所
所
報
」
№
77
・
78

●
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
よ
り

　
「
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー　

Ex　

O
riente

」
第
32
・

33
号

●
太
平
山
三
吉
神
社
総
本
宮
よ
り

　
「
三
吉
」
174
～
177
号

●
多
気
町
郷
土
資
料
館
よ
り

　
「
多
気
町
郷
土
資
料
館
だ
よ
り　

悠
」
103
～
105
号

●
竹
駒
神
社
よ
り

　
「
す
い
と
く
（
穂
徳
）」
第
813
・
816
～
824
号

●
玉
川
大
学
教
育
博
物
館
よ
り　

　
「
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

SH
U

」
No. 

58
・
59 

●
公
益
財
団
法
人
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
よ
り

　
「
房
総
の
文
化
財
」

VOL. 

61

●
伊
勢
国
一
の
宮
椿
大
神
社
よ
り

　
「
つ
ば
き
」
第
526
～
537
号

●
鶴
岡
八
幡
宮
よ
り　

　
「
鶴
岳
」
№
135

●
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
史
料
館
よ
り

　
「
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
史
料
館
だ
よ
り　

M
use

」
第
41
・
42
号

●
東
海
大
学
学
園
史
資
料
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
東
海
大
学
学
園
史
ニ
ュ
ー
ス
」
№
17 

●
東
京
国
立
博
物
館
よ
り

　
「
東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
」
第
770
号

●
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
よ
り

　
「
江
戸
東
京
博
物
館　

N
EW

S

」
Vol. 

116
・
117

●
東
京
都
神
社
庁
よ
り

　
「
東
神
」 

№
1016
～

1027

●
東
京
大
学　

文
書
館
よ
り
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「
東
京
大
学
文
書
館
ニ
ュ
ー
ス
」
第
68
～
70
号

●
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
よ
り

　
「
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
報
」
第
35
号

●
東
北
大
学
史
料
館
よ
り

　
「
東
北
大
学
史
料
館
だ
よ
り
」
第
37
号

●
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り

　
「
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」
第
92
～

95
号

●
東
洋
英
和
女
学
院
史
料
室
委
員
会
よ
り

　
「
史
料
室
だ
よ
り
」
No. 

98
・
99

●
公
益
財
団
法
人
遠
山
記
念
館
よ
り

　
「
遠
山
記
念
館
だ
よ
り
」
第
62
～
64
号

●
常
磐
神
社
よ
り

　
「
景
仰
」
第
69
・
70
号

●
徳
川
美
術
館
よ
り

　
「
徳
川
美
術
館
だ
よ
り　

葵
」
第
123
～
125
号

●
富
山
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事
務
室
よ
り

　
「
富
山
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」
第
９
号

　
「
富
山
大
学
歴
史
マ
ッ
プ
」
第
６
版

●
長
田
神
社
よ
り

　
「
長
田
神
社
社
報　

お
つ
い
た
ち
」
第
114
・
115
号

●
名
古
屋
市
博
物
館
よ
り

　
「
名
古
屋
市
博
物
館
だ
よ
り
」
Vol. 

233
～
235

●
奈
良
国
立
博
物
館
よ
り

　
「
奈
良
国
立
博
物
館
だ
よ
り
」
第
121
～
124
号

●
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
よ
り

　
「
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
だ
よ
り
」
通
巻
第
113
号

●
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
よ
り

　
「
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ニ
ュ
ー
ス
」
第
14
号　

●
西
宮
神
社
よ
り

　
「
西
宮
え
び
す
」
通
巻
第
57
・
58
号

●
日
本
大
学
企
画
広
報
部
広
報
課
（
大
学
史
編
纂
）
よ
り

　
「
日
本
大
学
大
学
史
ニ
ュ
ー
ス
」
第
23
・
24
号

●
日
本
伝
統
建
築
技
術
保
存
会
よ
り

　
「
日
本
伝
統
建
築
技
術
保
存
会
」
第
41
号

●
箱
根
神
社
よ
り

　
「
箱
根
」
通
巻
286
～
289
号

●
公
益
財
団
法
人
芭
蕉
翁
顕
彰
会
よ
り

　
「
顕
彰
芭
蕉
翁
」
第
91
～
93
号

●
花
園
神
社
よ
り

　
「
花
園
神
社
社
報　

花
そ
の
」
第
325
・
327
・
329
号

●
兵
庫
県
神
社
庁
神
戸
市
支
部
よ
り

　
「
神
戸
神
祇
」
第
77
号

●
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
よ
り

　
「
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館N

EW
S

」
vol. 

30
・
31

●
広
島
護
國
神
社
よ
り

　
「
ひ
ろ
し
ま
護
國
」
第
72
号

●
広
島
大
学
文
書
館
よ
り

　
「
広
島
大
学
文
書
館
だ
よ
り
」
第
１
号

●
福
岡
女
学
院
資
料
室
よ
り

　
「
福
岡
女
学
院
資
料
室
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
Vol. 
３

●
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
よ
り

　
「
法
華
コ
モ
ン
ズ
通
信
」
第
９
・
10
号

●
北
海
道
神
社
庁
よ
り

　
「
教
化
ニ
ュ
ー
ス
」
第
154
・
156
～
160
号

　
「
北
海
道
神
社
庁
報
」
第

1266
～

1277
号

●
北
海
道
大
学
150
年
史
編
集
準
備
室
よ
り

　
「
北
海
道
大
学
150
年
史
編
集
ニ
ュ
ー
ス
」
第
８
・
９
号

●
松
尾
大
社
よ
り

　
「
社
報　

ま
つ
の
を
」
第
45
～
47
号

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
阪
歴
史
文
化
舎
よ
り

　
「
ま
つ
さ
か
歴
史
文
化
か
わ
ら
版
」
№
14
～
16

●
三
重
県
総
合
博
物
館M

ieM
u

よ
り

　
「
み
え
ん
し
す
」
37
～
40
号

●
三
重
県
立
美
術
館
よ
り

　
「
三
重
県
立
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス　

H
ILL W

IN
D

 

」
50

●
三
嶋
大
社
よ
り

　
「
お
明
神
さ
ま
」
第
246
～
249
号

●
三
峯
神
社
よ
り

　
「
み
つ
ミ
祢
山
」
第
256
～
259
号

●
湊
川
神
社
よ
り

　
「
湊
川
神
社
社
報　

あ
ゝ
楠
公
さ
ん
」
第
15
号

●
宗
像
大
社
よ
り

　
「
む
な
か
た
」
第
735
～
746
号

●
明
治
学
院
歴
史
資
料
館
よ
り

　
「
明
治
学
院
歴
史
資
料
館N

ew
s Letter

」
No. 

13

●
公
益
財
団
法
人
鈴
屋
遺
蹟
保
存
会
本
居
宣
長
記
念
館
よ
り

　
「
ふ
み
の
森
探
検
隊　

通
信
」
第
42
～
46
号

●
元
離
宮
二
条
城
事
務
所
よ
り

　
「
き
ょ
う
と
市
民
し
ん
ぶ
ん
」
第
968
号

●
森
と
水
の
源
流
館
よ
り

　
「
ひ
と
め
ぐ
り　

か
わ
か
み
」
創
刊
号

●
靖
國
神
社
よ
り

　
「
靖
國
」
第
801
～
812
号
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●
彌
彦
神
社
よ
り

　
「
い
や
ひ
こ
」
第
308
～
310
号

●
山
形
県
神
社
庁
よ
り

　
「
山
形
縣
神
社
廳
廳
報
」
第
146
・
147
号

●
山
梨
大
学
地
域
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
／
男
女
共
同
参
画
推
進
室
よ
り

　
「N

ew
s Letter

」
Vol.
７
・
９
・
10

●
吉
村
昭
記
念
文
学
館
よ
り

　
「
吉
村
昭
記
念
文
学
館
ニ
ュ
ー
ス 
万
年
筆
の
旅
」
Vol. 

18
・
19 

●
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
よ
り

　
「
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
の
栞
」
第
８
号

●
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
よ
り

　
「
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り
」
通
巻
87
・
88
号

●
立
命
館
大
学
文
学
部
よ
り

　
「
学
芸
員N

EW
S　

LET
T

ER

」
第
35
号

●
和
歌
山
県
立
文
書
館
よ
り　

　
「
和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
」
第
61
・
62
号

●
早
稲
田
シ
ス
テ
ム
開
発
株
式
会
社
よ
り

　
「M

A
PPS　

Press

」
№
18
・
19

　
「M

U
SEU

M

　

IN
T

ERV
IEW

」
case 

174
～
194

　
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブCA

SE　

ST
U

D
Y

」
21
・
22

Ｂ　

購
入
社
報
類

ａ　

神
道
研
究
所

一
般
社
団
法
人
儀
礼
文
化
学
会
発
行
「
儀
礼
文
化
ニ
ュ
ー
ス
」
226
～
229
号
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
社
叢
学
会
発
行
「
鎮
守
の
森
だ
よ
り 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
社
叢
学

会
ニ
ュ
ー
ス
」
第
117
～
122
号
、株
式
会
社
中
外
日
報
社
発
行
「
中
外
日
報
」

第
二
八
七
六
一
～
二
八
八
五
五
号
、神
社
新
報
第
三
五
八
二
～
三
六
二
八
号

ｂ　

史
料
編
纂
所

ｃ　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

企
業
史
料
協
議
会
発
行
「
企
業
史
料
協
議
会
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」
№
178
～

181ｄ　

館
史
編
纂

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
西
日
本
部
会
発
行
「
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会 

西
日
本
部
会
会
報
」
№
38
、
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
東
日
本
部
会
発
行  

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
東
日
本
部
会
会
報
「
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
」
№

66
～
68
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Ⅹ　

活
動
記
録
（
令
和
４
・
４
・
１
～
令
和
５
・
３
・
31
）

令
和
４
年
４
月
１
日　

第
１
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

佐
川
記
念
神
道
博
物
館 

本
学
学
生
・
教
職
員
（
学
内
者
）
対
象
に
開
館

４
日　

皇
學
館
大
学
入
学
式
（
式
典
中
止
・
新
入
生
に
は
祝
辞
を
書
面
配
布
）

５
日　

中
部
電
気
保
安
協
会　

点
検

　
　
　

日
本
オ
ー
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱　

点
検

６
日　

博
物
館
特
別
清
掃

７
日　

セ
コ
ム
㈱　

玄
関
モ
ニ
タ
ー
点
検

11
日　

受
託
研
究
打
合
せ

13
日　

第
２
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

14
日　

セ
コ
ム
㈱　

ト
マ
ホ
ー
ク
点
検

15
日　

佐
野
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
出
張

18
日　

展
示
替
え
の
為
、
博
物
館
休
館
（
～
29
日
）

20
日　

浦
野
学
芸
員
・
助
教
、
小
林
学
芸
員
・
助
教
出
張

21
日　

中
部
資
材
㈱　

１
回
目
害
虫
調
査
ト
ラ
ッ
プ
設
置

27
日　

外
部
研
究
資
金
使
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
説
明
会

第
57
回「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」研
究
会

中
部
資
材
㈱　

１
回
目
博
物
館
収
蔵
庫
内
殺
虫
作
業
館
内
衛
生
害
虫

駆
除
及
び
館
外
周
害
虫
駆
除
作
業

　
　
　
　
　
　

30
日　

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　

５
月
２
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館　

一
般
見
学
者
（
学
外
者
）
の
入
館
緩
和

皇
學
館
大
学
創
立
140
周
年
・
再
興
60
周
年
記
念
展
示
開
催

「
伊
勢
と
皇
學
館
の
百
四
十
年
」（
～
８
月
31
日
）

４
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
長
谷
川
怜
先
生
と
学
生
10
名
〕

６
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
長
谷
川
怜
先
生
と
学
生
８
名
〕

　
　
　

中
部
資
材
㈱　

収
蔵
庫
調
査

10
日　

ダ
イ
ワ
空
調
設
備
㈱　

空
調
保
守
点
検

11
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
長
谷
川
怜
先
生
と
学
生
10
名
〕

12
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
川
村
一
代
先
生
、
玉
田
貴
裕
先
生
と
学
生
16
名
〕

　
　
　

中
部
資
材
㈱　

１
回
目
害
虫
調
査
ト
ラ
ッ
プ
回
収
と
打
合
せ

14
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
萼
の
会
よ
り
15
名
〕

15
日　

橋
村
文
書
調
査

16
日　

日
本
オ
ー
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱　

点
検

18
日　

第
３
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

　
　
　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
大
島
信
生
先
生
と
学
生
９
名
〕

　
　
　

浦
野
学
芸
員
・
助
教
、
小
林
学
芸
員
・
助
教
出
張

19
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
豊
住
誠
先
生
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
メ
イ
ヨ
ー
先
生
と
学
生
15
名
〕

　
　
　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
館
友
２
期
生
16
名
〕

20
日　

第
一
法
規
㈱　

追
録
替
え
作
業

21
日　

徴
古
館
実
習
（
～
５
月
22
日
）

23
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学



－ 94 －

　
　
　
〔
荘
内
神
社
よ
り
石
原
権
禰
宜
〕

25
日　

第
１
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
部
門
調
整
会
議

第
58
回「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」研
究
会

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

〔
多
田
實
道
先
生
、
堀
内
淳
一
先
生
と
学
生
20
名
〕

26
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
長
谷
川
怜
先
生
と
学
生
８
名
〕

30
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
天
理
教
幅
下
大
教
会
よ
り
25
名
〕

　
　
　
　

６
月
１
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

〔
松
浦
光
修
先
生
、
岡
野
友
彦
先
生
と
学
生
19
名
〕

〔
鵜
沼
憲
晴
先
生
、
大
井
智
香
子
先
生
、
瓜
田
理
子
先
生
と
学
生
24
名
〕

〔
高
橋
摩
衣
子
先
生
と
学
生
７
名
〕

２
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
志
摩
市
立
磯
部
中
学
校
よ
り
84
名
〕

３
日　

中
部
電
気
保
安
協
会　

点
検

４
日　

中
部
資
材
㈱　

収
蔵
庫
調
査

５
日　

荊
木
教
授　

出
張
（
～
６
日
）

７
日　

日
本
オ
ー
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱　

点
検

８
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

〔
遠
藤
慶
太
先
生
、
谷
口
裕
信
先
生
と
学
生
21
名
〕

〔
関
根
薫
先
生
、
村
上
政
俊
先
生
と
学
生
17
名
〕

〔
中
野
一
茂
先
生
と
学
生
９
名
〕

10
日　

㈱
朝
日
新
聞
社　

貞
明
皇
后
フ
ィ
ル
ム
取
材

11
日　

史
料
編
纂
所　

古
文
書
講
座

　
　
　
「
古
代
文
書
を
読
む
①
」

　
　
　

講
師　

当
セ
ン
タ
ー
・
教
授　

荊
木
美
行

12
日　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神
道
博
物
館
臨
時
開
館
）

　
　
　

展
示
案
内
実
習
①

15
日　

第
４
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

16
日　

中
部
資
材
㈱　

害
虫
調
査
確
認
作
業

19
日　

梱
包
実
習
（
初
級
）

20
日　

研
究
教
育
業
績
シ
ス
テ
ム
改
修
打
合
せ

22
日　

第
１
回
大
学
紀
要
編
集
部
会

　
　
　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
谷
戸
佑
紀
先
生
と
学
生
11
名
〕

26
日　

拓
本
実
習

　
　
　
　
　
　

29
日　

大
島
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
、
浦
野
学
芸
員
・
助
教
、
小
林
学
芸
員
・

助
教
、
浅
井
事
務
長
出
張

　
　
　

三
重
県
総
合
博
物
館
と
の
連
絡
推
進
会
議

第
59
回「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」研
究
会

　
　
　
　

７
月
１
日　

㈱
中
日
新
聞
社
取
材

３
日　

橋
村
文
書
調
査

５
日　

日
本
オ
ー
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱　

点
検

６
日　

セ
コ
ム
㈱　

ト
マ
ホ
ー
ク
点
検

７
日　

神
道
研
究
所　

公
開
学
術
講
演
会

　
　
　

演
題　
「
幕
末
の
水
戸
学
：
敬
神
と
崇
儒
の
あ
い
だ
」

　
　
　

講
師　

金
城
学
院
大
学
教
授　

桐
原
健
真　

氏

　
　
　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
芳
賀
康
朗
先
生
、
栗
野
理
恵
子
先
生
と
学
生
16
名
〕
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８
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
教
育
学
科
１
年
生
の
学
生
217
名
〕

10
日　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神
道
博
物
館
臨
時
開
館
）

　
　
　

展
示
案
内
実
習
②

13
日　

第
５
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

　
　
　

科
研
費
「
研
究
計
画
調
書
」
書
き
方
説
明
会

14
日　

中
部
資
材
㈱　

館
内
衛
生
害
虫
駆
除
及
び
館
外
害
虫
駆
除
作
業

16
日　

史
料
編
纂
所　

古
文
書
講
座

　
　
　
「
古
代
文
書
を
読
む
②
」

　
　
　

講
師　

当
セ
ン
タ
ー
教
授　

荊
木
美
行

17
日　

梱
包
実
習
（
上
級
）

24
日　

橋
村
文
書
調
査

27
日　

第
２
回
「
人
を
対
象
と
す
る
研
究
」
倫
理
審
査
委
員
会

第
60
回「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」研
究
会

ナ
カ
シ
ャ
ク
リ
エ
イ
テ
ブ
㈱　

鈴
木
重
胤
資
料
引
渡
し

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
打
合
せ

30
日　

橋
村
墓
石
調
査
打
合
せ

31
日　

神
道
博
物
館　

夏
休
み
親
子
教
室
①

　
　
　
「
は
ん
こ
を
作
ろ
う
！
」

　
　
　
　

８
月
２
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
高
田
学
苑
高
田
高
等
学
校
よ
り
57
名
〕

　
　
　

ダ
イ
ワ
空
調
設
備
㈱　

点
検

３
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

〔
渡
邉
毅
先
生
と
学
生
10
名
〕

中
部
資
材
㈱　

博
物
館
収
蔵
庫
内
殺
虫
作
業
及
び
２
回
目
害
虫
調
査

ト
ラ
ッ
プ
設
置

４
日　

皇
學
館
大
学
学
生
テ
レ
ビ
局
博
物
館
撮
影

　
　
　

中
部
電
気
保
安
協
会　

点
検

５
日　

神
道
研
究
所　

夏
休
み
子
ど
も
講
座

「
皇
室
・
神
宮
の
お
は
な
し
」

講
師　

当
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授　

佐
野
真
人

「
神
社
っ
て
な
あ
に
？
」

講
師　

当
セ
ン
タ
ー
助
教　

塩
川
哲
朗

６
日　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神
道
博
物
館
臨
時
開
館
）

　
　
　

展
示
案
内
実
習
③

７
日　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神
道
博
物
館
臨
時
開
館
）

８
日　

神
道
博
物
館　

夏
休
み
親
子
教
室
②

「
モ
ー
ル
ス
信
号
体
験
！
」

塩
川
助
教
出
張

９
日　

佐
野
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
出
張

17
日　

日
本
オ
ー
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱　

点
検

19
日　

中
部
資
材
㈱　

２
回
目
害
虫
調
査
ト
ラ
ッ
プ
回
収

27
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
萼
の
会
よ
り
49
名
〕

28
日　

佐
野
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
出
張
（
～
29
日
）

　
　
　

塩
川
助
教
出
張
（
～
30
日
）

31
日　

皇
學
館
大
学
創
立
140
周
年
・
再
興
60
周
年
記
念
展
示

　
　
　
「
伊
勢
と
皇
學
館
の
百
四
十
年
」（
最
終
日
）

　
　
　
　

９
月
１
日　

皇
學
館
大
学
学
生
テ
レ
ビ
局
展
示
撮
影

２
日　

第
６
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ
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５
日　

神
道
博
物
館
施
設
内
点
検
の
為
、
臨
時
休
館（
～
令
和
５
年
２
月
２
日
）

　
　
　

消
防
法
令
設
備
点
検

６
日　

日
本
オ
ー
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱　

点
検

７
日　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
打
合
せ

　
　
　

研
究
教
育
業
績
シ
ス
テ
ム
打
合
せ

９
日　

第
１
展
示
室
改
修
工
事

10
日　

史
料
編
纂
所　

公
開
講
座
演
題

　
　
　

演
題　
「
東
海
の
大
型
盟
主
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

―
特
に
美
濃
・
昼
飯
大
塚
古
墳
の
被
葬
者
を
め
ぐ
っ
て
―
」

　
　
　

講
師　

元
福
井
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長　

中
司
照
世　

氏

11
日　

橋
村
文
書
調
査

12
日　

小
林
学
芸
員
・
助
教
出
張

13
日　

研
究
教
育
業
績
シ
ス
テ
ム
打
合
せ

21
日　

第
７
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

22
日　

中
部
資
材
㈱　

燻
蒸
打
合
せ

25
日　

橋
村
文
書
調
査

　
　
　

中
部
資
材
㈱　

第
１
収
蔵
庫
ブ
ン
ガ
ノ
ン
燻
蒸
作
業

28
日　

第
２
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
部
門
調
整
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
61
回「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」研
究
会

30
日　

佐
野
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
出
張

　
　
　

塩
川
助
教
出
張
（
～
10
月
２
日
）

　
　
　
　

10
月
４
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
皇
學
館
中
学
校
よ
り
27
名
〕

〔
志
摩
市
立
大
王
中
学
校
よ
り
35
名
〕

日
本
オ
ー
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱　

点
検

５
日　

ケ
ン
ト
大
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
打
合
せ

６
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
愛
知
県
立
津
島
東
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
27
名
〕

９
日　

橋
村
文
書
調
査

10
日　

塩
川
助
教
出
張
（
～
12
日
）

11
日　

神
道
博
物
館
玄
関
屋
根
改
修
工
事

13
日　

ケ
ン
ト
大
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
打
合
せ

　
　
　

中
部
資
材
㈱　

打
合
せ

14
日　

中
部
電
気
保
安
協
会　

点
検

19
日　

第
８
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

20
日　

ケ
ン
ト
大
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　

セ
コ
ム
㈱　

ト
マ
ホ
ー
ク
点
検

　
　
　
　
　
　

26
日　

第
62
回「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」研
究
会

29
日　

倉
陵
祭
（
学
内
限
定
開
催
）（
～
30
日
）

　
　
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神
道
博
物
館
臨
時
開
館
）（
～
30
日
）

　
　
　
　

11
月
１
日　

神
道
博
物
館
教
養
講
座
第
１
回
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
開
始
（
～
20
日
）

第
一
法
規
㈱　

追
録
替
え
作
業

日
本
オ
ー
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱　

点
検

６
日　

刀
剣
実
習

９
日　

第
９
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

　
　
　

中
部
資
材
㈱　

打
合
せ

　
　
　

ダ
イ
ワ
空
調
設
備
㈱　

空
調
保
守
点
検

13
日　

実
測
実
習

14
日　

荊
木
教
授
出
張
（
～
15
日
）

16
日　

第
３
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
部
門
調
整
会
議
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17
日　

佐
野
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
出
張
（
～
18
日
）

20
日　

塩
川
助
教
出
張
（
～
22
日
）

23
日　

佐
野
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
出
張

27
日　

佐
野
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
出
張

　
　
　
　
　
　

30
日　

大
島
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
、
浦
野
学
芸
員
・
助
教
、
小
林
学
芸
員
・

助
教
出
張

三
重
県
総
合
博
物
館
と
の
連
絡
推
進
会
議

第
63
回「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」研
究
会

　
　
　
　

12
月
１
日　

神
道
博
物
館
教
養
講
座
第
２
回
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
開
始
（
～
20
日
）

３
日　

史
料
編
纂
所　

古
文
書
講
座

　
　
　
「
中
近
世
文
書
を
読
む
①
」

　
　
　

講
師　

当
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
・
助
教　

小
林
郁

５
日　

浦
野
学
芸
員
・
助
教
出
張
、
小
林
学
芸
員
・
助
教
出
張

６
日　

塩
川
助
教
出
張
（
～
７
日
）

　
　
　

日
本
オ
ー
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱　

点
検

７
日　

第
２
回
大
学
紀
要
編
集
部
会

　
　
　

中
部
電
気
保
安
協
会　

点
検

10
日　

史
料
編
纂
所
古
文
書
講
座

　
　
　
「
中
近
世
文
書
を
読
む
②
」

　
　
　

講
師　

当
セ
ン
タ
ー
教
授　

荊
木
美
行
（
代
講
）

14
日　

第
10
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

16
日　

小
林
学
芸
員
・
助
教
出
張

17
日　

神
道
研
究
所　

公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
題　

「
神
道
と
行
法
―
神
と
人
と
を
結
ぶ
「
行
」
の
あ
り
か
た
を

め
ぐ
っ
て
」

　
　
　

講
師　

津
城
寛
文
氏
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

田
井
健
治
氏
（
結
城
神
社
権
禰
宜･

本
学
非
常
勤
講
師
）

新
田
惠
三
（
本
学
文
学
部
助
手･

本
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）

並
木
秀
子
氏
（
国
際
基
督
教
大
学
非
常
勤
講
師･

同
大
キ
リ

ス
ト
教
と
文
化
研
究
所
研
究
員
）

　
　
　

司
会　

中
山
郁
（
本
学
文
学
部
教
授
・
本
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　

21
日　

第
64
回「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」研
究
会

　
　
　

ダ
イ
ワ
空
調
設
備
㈱　

空
調
保
守
点
検

22
日　

ナ
カ
シ
ャ
ク
リ
エ
イ
テ
ブ
㈱　

打
合
せ

25
日　

橋
村
文
書
調
査

27
日　

ジ
ャ
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
東
海
㈱　

点
検

　
　
　
　

１
月
11
日　

第
11
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

12
日　

中
部
資
材
㈱　

打
合
せ

16
日　

セ
コ
ム
㈱　

ト
マ
ホ
ー
ク
点
検

　
　
　
　
　
　

18
日　

第
65
回「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」研
究
会

21
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
高
野
山
大
学
よ
り
14
名
〕

24
日　

塩
川
助
教
出
張
（
～
25
日
）

　
　
　

小
林
学
芸
員
・
助
教
出
張

27
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
和
歌
山
県
神
社
庁
よ
り
19
名
〕

30
日　

中
部
資
材
㈱　

打
合
せ

　
　
　
　

２
月
１
日　

神
道
博
物
館
教
養
講
座
第
３
回
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
開
始
（
～
20
日
）

２
日　

佐
野
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
出
張
（
～
３
日
）

３
日　

神
道
博
物
館　

被
覆
燻
蒸
（
～
５
日
）
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燻
蒸
及
び
展
示
復
旧
の
為
、
神
道
博
物
館
臨
時
休
館（
～
２
月
12
日
）

７
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
志
摩
市
立
文
岡
中
学
校
よ
り
127
名
〕

８
日　

第
12
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

　
　
　

第
４
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
部
門
調
整
会
議

10
日　

西
井
写
真
事
務
所　

資
料
撮
影

12
日　

橋
村
文
書
調
査

15
日　

佐
野
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
出
張
（
～
17
日
）

　
　
　

中
部
電
気
保
安
協
会　

点
検

20
日　

塩
川
助
教
出
張
（
～
21
日
）

21
日　

臨
時
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

22
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔「
伊
勢
」
と
日
本
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
者
13
名
〕

　
　
　

ジ
ャ
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
東
海
㈱　

点
検

24
日　

消
防
設
備
法
令
点
検

27
日　

橋
村
資
料
調
査

　
　
　
　

３
月
１
日　

神
道
博
物
館
教
養
講
座
第
４
回
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
開
始
（
～
20
日
）

　
　
　

西
井
写
真
事
務
所　

資
料
撮
影

３
日　

第
13
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

４
日　

佐
野
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
出
張
（
～
６
日
）

　
　
　

西
井
写
真
事
務
所　

資
料
撮
影

　
　
　

橋
村
文
書
調
査

６
日　

荊
木
教
授
出
張
（
～
７
日
）

　
　
　

第
一
法
規
㈱　

追
録
替
え
作
業

８
日　

第
３
回
「
人
を
対
象
と
す
る
研
究
」
倫
理
審
査
委
員
会

９
日　

ジ
ャ
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
東
海
㈱　

点
検

10
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
豊
国
神
社　

吉
田
宮
司　

他
３
名
〕

　
　
　

ナ
カ
シ
ャ
ク
リ
エ
イ
テ
ブ
㈱　

鈴
木
重
胤
資
料
返
却
・
デ
ー
タ
納
品

11
日　

塩
川
助
教
出
張
（
～
13
日
）

　
　
　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
階
位
検
定
講
習
会
受
講
者
22
名
〕

15
日　

第
14
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

21
日　

皇
學
館
大
学
卒
業
式

　
　
　
　
　
　

22
日　

第
66
回「
古
代
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
基
本
文
献
の
総
合
的
研
究
」研
究
会

　
　
　

中
部
資
材
㈱　

打
合
せ

23
日　

㈱
ぎ
ょ
う
せ
い　

追
録
替
え
作
業

24
日　

荊
木
教
授
出
張
（
～
25
日
）

25
日　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

28
日　

浦
野
学
芸
員
・
助
教
出
張

29
日　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
見
学

　
　
　
〔
株
式
会
社
宮
忠
よ
り
７
名
〕



－ 99 －

神道研究所：学術講演会

神道研究所：夏休みこども講座

講演中の桐原健真氏
（金城学院大学　教授）

講演会の風景

｢皇室・神宮のおはなし｣
講師　佐野真人

｢神社ってなぁに？｣
講師　塩川哲朗



－ 100 －

神道研究所：シンポジウム

研究報告　並木英子氏
（国際基督教大学非常勤講師・

同大キリスト教と文化研究所研究員）

司会の 中山郁
（本学文学部教授・本センター共同研究員）

研究報告 田井健治氏
（結城神社権禰宜・本学非常勤講師）

シンポジウム風景（討論中）

基調講演　津城寛文氏
（筑波大学名誉教授）

研究報告 新田惠三
（本学文学部助手・本センター共同研究員）



－ 101 －

史料編纂所：公開講座

講演中の 中司照世 氏
（元福井県埋蔵文化財センター所長）

史料編纂所：古文書講座

「古代文書を読む」
講師　荊木美行

「中近世文書を読む」
講師　小林郁



－ 102 －

神道博物館：夏休み親子教室①
「オリジナルはんこを作ろう！」

はんこの歴史を解説する学生

学生が教えながら作業を進めます

完成したはんこ

彫刻刀に気をつけて作成中



－ 103 －

神道博物館　夏休み親子教室②
「モールス信号体験！」

モールス信号について説明する学生 トンツーの説明をする小林先生

モールス信号で打ってみよう

トンとツーで書いてみよう



－ 104 －－ 72 －

◇
利
用
案
内

神
道
研
究
所

《
資
料
の
閲
覧
》
図
書
・
史
・
資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
定
め
ら
れ
た
所
定
の
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
事
務
室
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

《
閲
覧
時
間
》
平
日
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分
、
13
時
30
分
～
16
時
50
分

　
　
　
　
　
　
土
曜
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

　
　
　
　
　 

　
※
大
学
休
業
日
は
除
く

《
閲
覧
場
所
》
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
内
　
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
室

史
料
編
纂
所

《
資
料
の
閲
覧
》
図
書
・
史
・
資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
定
め
ら
れ
た
所
定
の
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
事
務
室
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

《
閲
覧
時
間
》
平
日
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分
、
13
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　
　
　
　
　
土
曜
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

　
　
　
　
　 

　
※
大
学
休
業
日
は
除
く

《
閲
覧
場
所
》
３
号
館
内
　
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
史
料
編
纂
所
事
務
室

佐
川
記
念
神
道
博
物
館

《
開
館
時
間
》
平
日
　
９
時
30
分
～
16
時
30
分
（
但
し
入
館
は
16
時
00
分
迄
）

　
　
　
　
　
　
土
曜
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分
（
但
し
入
館
は
12
時
00
分
迄
）

《
休
館
日
》
　
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
年
末
年
始
、
本
学
創
立
記
念
日
（
４
月
30
日
）
、

本
学
休
業
日
、
当
館
が
特
に
必
要
と
認
め
た
日
（
臨
時
休
館
日
）

《
入
館
料
》
　
無
料

《
資
料
の
特
別
観
覧
》

　
展
示
品
以
外
の
資
料
を
特
別
に
観
覧
（
熟
覧
）
す
る
希
望
や
、
資
料
の
写
真
撮
影
及
び

印
刷
物
等
に
利
用
し
よ
う
と
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
定
め
ら
れ
た
所
定
の
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
事
務
室
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

《
閲
覧
場
所
》
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
内　

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
室



令
和
４
年
度

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
年
報　
第
10
号

　
　
　
　
　
　
　

令
和
六
年
三
月
一
日　

発
行

　
　

編
集
者

　
　
　
　
　
　

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　

発
行
者

　
　
　
　
　
　

〒
五
一
六

－

八
五
五
五

　
　
　
　
　
　

三
重
県
伊
勢
市
神
田
久
志
本
町
一
七
〇
四

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
九
六

－

二
二

－

六
四
六
六

　
　

印
刷
所　

磯
野
印
刷




